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近年、鎌倉の街は、古い家屋や庄舗の建て替えが相いついでいま

す。その中で、埋蔵文化財に影響を及ぼす様な大規模な工事も多く

なってきました。そのため、工事に先だって発掘調査を実施するf牛

数も多くなりました。このため昭和59年度からは国庫 ・県費の補助

を受けて個人専用住宅等については鎌倉市教育委員会が独自に発掘

調査を実施するようにして来ました。

しかし急速な都市化・ 再開発が進む中てい調査が順調に進んできた

とは言えません。

郷土の文化財を守るということは市民の責務でありますが、当市

のように市街地の中心と遺跡の中心が全く重なってしまうという条

件のもとでは、特に市民の皆様のご理解なくしては、埋蔵文化財の

保存や発掘調査は不可能であるといえましょう。皆様の御協力をお

願い申し上げる次第です。工事計画作成に当つてはできるだけ早く

から当委員会との協議を行い、文化財の保護の方策を煮つめて行っ

てT貢きたL、と思います。

本書は昭和63年度に国庫・県費補助を受けて、鎌倉市教育委員会

が実施した、個人専用住宅・ j吉舗併用住宅建設に伴う発掘調査の記

録です。本書が鎌倉の歴史を明らかにするのに少 しでも役立つこと

を祈念すると共に、調査実施に際してお世話になった調査員をはじ

め多くの方々に、心からお礼申し上け‘ます。



例 日

1.本書は昭和62年度及び63年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊急調

査にかかわる発掘調査報告書である。

2.本書所収の調査地点等は別表のとおりである。

3.発掘調査及び出土資料の整理IIは鎌倉市教育委員会文化財保護課

が実施した。

4.出土造物及び写真 ・図面等の資料は、鎌倉市教育委員会文化財

保護課が保管 している。

5.各調査内容の詳細は、各々の報文を参照されたい。
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63年度調査の概観

昭和63年度の緊急発掘調査実施件数は12件で、対象面積は1643m'てやあった。前年度の 9件、 1257

dと比較しでも件数・面積共に増加し、60年度以降の増加傾向が不変であることを示している。また

調査原因も庖舗や共同住宅と併用した形てや専用住宅を建てるケースが圧倒的に多く、 62年度にみら

れた土地の多目的有効利用を志向する傾向が一段と顕著になり、調査件数の増加に反映しているも

のと考えられる。この動向は事業者負担の調査でも同様であり、今後、暫くは続くものと思われる

が、昨年度の報告書でも提起した有効な対応方、法の策定がますます急がれよう。

l 横小路周辺追跡

二階堂川の両岸、伝宮内時秀邸跡・下山入道邸跡を含む一帯に広がる遺跡、内の二階堂字荏柄9番

1に所在する。

昭和62年7月、庖舗併用住宅建設に係わる開発行為の事前相談があり、市立第二小学校体育館棟

の事前調査などの周辺における過去の調査例から推して、試掘調査等を踏まえた協議が必要である

旨を説明する。同調査は 7月13日に実施され、数面にわたる中世遺構面が良好な状態で遺存してい

るのが確認され、前面的な掘削行為を伴う現設計内容が変更されない限り本調査の実施は不可避でや

あると判断された。8月7日、設計変更の可否についての検討を依頼するが、不可能である旨の回

答を得たので県教育委員会と協議し、専用住宅相当域を対象とした国庫補助事業調査を実施すべき

との指導を得た。これを受け直ちに本調査の実施を前提とした協議守開始することとした。

その後、事業計画を巡って近隣住民との話し合いに時聞を要したため具体的な日程を定められず

にいたが、 11月に入り問題の解決に一定の目途が立ったので、年が改まってから調査を開始するこ

とで合意に達した。

63年 1月9日、文化財保護法第57条の 2の届出書が提出され、 2月15日付けて1県教育長から調査

実施を本旨とする通知書が事業者宛に送付された。その後数次に及ぶ調査実施方法等に関する打合

せを重ねた続果、底舗部分の調査を先行し、 専用住宅部分については 4月に入ってから実施するこ

とで合意した。以上の経過を経て 4月11日事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、 4

月19日から 6月27日にかけて発掘調査が取り行われたのである。

調査により 13世紀前半から15世紀中半に至る時期の建物や井戸等の諸遺構が、大量の瓦を始めと

する種々の造物と共に検出され、六iill路沿いの様相を知る賞重な手掛かりを得ることができた。

2 北条時房 ・顕l侍邸跡

鶴岡八幡宮前、若宮大路東側の区域を占める遺跡、内の大路に面した、 雪ノ下一丁目265番3に所



在する。

昭和62年10月、庖舗併用住宅建設に係わる事前相談があり、周辺の調査例から相当規模の泣構が

残っている可能性が高いのでい試掘調程を経た上で協議を進めることとした。11月4日試掘調程を実

施し、中世遺構が良好に残存している状態を確認した。 11月20日、事業者と協議し設計変更の可否

について検討を依頼するが、 11月24日に不可能で、あるとの回答を得たので事前調査の実施方法等に

ついての協議を開始する。また、同日文化財保護法第57粂の 2の届出書が提出され、これを受けて

県教育委員会と本件の取り扱い方について協議したとこ ろ、専用住宅相当域を対象に国庫補助事業

調査を実施すべきとの指導を得た。

63年 1月11日、県教育長名による発掘調査実施を旨とする通知書が事業者宛に送付され、直ちに

具体的な施工方法等を打合せするが、工程上の都合により土留め工事等の準備作業が終わってから

の4月中に開始する ことで合意 した。

以上の経過を経て、 3月30日に事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、 4月19日か

ら7月16日にかけて現地調査が行われたのである。

調査により13世紀前半から14世紀後半に至る時期の建物跡、を中心とする各種造構t、日用生活品

を主とする多量の造物を得られた。特に14世紀始めの礎石建物の発見は、若宮大路沿いにおける最

初の発見例て、、あり多くの成果が得られたと評される。

3 長谷小路周辺遺跡

長谷寺から六地蔵に至る区域を占める長谷小路周辺遺跡、の内、佐l比ヶ浜三丁目258番 8に所在す

る。

昭和61年11月26日、専用住宅建設に係わる開発行為の事前様談があり、周辺て、の調査例に鑑みて

試掘調査を実施のうえ協識をすすめることとした。翌62年 6月11EIから20日にかけて試掘調査を実

施したところ、古代から中世に至る3-4枚の遺構面が検出され、現設計内容では事前調査は不可

避であると判明 した。調査結果にもとづき 7月初旬に設計変更の可否について協議するが、不可能

であるとの回答を得たので、県教育委員会と取り扱い方を協議したと ころ国庫補助事業調査 tして

実施すぺきとの指導を得た。これにもとづき直ちに調査の実施方法等についての打合せを開始し、

その中で敷地内に隣接して建設が予定されている共同住宅域を先に調査し、 63年度に入ってから専

用住宅域を国庫補助事業調査 として行うことで合意に達した。

昭和62年10月7日、文化財保護法第57条の 2の届出書が提出され、続いて11月2日に調査実施を

旨とする県教育長名の通知書が事業者先に送付される。11月16日から始まった共同住宅域の調査が

終盤を迎えた昭和63年 5月23日、 事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、6月2EIか

ら8月31日にかけて発掘調査が行われたのである。

相査によって古代から中世の住居跡や建物跡等が検出され、また同時代の埋葬人骨ぞ伴う 墓績も

2 



' 

数多く発見でき、砂丘上の遺跡の在り方についての貴重な資料が得られたのである。

4 米町遺跡

中世商業区域と目される米町遺跡内の、大町二丁目2411番 2に所在する。

昭和62年 1月、庖舗 ・事務所併用住宅建設に係わる事前相談があり、試掘調査を実施のうえ協議

をすすめることとした。 2月3日、試掘調査を行ったところ中世遺構が良好に残存していたため、

設計変更の可否についての検討を事業者に依頼した。然しながら事業計画が未確定段階であるため

暫く協議を延期せざるを得なかった。

63再 4月15日、 事業計画が確定し協議を再開するが、設計内容に変更が無いことが確認されたた

め、県教育委員会と取り扱い方について協議したところ、専用住宅相当域を国庫補助事業調査とし

て実施すべきとの指導を得たので、文化財保護法第57条の 2の届出書の提出を求め調査方法等に関

する打合せを継続した。 4月23日届出書が提出され、続いて 5月16日に県教育長名で調査実施を旨

とする通知書が事業者宛に送付された。

以上の経過を経て、 6月15日に事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、 7月20日か

ら7月26日にかけて発掘調査が行われたのである。

調査により、 14世紀代の建物跡が検出されるなどの諸成果が得られた。

5 米町追跡

同遺跡内の大町二丁目933番他に所在する。

H百和62年10月、共同住宅f井用住宅建設計画に係わる開発行為の事前相談があり、地下駐車場が計

画に含まれているので試掘調査を実施のうえ協議をすすめることとした。63年2月18日、試掘調査

を行ったところ中世遺構が良好に残存しているため、設計変更についての検討を依頼した。 3月24

日、事業者から変更が不可能であるとの回答を得たため、県教育委員会と協議したところ専用住宅

相当域を対象に国庫補助事業調査を実施すべきとの指導を得た。これを受けて直ちに調査方法等の

協議を開始した。

4月7日、文化財保護法第57粂の 2による届出書が提出され続いて 4月27日付けて県教育長名に

よる調査実施を旨とした通知書が事業者宛に送付された。

以上の経過を経て、 6月21日に事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、 8月1日か

ら9月19日にかけて発掘調査が行われたのである。

調査により 12世紀末期から14世紀前半期に瓦る建物 ・井戸等が検出され、舶載陶磁器も多数出土

するなど、従来調査例が希少であった、いわゆるIIIJ屋遺跡の様相を解明する手立てが得られたと評

されよう。
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6 北条泰時 ・時頼邸跡

鶴岡八幡宮正面の若宮大路東側から小町大路にかけての区域を占める北条泰時・時頼邸跡は若宮

大路幕府跡とも目されるが、その内の小町大路に面した雪ノ下一丁目432番2に所在する。

昭和63年6月、医院併用住宅の建設計画に係わる事前相談がありRC造の設計計画内容であるので

試掘調査が必要であることを説明し、 7月2日同調査を実施する。調査の結果、地表下140γ程で遺

構面を検出したため、直ちに設計変更を含む協議を開始するが、変更が不可能で、あると判明したの

で県教育委員会と協議し、掘削深度が遺構面に達しない布基礎部分を除く杭打箇所内の、専用住宅

相当域を対象にして国庫補助事業調査を実施すべきとの指導を得た。

これを受けて調査方法等を協議決定のうえ、 7月19日文化財保護法第57条の 2の届出書が提出さ

れ、続いて 8月16日付けて、、県教育長名による調査実施を旨とする通知書が事業者宛に送付された。

そして 8月18日に事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、 9月1日から 9月14日にか

けて調査が行われたのである。

調査により小町大路に沿って南北に走行する幅約3t;の大溝が検出されたが、これは若宮大路沿

いの大溝に匹敵する規模を有するのであり、鎌倉の中世都市構造を考えるうえで貴重な資料となっ

たのである。

7 北条泰時・時頼邸跡

遺跡東隅辺りに佐置する雪ノ下一丁目395番に所在する。

昭和62年12月、共同住宅併用住宅建設に係わる開発行為の事前相談があり、試掘調査を実施し協

議をすすめることと した。同調査は既存建物の解体工程の関係で暫く聞をおいた 5月10日に実施さ

れた。調査の結果、既存建物のため一部破壊されているものの全体的には中世遺構が良好に残存す

るので設計変更の可否を含めた協識を行うが変更が不可能であると確認されたため、専用住宅相当

域を対象に国庫補助調査をすべしとの県教育委員会の指導に基づき実施方法等を事業者 と協議す

る。そして 5月18日に文化財保護法第57条の 2の届出書を提出され、 6月13日付けて‘県教育長名に

よる調査実施を旨とする通知書が事業者宛に送付された。これを受けて更に調査方法についての細

部を調整した後に 8月17日、 事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され9月8日から10月

11日にかけて発掘調査が行われたのである。

調査により、邸内コーナー域の施設を示す t考えられる大型の柱穴列等の遺構が検出されるな E

の諸成果が得られた。

8 材木座町屋遺跡、

4 
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史跡和賀江嶋を中心 とした商業区域と目される、材木座町屋遺跡、内の材木座四丁目 260番 1他に

所在する。

昭和63年 1月、倉庫併用住宅建設に係わる開発行為の事前相談があ り、試掘調査を経たうえ協議

をすすめる こととした。 2月16日、同調査を実施した 3商に瓦る中世遺構面が検出されたので"RC造

3階建 ・地下1階の当該設計内容では事前調査の実施が不可避であることが判明した。このため設

計変更の可否についての検討を依頼したところ、困難である旨の回答を得た。これを受けて 2月27

日、県教育委員会と協議し専用住宅相当域の国庫補助事業調査を実施すべきとの指導を得たので、

直ちに調査方法等の打合せを開始したのである。

ところが5月11日に事業者側の事由により事業計画が変更され、同時に設計内容も再検討する旨

の意向が示された。続いて 6月21日、設計変更結果が伝えられ、鉄骨造3階建・布基礎となったこ

とが判明 した。これに伴い調査の対象区域も布基礎部に縮小され、同域内の住宅相当部分を国庫補

助事業調査することとした。

7月8日、文化財保護法第57粂の 2の届出書が提出され、これに対する県教育長名の調査実施を

旨とする通知書が9月7日付けて事業者宛に送付された。以上の経過を経て 9月12日に事業者から

調査実施依頼書が教育委員会に提出され、 9月19日から 9月30日にかけて発掘調査が実施されたの

である。

調査によって13世紀末期から14世紀中半期の、 多量の吹子の羽口等の製鉄造物を伴う方形竪穴遺

構などが検出され、 当地域の考古学的性格を示唆する成果が得られたのである。

9 若宮大路周辺遺跡群

鎌倉の中枢部の一角を占める若宮大路周辺追跡群の北西側、 雪ノ下一丁目210番他に所在する。

昭和62年 5月、共同住宅併用住宅建設に係わる開発行為の事前相談があり、直ちに試掘調査を実

施し協識をすすめることとした。 6月23日から27日にかけて行われた試掘調査によって良好な状態

で残存する中世遺構が確認され、現設計内容では調査実施が不可避で、あると判明した。 しかし計画

変更が不可能でやあるとの回答を得たため、県教育委員会の指導により専用住宅相当域を対象に国庫

補助事業調査をすることとし、その具体的実施方法を協議した結果、 11月中旬頃に共同住宅域の調

査を?開始し、専用住宅域調査は63年度に実施することで合意に達した。また同日、文化財保護法第

57粂の 2による届出書が提出され、 11月2日付て県教育長名による調査実施を旨とする通知書が事

業者に送付された。 しかし、 11月21日事業者側からその後の開発子続きや解体工程等の事情により

共同住宅域の調査開始を63年4月以降に変更したいとの申し入れがあり、協議の結果その意向に沿

って全体の工程を変更することとした。

その後、細部に瓦る |湯識を重ね、昭和63年4月26日に調査実施依頼書が事業者から教育委員会に

提出され、共同住宅域に続き10月1日から平成元年 1月16日にかけて調査が実施されたのである。

5 



調査により14世紀代を中心とする各種の建物造構や工芸品的木製造物が多数発見され、都市遺跡、

の解明研究上極めて貴重な成果が得られた。

10 若宮大路周辺遺跡群

遺跡内の今小路仁西面した扇ガ谷一丁目74番8他に所在する。

昭和63年 7月11日、庖舗併用住宅建設に係わる事前相談があり、試掘調査を実施のうえ協議をす

すめることとした。 7月18日に行った向調査によ って3面以上に及ぶ中世遺構面を検出し、 7月20

日に設計変更を含めて協議するが、変更するのは不可能でいあると判明したため、県教育委員会の指

導により 専用住宅域を対象に国庫補助事業調査を実施することにした。 7月22日、文化財保護法第

57条の 2の届出書が提出され、続いて 8月16日に調査実施を旨とする県教育長名の通知書が事業者

宛に送付された。その後調査実施方法主主巡って数次に瓦る協議を重ね10月20日、 事業者から調査実

施依頼書が教育委員会仁提出され、11月4日から12月10日にかけて発掘調査が実施されたのである。

調査により 13世紀初期から15世紀中半期の 5面に及ぶ遺構面が検出され、都市域における中世遺

構の密度高い構成状況が確認されたのである。

11 若宮大路周辺遺跡群

遺跡内の若宮大路に東面した、小町二丁目280番 2に限在する。

昭和63年 5月、店舗併用住宅建設に係わる事前相談があり、試掘調査を実施のうえ協議をすすめ

ることとした。5月30日、同調査を実施したところ近世の撹乱を受けた部分は多いものの、若宮大

路沿いの大溝跡等の残存が確認されたため、 6月3日設計変更も含めて協議を行った。ここで設計

変更は不可能でやあると判明したので、 専用住宅相当域を対象に国庫補助事業調査を実施すぺきとの

県教育委員会の指導に基づき調査方法等の打合せを開始した。 しかし、工事工程に末確定なところ

があり、それが定まるまで協議を延期せざるを得なかった。その後8月31日、 工程の概要が決定し

たので協識を再開し、9月7日文化財保護法第57条の2の届出書が提出され、 10月13日に県教育長

名による調査実施を旨 tする通知書が事業者宛に送付された。その後、 準備工事に時聞を費やした

が、 平成元年 1月12日に調査実施依頼書が事業者から教育委員会に提出され、 1月19日か ら1月27

日にかけて発掘調査が行われたのである。

調査により 若宮大路に沿って走行する大溝と鎌倉時代以前に存在した河川を発見 し、 鎌倉の都市

構造の変選を知る重要な資料が得られたのである。

1 2 'f在日追跡

6 



長谷小路北側の山聞を占める笹目遺跡、内の笹目町330番1に所在する。

昭和63年 5月15日、共同住宅併用住宅建設に係わる開発行為の事前相談があり、試掘調査を実施

のうえ協議をすすめることとした。4月4日と 5日に同調査を実施したところ、掘削予定深度の120

争
時
刈

HJ
L
フ

'
4月15日、変更が不γ内に 2面の中世遺構面が検出されたため設計変更の可否の検討を依頼した。

可能である旨の回答を得たので、専用住宅相当域の国庫補助事業調査を実施すぺきとの県数育委員

6月1日、文化財保護法第57粂の 2の届出書会の指導lこ基つeき調査実施方法等の協議を開始した。

6月22日に県教育長名による調査実施を旨とする通知書が事業者宛に送付された。が提出され、

9月13日に調査実施依頼書が事業者から教育委員会にその後調査方法の細部に関わる協議を重ね、

提出され、共同住宅域の調査に続いて平成元年 1月28日から 2月21E1にかけて当調査が開始された

のである。

調査により 、寺院建築的な建物遺構が発見され、調査の事例が比較的希少であった同遺跡の性格

7 

を究明する上で賞重な資料が得られたのである。
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昭和63年度調査地点一覧
(*印は本書所収遺跡)

No 遺跡名 所在地 事 業者 調査原因 種別 面積 調査期間

横小路周辺遺跡 二階堂荏柄9番 63.4.19-
1 矢田 徹 百舗併用住宅 都市 380m2 

(No.259) 1 63.6.27 

北条時房 ・顕時 雪ノ下一丁目 63.4.19-
2 鬼頭住江 庖舗併用住宅 査官 85m2 

邸跡 (No.278) 265番 3 63.7.16 

長谷小路周辺 由比ヶ浜コ丁目 63.6.2-
3 河合冨美子 専 用住宅 都市 380m2 

遺跡 (No.236) 258番8 63.8.31 

* 米 町 遺跡 大町二丁目2411 !吉舗・事務所 63.7.20-
4 安藤 勇 都市 15m2 

(No.245) 番 2 併用住宅 63.7.26 

米町遺跡 大町二丁目933 紫 正明 共同住宅 63.8.1-
5 都市 70m2 

(No.245) 番他 柴 幸江 併用住宅 63.9.19 

* 北条泰時 ・時頼 雪ノ下一丁目 63.9.1-
6 安田擁年 医院併用住宅 宣官 20m2 

耳目跡 (No.282) 432番 2 63.9.14 

* 北条泰時 ・時頼 雪ノ下一丁目 共同住宅 63.9.8-
7 イ手j京 永子 官官 50m2 

邸跡 (No.282) 395番 併用住宅 63.10.11 

材木座11IJ屋遺跡 材木座四丁目 63.9.19-
8 山本元洋 倉庫併用住宅 都市 60m2 

(No.261) 260番 1他 63.9.30 

若宮大路周辺 雪ノ下一丁目 共同住 宅 63.10.1-
9 瀬古美年 都市 443m2 

遺跡群 (No.242) 210番他 併用住 宅 元.1.16
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若宮大路周辺 扇ガ谷一丁目 63.11.4-
10 小黒俊治 ，官舗w用住宅 都市 20m' 
遺跡群 (No.242) 74番8他 63.12.10 

若宮大路周辺 小町二丁目280 元.1.19-
11 渡辺 昌子 庖舗併用住宅 都市 40m' 
遺跡群 (No.242) 番 2 元.1.27

笹 目 遺跡 共同住宅 元.1.28-
12 笹目町330番 l 島津忠承 都市 80m' 

(No.207) 併用住宅 元.2.21

本書所収の昭和62年度調査地点

No 遺跡 名 所在地 事業 者 調査原因 種別 面積 調査期間

若宮大路周辺 小町二丁目12番 62.4.22-
石井 清 自己用庖舗 都市 130m' 

遺跡群 (No.242) 18 62.7.10 

今小路西遺跡 扇ガ谷一丁目 62.7.12-
2 室前 妙子 庖舗併用住宅 都市 87m' 

(No.201) 131番 1 62.8.14 
~ 

長谷小路周辺 由比ヶ浜三丁目 62.7.13-、， 3 秋山 茂 店舗併用住宅 都市 60m' 
遺跡 (No.236) 194番25他 62.8.31 

若宮大路周辺 小町二丁目39番 62.11.16-
4 上条 j原 専 用住 宅 都市 130m' 
遺跡群 (No.242) 6他 63.2.20 

明月院旧境内 山ノ内字東管領 63.1.4-
5 中)11 明男 専 用 住宅 都市 100m' 
遺跡 (No.139 ) 屋敷187番6 63.1. 9 
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I .米町遺跡

大町二丁目2411番 2地点



ニコ口{列

本報は鎌倉市大町二丁目2411番地2における1 

住宅建設に伴う発掘調査の報告書である。

発掘調査は、国庫補助事業として鎌倉市教育2 

委員会が、米町遺跡発掘調査団と併行して実施

した。

誠が本書の執筆、図版作成及び編集は福田3 

行なった。

調査体制は以下のとおりである。4 

誠(鎌倉市教育委員会嘱託)福田担当者

」浮武調査員

シノμパ一人材センター鎌倉市

高齢者事業団

(社)作業員
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第一章調査地点の位置と歴史的環境

本遺跡は鎌倉市大町二丁目2411番2に所在する。遺跡名の米町は、 『鎌倉志』によると、「大町ノ

四辻ヨリ西へ行機IIITテ米IIIT卜云う」。明応頃の作と思われる津久井光明寺蔵 『善宝寺寺地図』による

と、米町は大町大路にあったことになる。

米町は商売を営んでよいIUT屋のーって¥鎌倉時代に最も賑わうた地域である。鎌倉時代の鎌倉で

は、商売の人々は一定地域に居住し、特定な地域以外で商売をしてはならなかった。『吾妻鏡J建長

三年 (1251)十二月三日粂に、商売を営んでよ い所として、大町、小|町、米IUT、亀谷辻、和賀江、

大倉辻、化粧坂山上の七佃所を指定し、かつ、小路に牛をつないではならぬこと、小路を清掃する

ことなど、厳密に規定する。後に文永二年 (1265)三月五日条では、鎌倉中に散在する町屋を止め、

改めて大町、魚町、米町、武蔵大路下、須地賀江橋、大倉辻の七個所を定めている。

大町大路から名越を抜ける道は、鎌倉から三浦に通じる重要な道筋にあたり、名越切通しに通じ

ていた。名越切通しは鎌倉七日と呼ばれる七切通しのーって¥鎌倉と 三浦との境界であった。

本逃跡は町屋の米町と東側一帯に広がる名越とのちょうど境付近にあたるか。

米町から名越にかけては、北条氏の名越氏、 三善氏等の有力御家人の館、日蓮上人縁りの妙法寺、

安国論寺、長勝寺があ り、さら に新善光寺、慈恩寺、長善寺などの寺院も建ち並んでいた。

図1 調査地点位置図
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第二章 調査の経過

本遺跡に対する発掘調査は、鎌倉市教育委員会による試掘調査を経て実施した。

試掘調査の結果を踏まえて、本調査は昭和63年7月7日に掘削作業を開始し、同年7月24日に現

地調査を終えた。

敷地面積は、約77ぼであるが、この内国庫補助による調査は敷地の道路側約30m'てやある。

第三章検出した遺構

調査地点は南北に延びる国道134号線の西側に面している。現地表面から約80cmまで近・現代の埋

。 5 m 

第2図調査区設定図
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め土てや覆われていた。

追構検出面は中世基盤層である黒色土の地山である。地山上面まで近・現代に削平を受けて、一部

地山商上に20cm程の厚さの包含層が認められた。

この包含層 と地山商を切り込んだ造構を検出した。

検出した遺構は、柱穴54口、土壌6基t井戸が1基である。自Ij平により上層の逃構面が遺存して

いないため、遺構の新旧関係は不明なものが大半を占める。

柱穴の中には、土丹を根固めに入れ込んだものも見られるが、特に各柱穴聞に規ftlJ'性は認められ

なかった。

土壊は径40-60cm、深さ30cm程のものが大半を占める。特に並ぶ等の規則j性はない。

井戸はほぼ中央付近で検出された。短径2.2m、長径2.7mの楕円形の掘方て"， i奈さは約1m程て、あ

る。井戸枠は廃棄されたH寺に抜き取られたのが遺存 していなかった。 1':1:'1土造物から14世紀代の年代

が与えられる。

、uv
pwe
H

，
3 

、

表土

。
第3図 A区全測図及び、土層柱状図
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第四章出土 した遺物

舶載陶磁器

1は青磁盤の底部片である。素地は白色を呈し粘性が強い。柑は青緑色で透明。 2は白磁日正皿

の口縁部片である。素地は白色を呈する。キlliは透明。 1• 2共に井戸出土である。

国産陶器類

3は山茶碗の底部片である。底部の復原径6.4cmで、籾がら高台である。素地は青灰色て、砂っぽい。

4は山茶碗である。素地は灰白色て"lmm大の砂粒を多〈含む。 3. 4共に井戸出土である。

5は担鉢の底部一体部片である。素地は灰褐色を呈 し、内面は摩耗している。地山出土である。6

-11は常滑裂の口縁部片である。6• 7は頚部仁幅の広い口縁侍を貼り付けている。共に0.5-2 mm 

大の白色粒を多く含み、粘性は強い。 6は井戸、7I;J:柱穴4出土である。 8-11はいずれも大きく

外方に折曲げた頭部に幅の狭い口縁帯を貼り付けている。この口縁帯は下方には拡がらなし、。8・

10・11は井戸、9は地山出土である。12・13は底部片である。13の復元径は17.5cmである。0.5-2 

mm大の白色粒を含み、粘性は強い。 12は地山、13は柱穴3出土である。

かわらけ

14-22までは口径 7-8 cmの小型品である。 21の手控ね成形を除きあとはすべて底部に糸切り、

スノコ痕を有する。19・21以外は器壁が薄〈体部は内湾ぎみに立ち上がっている。 19はやや厚い底

部てや、体部は直線的にやや外方に摘み上げられて成形されている。21は手控ね成形のかわらけであ

る。指頭による圧痕は底部部分だけに認められる。

23-28は大型品のかわらけである。23は口径11.3cm器高2.8cm底径7.6cmて、ある。内湾して立ち上が

る体部を持ち、口端部は丸くおさめている。柱穴3出土。24は口径12.9cm器高2.9cm底径8.2cmてゃある。

体部中程外商に軽〈陵が付〈 。柱穴6出土。25は口径11.8cm器高3.6cm底径 8cmて、ある。底部が小さ

く、器高もi35い。薄い器壁は大きく内湾 して立ち上がる。地山面出土。26口径12.4cm器高3.6cm底径

7 cmて、あ る。大きく内湾して立ち上がる体部は、口端部てい内商にやや肥厚する。柱穴11出土。27は

口径13.2cm器高3.5cm底径8.4cmて、ある。大きく内湾して立ち上がる体部外面に軽<2条の陵が付く 。

28は口径13.5cm器高2.9cm底笹8.8cmで、あ る。口径に対し器高が低い。直線的に斜め上方に立ち上がる

体部は、外商中程にflJ111緊な陵を持つ。27・28共に地山商出土である。14-28までのかわらけは、胎

土に針状物を含み赤灰色を呈す。

その他の泣物

29は砥石である。硬質の泥岩製であり仕上げ砥であると思われる。欠損しているが復元形は扇平

17 



な長方形である。砥石面は平i骨てや、鋭し、鋭利な削痕を残す。

30は銭である。政和通宝て¥西暦1111年に北宗で作られたものである。 29・30共に地山商出土。

第五章 まとめ

本遺跡の様相は簡単な構造の建物が、雑然と建ち並んでいる姿と推定されよう。規格性のない柱

穴、数多くの土壌がこのことを示 している。ごく 狭い範囲の調査のため、 米町全体の中でどこに位

置付ーけ られるのか不明である。ただ狭い調査地の中てや多くの柱穴等が見い出せたことか ら、数多く

の建物が次々と造られて賑わった、中世町屋に住む人々の生活の息吹が感じ取られた。

後世の削平がほとんど地山面まで及んでいたため、泣構の新旧関係は不明である。出土した造物

から木造跡は14世紀中頃から15世紀にかけて栄えていたものと思われる。

町屋である米Iwrの発掘調査はまだ始まったばか りである。この後調査が進めば、町屋の広がり、

大町.大路 との関係などから、本遺跡の住置付-けも明 らかになろう 。

〈文献〉

『鎌倉市史J総説編

三浦j時男 『鎌倉の古絵図j(図録第16)

大三輪龍彦 1):中:

白井永二『鎌倉Z事宇事1典』東京堂出版
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企 1. A区全景

T 2. B区全景

図版 1
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2.北条泰時・時頼邸跡

雪ノ下一丁目432番 2地点
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例 言

1 本報は鎌倉市雪ノ下一丁目432番2地点に所

在する、安田医院改築工事に伴う発掘調査報告で

ある。

2 発掘調査は、昭和63i!三8月22日から同年9月

5日にかけて、 吉田章一郎氏を団長とする北条泰

時・時頼邸跡発掘調査団が行った。

3 調査団の構成は以下のとおり 。

団長 吉田章一郎(青山学院大学名誉教授)

主任調査員 菊川英政(鎌倉考古学研究所)

調査員 関口真理

調査補助員 山田健二、折茂芳則

4 本報中、第三章4eは関口真理が執筆し、他

は菊川英政が執筆 した。造物実iRIJ・図版作製には

関口、山田健二、折茂芳則があたり、菊川が編集

した。

5 使用 した写真は、追構・造物とも菊川が撮影

した。

6 出土品等発掘調査資料は、鎌倉市教育委員会

カf保管している。

7 発掘調査・遺物整理に際し、次の諸氏、諸機

関から貴重な御教示、笹[l援助を賜わった。記 して

謝意を表 したい。(順不同、敬称略)

河野真知郎、原康志、烏扶IJ和雄、松尾宣方、玉林

美男、吉田茂夫、須田乃布美、 堀田清子、鎌倉市

高齢者事業団、側相互建設工業

4 
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位置と歴史的環境立早第
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治承四年十月、鎌倉に入った源頼朝は、早速街作りを開始している。治承四年十二月、道を直〈

その後も、文治三年三月梶原景時に、文治四にし、寿永元年三月には、段葛の築造を行っている。

年四月八田知家に課して、鎌倉中の道路を改修、築造したことが、 『吾妻鏡』の記事から判明してい

る。註|

小町大路の名は、 『吾妻鏡』建久二年三月四日の粂を初見とするが、若宮大路の完成と合わせ、市

街東辺を画する道路として、小町大路の整備も行われたに違いなし、。若宮大路が、源氏の氏神を杷

る鶴岡八幡宮への参道的側面をもっ重要幹線であるのに対して、小PIJ大路は、幕府や政所と当時の

また北条報ttIii時代には、得宗家をはじめ一族の家敷地が貿易港である和賀江島とを繋ぐ道であり、

小町大路周辺に集中して営まれるなど、若宮大路 t並ぶ重要幹線道路として住置づけられる。

現在の小町大路が、当時のそれと変わらぬ位置であったか否かは月IJとして、今回調査を行った場

所は、北条泰時・時頼邸跡とされる区域註2の東辺に当り、現在の小町大路際である。既に発掘調査

が実施された西辺(若宮大路際)註3、北辺(横大路際)註4i:あわせ、 三辺での調査が行われたこと

になる。

ここでは割愛する。泰時 ・時頼邸に関しては、既に他地点での報告書中に紹介されているので、

昭和147年に拠った。『吾妻鏡』の記事に関しては、高槻l光寿一 f鎌倉市史 ・総説編j吉川弘文自治註 I

神奈川県遺跡台帳No.282註 2

昭和60年3月

『北条泰H寺・時頼丘[1跡、j同発掘調査団編

註 4

•
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本報告書中に所収

(雪ノ下 1-395地点)

(調査地点)

雪ノ下 1-432-2地点
雪ノ下 1-372-7地点
雪ノ下 1-371-1地点
雪ノ下 1-419-3地点
雪ノ下 1-374-2地点
雪ノ下 1-395一地点

昭和60年8月

「北条泰時 ・l侍頼邸跡、Jr鎌倉市型蔵文化財緊急調査報告書 1J市教育委員会註3
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第二章 調査の概要

鎌倉市教育委員会による事前の試掘調査結果から、建築基礎杭の部分以外、遺構の破壊はないと

の判断を受け、発掘調査は、基礎杭部分に限って実施することとなった。

調査は、昭和63年 8月22日から開始され、同年9月5日をもって終了した。当初、約 2mX2m

の範囲で9箇所の坪掘りを行なう予定であったが、 一部で小町大路側溝と考えられる遺構が検出さ

れ、発掘深度も地表下3mに達したため、作業の安全上、坪掘り箇所を 6箇所に減じ、更に、側溝

にあたった 4箇所は、事業者の了承のもと、 2箇所づつを掘り繋いで調査を行った。

最終的には、坪掘り箇所が4箇所となり、各々に 卜レンチ 1-IVの名称を付した。

グリッドは、現在の小町大路を基軸にし、東西軸にアノレフアベット、南北軸に算用数字をあて、

4m間隔の方眼を組んだ。南北軸と磁北との偏差はN-430- Eである。

』

~ 

" 

A C B D 

現
在
の
小
町
大
路

2 トレンチ I

¥ 
3-

: 
4-

。 5 m 

第2図 トレンチ配置図
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検出遺構と遺物第三章
4
.

，ー、

.a--
』

1

4

司

層序 (第4図)1 

調査地点の土層堆積は単純である。小町大路側のトレンチ I・IIでは、地表下1.4-1.8m(絶対高

8.25m)で黒褐色地山面が露見 しており、その上に、田圃床土様の暗灰色粘土、大形土丹塊による地

業層、表土が堆積する。時灰色粘土と地山面との聞には、中世期の造物包含層は存在せず、後世の

削平を受けたことが明らかである。

若宮大路側の トレンチIIJ・IVでは、暗灰色粘土層下が直ちに溝覆土となる。多量のかわらけを合

む砂際層、粘土層が堆積しており、溝底の地山はl培青灰色砂層である。

造物あげの際、単層毎の造物検出が不可能で、あったため、便宜上、砂喋層 (第4図7-11層)、茶

褐色粘土層(同図12-14層)、砂喋最下層(同図15層)の別て、行った。本文中の造物出土層位も この

名称を使用 した。

トレンチ 1• II (第3図)2 

地山面上てや、一粂の溝が検出された。断面形は浅いU字状営呈し、時灰褐色粘土を覆土とする。

トレンチIIでは、追構確認面より、 若干、掘りすぎているため、講の一部が南壁出土造物はない。

際て明確認されただけである。

なお、溝と 小町大路をiRlJ1) ，現在の小II!T大路と平行する。N-43'-E (磁北)講の主軸方位は、

との距離は、1.5-1.8mである。

卜レンチIII• IV (第4図)3 

両トレンチとも、小II!T大路側溝と思われる遺構の中央部分にあたる。

一部溝底を検出 し得たが、溝底力fll音青灰色の細砂層 (地山) を切っているた地表下3m近くで、

また、溝の側壁もトレンチ内て引は検め、湧水によって容易に崩れ、正確な計iRIJは不可能で、あった。

出できず、幾度かの改修による溝の掘り方ラインが、 壁面の土層観察結果から確認されたに過ぎな

し、。

卜レンチIVてや検出された、納穴入りの角材を参考に講の改修は、少なくとも 3巨|行われている。

して、上位から(ア)ー(ウ)の仮称を付し、角材どう しの対応関係等を調べた。

|幅18cm、厚さ 3cm、納穴は 2箇所残存してお最 も上住で検出された。小町大路側の角材は、(ア)

これと対応する長辺20cm、短辺6cmの内法をもっ。納穴どうしは、 30cm離れて穿たれている。り、

若宮大路側の角材は、角材端で、連結部分にあたる。全l隔は不明。)享さは6cmをiWJる。土丹塊と再加

工 した角杭を下部に置き、沈下防止の工夫をしている。

両角材の真芯間距離は3.1m。絶対高7.8mに据えられている。
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〈土層説明〉

1.茶褐色土層(表土)

2.大形土丹波層(地業層)

3.灰色粘土層

4.灰褐色粘土層

5.黒褐色粘土層(地山)
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付) 小PIT大路側は、|幅 8cm、厚さ 5cmの角材が2本残る。連結部分は約30cm離れ、高低差も約10

cmある。各材に 1箇所づっ、 3cmX14cmの柄穴が穿たれている。対応する若宮大路側の角材は、幅

9 cm、厚さ 5cm、 トレンチ内での連結箇所はなし、。納穴は、 3cmX9cmの内法をもち、 35-40cm間

隔で穿れている。納穴中央部に角釘の造存する部分が l箇所あり、束柱の固定方法の一例を知り得

る。

両角材の真芯間距離は3.2m。絶対高7.5-7.6mに据えられている。

(ウ) 小IIIT大路側の角材は、連結端部である。 ITllillcm、厚さ 4cm、下部に土丹塊を据え置く。納穴

の内法は、 5 X15cm。端部てやはやや大き目に穿たれている。若宮大路側の角材は、|隔10cm、厚さ 7

cm。納穴は、約45cm間隔で3箇所にみられる。桝穴の内法は 3X 14cm、中央連結部のも ののみ貫通

する。連絡部の補強として、長さ85cm、ITIli5 cm、厚t>2 cmの板材をあて、 3箇所を釘で固定する。
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第4図 トレンチm.w 検出遺構図

灰褐色粘質土

政灰色土

7 . !灰褐色砂質土
8. 
8a 灰白色砂層
8b . 

9 . iザ灰色紡士
9 i'j'灰色粘質土
9b. W'灰色砂質粘土
10. 1!'i.褐色!肉色土
l1. )1;..灰色砂11

12. 茶褐色粘土

13 灰絹色粘土
14. Jj耳黒色粘土
l5. 

16. i!f灰色砂府(地山)

o 2 m 

両角材の真芯距離は3.8m。絶対高7.2mに据え られている。

トレンチ凹では、 若宮大路側の角材が検出された。IVとの対応からみると、(ア)と(ウ)であろう 。(引

の角材下には沈下防止用仁、 短 〈切った角材が使用されている。

両トレンチで得られた建築材には、この他に、大小の杭、惜の側壁材がある。

杭は主 として、 若宮大路側で多 〈検出されたが、講との対応関係は不明。2x 2.5cm角、あるいは
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" 

3 x 4 cm角のものが多い。大形のものでは、(イ)の上仁乗った状態で検出された角杭があるメ 8x 7 

cm角で、長さ75cm、頭部近くに扶りを入れている。溝の両側に並行する角材、または、その聞に渡

す梁のいずれかを固定するために使用されたものであろう。

溝の側壁材は、 トレンチIVの中央部で検出された。幅20-28cm、厚さ 1-2.5cmの板材が6枚、折

り重なる状態でみつかった。 1枚てや壁としたのか、数枚を重ね合わせて壁としたのかは不明である。』

" 
、 4 出土遺物

a 舶載陶磁器(第5図)

総破片数40点、完形品はない。すべてトレンチIII・IV内から出土したもので、 1 -9が青磁、 10

が青白石草、 11-16が白石iyJ.である。

1は鏑蓮弁文碗。複弁である。制は水青色を呈し、高台畳付け部までかかる。

2 -6は霊IJ花文碗。輩IJ花文碗は、垂下する沈線によって文様帯を区画するもの(2・5)とそう

でないもの(3・4)とに分けられる o

7は碗底部。残存部に文様はない。緑黄色で光沢のある利がかかる。

8 ，ま櫛描蓮弁文を外面に配し、内面に書IJ花文を配す。軸は紘黄色で失透している。

9は書IJ花文皿。内底面に櫛描劃花文を配す。柑は貫緑色で光沢ぞもち、透明感が強い。素地は灰

白色てヲ致密である。

、
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10はT頁部に蓮弁文をもっ葦。断面にI1裂が付着 しており、破損後も補修して使用されたものらしし、。

11は口禿け.碗である。素地に黒色微粒子を多く混入し、全体の色調はi培い。

12は端反り碗。紬に光沢はない。内面の口縁部近くに一条の沈線がめ くやる。

13-15は口禿げ小皿である。 15は口縁部が大きく外反し、体部内面に蓮弁文を陽刻する。素地は

白色轍密で、柑の透明感、光沢とも強い。

16は査。素地に黒色微粒子を少量混入する。

図化し得ない小破片も含め、その器種別内訳をみると、青磁では碗24点(錆蓮弁文9、劃花文11、

櫛描書IJ花文2、不明 2)、皿2点(櫛描書IJ花文 2)、鉢あるいは盤2点。青白磁てやは葦 l点、梅瓶1

点。白磁では碗2点(端反1、口禿 1)、皿4点(口禿4

緑柑 1)となり、 青磁碗の出土量が全体の30%を占めている。

出土層位別にみると、砂喋最下層 (第4図15層)から 4・7. 8・12が、茶褐色粘土層(第4図

12-14層)から 2・3・5・9が出土しており、他は砂磯層(第 41:2(17-11層)からの出土である。

破片も含めてみた場合、青磁書IJ花文碗は、 3点を除いたすべてが12-15層中より出土しており、逆

に鏑蓮弁文碗は l点も出土していない。白磁てやは端反り碗が同層中にみられ、口禿げ碗・1lll.は 1点

もなし、。青白磁も同層中には検出されなかった。

b 国産問器(第 6図 1-8) 

渥美窯、常滑窯の製品以外に、 生産窯の同定が不明瞭なため、従来から 「山茶碗窯系Jr美濃系」
と呼称、される一群の製品がみられる。

1は渥美窯の護口縁部である。口径40cm前後の大形品で、あろう 。砂磯最下層の出土。同窯産の聾

片は、 lも含めて49点得られた。出土層位別にみると、砂喋層中10点、茶褐色粘土層中16点、砂喋

最下層中23点となる。

2は常滑窯の護口縁部である。口径25cm前後のものであろう。砂磯最下層の出土。同窯産の聾片

は67点得られた。その内訳は、砂喋層中24点、茶褐色粘土層中23点、砂喋最下層中20点である。

3は「美濃系jと称、される山皿である。|清灰色精良な胎土をもち、焼成堅織。内外面とも丁寧な

ナデを施す。砂礁最下層中より出土。 山茶碗、山1lll.の類はこの1点だけである。

4は常消・窯の盤である。{本部から口縁部にかけて内轡し、口唇部は断面三角形状を呈する。体部

下半と底部外周は、 4段にわたって回転箆削りがなされるが、休部中位の箆削り痕は、ナデによっ

て大部分が消されている。砂J深層中のtl1土。

5は転用硯。渥美窯産の護体部片を利用している。周囲は打ち欠いたままである。中央部分が7

cmX 7 cm程の範囲で磨耗しており、墨の付着がみられる。砂1深層中の出土。

6-8は担ね鉢である。6は 「山茶碗祭系Jと称、されるものである。長石粒の多い組い胎土で、

灰白色を呈する。体部下半に回転箆削り痕を残す。砂喋層中の出土。「山茶碗窯系」担ね鉢片は11

5点、茶褐色粘土層中 l点、砂瞭最下層中 4点である。 7は常滑

窯産の控ね鉢。片口が付く 。口唇部は平坦に仕上げている。砂喋層中の出土。 8も常i骨窯産の控ね
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口唇部は小さく外反鉢である。小片ながら復原可能。片口の有無は不明。外商はナデ調整を施す。

命
、

4
s
-d
p「
.，

.

し、丸められる。高台はなく、砂底である。砂喋最下層の出土。胎土、焼成から常滑窯産 とみられ

口唇部が平坦で浅い沈線が廻るタイ7・8を含めて10点得られた。砂1深層中4点、る控ね鉢片は、

8のタイプが多い。なお、8のタイプである。砂1深最下層中 5点、プが多い。茶褐色粘土層中 l点、

口唇部は 8のタイプで、砂喋最下層からこれら以外に、渥美窯産 と思われる担ね鉢片が1点ある。

出土している。

金属製品 (第6図9) c 

地下水住が高いためか、金属製品は僅かしか出土していない。

9は鎚。長さ 9cm (3寸)。両端を直角に曲げ、先端部を四角錐状に尖らせる。茶褐色粘土層中の

出土。

もう l点は茶褐色粘土層1点は砂i深層中から、他に 「天聖元宝J(初鋳1023年)が2点出土 した。

中の出土である。

土製品 (第6図10-12)d 

10は羽口である。先端部は直径約8

11・12は手悟りである。生産地は不明。11は鎌倉市内追跡に多くみられるタイプで、浅鉢形を呈

する。)1台土は砂、長石粒を含むやや粗い土てや、器表はI清灰色~黒灰色である。外面の調整は、 f本部

口縁音11には装飾中位に指頭圧痕を残したまま、縦方向の刷毛を施し、底部際は箆削りで仕上け、る。

効果を高めるため、黒漆が塗られていたようである。12も市内追跡で類例をみるが、数量的には少

ないものである。胎土中に長石粒守多〈含み、器表は灰白色を呈する。調整も丁寧で、底部際を箆

削り後、体部中位以上をナデ、更に口縁部付近に箆磨きを施す。11・12とも砂喋層中の出土。手熔

り片は、 他に3点が同層中から出土している。いずれも瓦質。なお、出土 した手培り片の中に、土

禍として使用されたものは 1点もない。

かわらけ (第 7-9図)巴

トレンチIII. IV内トレンチ掘削による調査のため、追構に伴う出土状況を見ることは難しいが、

てや検出された小町大路側溝と思われる講中から出土した多量のかわらけについては、 j持覆土の層住

トレンチIII・IVの溝以外の部分、及び他のトレンチからのかわ らけに従って考察す ることにした。

ここでは特に記述を行わなカ3った。の出土は小片を含めても非常に小量であったので、

トレンチIII・IVで検出された溝からは約7000点にのぼるかわらけ片が出土したが、 実iRlIはほぼ完

形に近い443点について行い、うち約三分のーを本稿中に図示した。両トレンチ聞の未掘部分につい

このさらに多くのかわらけが調査地点周辺にあると思われ、ても同様の造物分布があるとすれば、

側溝へのかわらけの大量投棄の跡がうかがわれる。

かわ らけを?含む溝覆土は砂際!晋 (第41:R17-9)、茶褐色粘土層(同12-14)、砂磯最下層(同15)

をこでこの三層に大別できるが、砂喋層と茶褐色粘土層中の泣物には年代的に大差はみられない。

の二層からの造物は一括して図示した。
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砂喋層中からは全体の約七割が出土した。河野真知郎氏によ る鎌倉のかわらけ編年註 lにおいて鎌

倉第III-IV期にあた るものが中心であ るが、その前後の時期 と忠われるものも混じっている。

トレンチIII・IVの聞で造物分布に変化はない。

手づくねの大皿(第7図 1-12、第9図38-42、うち39、42は茶褐色粘土層中)では、外面下半

に稜があり、口唇部が縁帯状を呈するタイプが多くみられる(第 7図1、3、4、5、6、7、8、

9、11，第9因坊、 39、42)。この特徴は子づくねの中でも古手の特徴である。第 7図 1、6は指頭

による底部の調整において、中央部にかなりはっきりと窪みが作られている。

糸切りの大JIU.(第 7図13-25、第 9匡143-54、うち43、44、45、52は茶褐色粘土層中)て1立、器

高が高〈、底径が小さく、底部脇から外傾ぎみに聞き、 その後内湾ぎみ、あるいは直線状に立ち上

がる形のものがいくつかみられる(第 7図20-25、第 9図46、50、51、52、54)。このタイプで薄手

のものは胎土が細い粒子で焼成も良好、鎌倉第V期にかかる新しいものと思われる(第 7図23、25、

第9図46、51)。一方、第 9図47は器高が低〈、底径の大きな、やや古手の様相をもっている。註2

手づくね小皿(第7医126-38、第 9図 1-9、うち 5、

底部がほぼ平らな、古手の特徴を持つものが含まれている(第 7図26、27、29、34、第9図8)0 27 

は灯明皿に使用さ れたもので、内面に煤が付着するほか、表地の三分の一程度までが黒ずんでし、る。

第7因坊は底部が非常に小さく、器壁が底部から急角度で立ちあがっている。子づくね小皿lとして

は変則的な器形であるが、本地点ていは図示した以外にも一点出土している。

糸切り底小皿(第 8図 1-36、39、40、第9図10-37、うち第9図13、14、17、18、19、32は茶

褐色粘土層中)では、第 8図3、8、26、註333、35、36が古手の特徴を持つ。第8図 1、2は口唇

部内側が厚〈、内側に丸い縁がついたような器形である。第 81:R119-22、第 9図25、32は薄手の小

椀状の器形で、鎌倉第IV期から第V期のやや新しいものと思われる。

砂1深層最下層 (第8図41-57)から は明らかに古手と考えられるものが高い割合で出土した。ま

た糸切り底よりも子づくねの方が多かった。

手づくね小皿は器高が低〈、口径が大きく、 Liぼ平底の、鎌倉第II期の特徴を備えたものが多い

(42， 43、45、46)。大肌も49、50は全体に扇平な器形て¥外面の稜が鋭〈 、縁帯状の口唇音Ilを持っ

ている。

糸切り底の小皿は総高が低く、底径の大きいものが多L、。大皿の56、57は器高 ・口径 ・底径に若

干の差があるものの、薄手でナデ痕が多いなど側面観が似通っている。鎌倉第 I期、第II期の特徴

的な例の中にこれらとよく似たものがあり、かなり古手のものである可能性が考えられる。

最後に特殊なかわらけについて触れておく 。

第7医138は手づくねの小皿てや、穿孔がなされている。これは焼成の後に加工されたものとみられ

る。

同39、40は糸切り底の底部のみが残っ て円盤状を呈 している。加工されたものか、自然に破損し

たものかは不明で‘ある。
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いわゆる「内折れjかわらけでは、第8図39は糸切りの小皿て¥口唇部は直立かやや外傾ぎみに

折れている。第 9図9は手づくねの小皿、折れの程度はわずかで、口唇部が 3-5 mm立ちあがって

内側を囲むような形をしている。第 9図10-12は口径 4-5 crn とごく小さいもので、いずれも糸切

り底である。また 口唇部はわずかに内傾か、直立している。

白かわらけは三点を実測した。第 7図8、11は破片実illlJを行ったが同一個体であった。灰白色、

器高は低〈、底部は広〈、焼成は良好、口径13crnの大皿である。第8図37、38はし、ずれも乳白色、

薄手の小皿である。

註 l I鎌倉における中l止土部様相」シンポジウム [古代末期~中|止における在地系土器の諸問題j神

奈川考古同人会、 H召和62年2月

設 2 r研修道場用地発振調査報告書JI口l発掘調査団編
註 3 r蔵屋敷追跡j同発掘調査会編 II!!，利59!of.2月、におけるかわらけ編年による

f 瓦(第10図)

合計23点の瓦片が出土している。 Ih土層位別の内訳は、砂l深層9:111点(男瓦2、女瓦9)、茶褐色

粘土層中 1点(女瓦 1)、 (d、1球最下層中11点(男瓦1、鐙瓦1、女瓦9)である。そのう ち、図示 し

た瓦は、 1 • 2・4が砂際層中から、 10が茶褐色粘土層中から出土し、他は砂喋最下層中より出土

したものである。

l は男瓦。筒部は径約15crn、j享さ 3crn -a" iHlJる。胎土はノj、i撲を含むが良質で、焼成は若干軟質であ

る。

2は女瓦。粗胎であるが、焼成は硬質。凸面の叩き目は、円に花菱を入れた文様と斜格子文とを

組み合わせており、凹面には「永福寺」銘を押捺する。「永福寺J銘の上半は欠失 し、「寺jの部分

が残存する。永福寺の分類てやは、女瓦D類にあたり、寛元・宝治年間 (1244-1248)の修造に際し

て使用された瓦としている。註 l

3は鐙瓦。直径13crn程の小ぶりな製品である。瓦当面に三巴文と珠文を配 し、 装面は指頭圧痕を

一面に残す。良質な)J台土で、焼成は硬質である。中央官術系の製作技法による製品で、市内では12

C末-13C初頭の年代観が与えられている。註2

4 -7は斜格子の叩き自をもっ女瓦。いずれも粗)J台て 6は前述の 2 (寺銘瓦) と同質の胎土で

ある。焼成は 4・6が硬質、 5• 7はやや軟質となる。凹而の調整は不規則なナデつけを行うが、

4のみ全体を丁寧にナデつけている。

8 -10は縄の叩き目をもっ。8・9IJ:女瓦。10は91瓦である。 8のIJ台土は良質。焼成は硬質であ

重ねた際に下の瓦の叩き 目が写ったものであろうか。 9の表裏而には石英粒が多〈、凸面側は横位

の縄目叩きによって打ち込まれている。永福寺て同種の瓦の出土例があり、女瓦F類に分類され、

東海地方窯の製品ではないかとしている。註310は良質な)j台土、若干軟質な焼成。表裏面とも蟻べ状

を呈する。凸而の縄目は細〈、凹面の糸切り痕IJ:明11資である。
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原!爽志「鎌倉における瓦の様式Jr仏教芸術J164号、毎日新聞社、昭和61年 1月註 1

l京l貨志氏の笹IJ教示による。註 2

昭和62年3月『永福寺発掘調査概要報告書-Il自利61年度一j鎌倉市教育委員会註 3

木製品(第11・12図)g 
、dM什リ
ノ

'
p

・・3'
・aF

そのため木製品の砂I深層以下では湧水が多〈、

造存状態は良好であった。木製品には、建築部材

や調度品の一部と思われるもの、 箸や漆椀といっ

完形品のた生活用品類が雑多に出土しているが、

割合は低いことが特徴である。また、製品ではな

いが、誌とJEわれる植物繊維の集積層(第 4図10

もみられた。層)

1は木製のトンボ、である。羽根の両端は欠失し

ている。羽根を回すための軸棒は検出できなかっ

た。砂喋層中の出土。頑具 としての トンボ、は奈良

時代にまで遡ることが知られるが、管見の限りで

E
U
O
【

i立、鶴岡八幡宮研修道場用地註lの第 1溝 (14C中

-15C後半)から出土 した2点、と合わせ、中l立て

3例目のものである。

¥ 
2は墨書木符である。 l臨2.5cm、厚さ0.25mm。頭

部は直に切っている。表裏面の墨書文字は薄く、

判読できなかった。茶褐色粘土層中の出土。

3は用途不明木製品。両端に半円形ないし隅丸

矩形のもたりを入れ、中央部分は括れて いる。砂喋

ともに茶褐色粘土層中の出土てや4 . 5は杓子。

c> 
2 

一造ある。市街地の調査で杓子の出土例は多〈、

木製品(1 ) 
=二ごごコ

第11図
跡で数本出土することも珍らしくなし、。機能的に

は板杓子と呼ばれる類が多〈、 i十をすくう査杓子

4のように、現在でも飯を盛る際に使われる形をしの出土例は少ない。板杓子の形状は種々ある。

5のように鍋の中をかき混ぜるのに適した権状を呈するものなどである。たもの、

6は自在鈎。上端は破損。下端は火熱を受けて焦け¥鈎の部分は欠失する。砂喋層中のH'，土。

ある片面に 7箇所の快りを入れる。形状的仁1;;1:illl物の底板、7は用途不明木製品。円形を呈 し、

いは蓋な どの用途が考えられるが、 fJ!il1商および表裳面にも釘の痕跡等はみられない。砂J深層中の出
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3 亡二コ く二二二コ 4 

r一一一一一一二コ

C二コ

口

。
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q
 
20cm 

9口 J 1… 縮尺 1 8 
第12図木製品 (2)

8は漆椀。小片であるが何とか復原した。口唇部と底部を欠失する。内外面とも黒漆を塗り、そ

の上に朱漆てや橘らしき草花文を手描きする。茶褐色粘土層中の出土。

9は調度品の一部であろうか。一端に差 し込み音flを細〈作り出す。上面と側面に黒漆が残る。茶

褐色粘土層中の出土。

10-12は砂l深層中ないし茶褐色粘土層中に打‘ち込まれていた杭である。側溝の護岸等に用いられ

たものであろう 。10は幅11cmの板状の杭。頭部を欠失するため、全長は不明である。先端部li両側

部分が若干太い。一側面から大きく斜めに切り、先端部を作り出している。表面に円弧と直線を組

み合わせた様な引っ掻き傷がみられる。目盛と思われる傷をもっ角杭の出土例註2もある ことか ら、

今後こうした資料も 注7き;してみる必要があろ う。12は角杭。全長73cm。側溝内の柄穴入り横木に釆

った状態で検出された。先端部は11と同様に斜めに切り出している。頭部近くに扶りを入れてお り、

この部分を利用 して他材 を固定 した ものと考えられる。

註 1 r研修道場JH:l也発品:1;司IW*IA告書::J向調査団編i昭和5811'.11月

5 

口 6

寸ー ー口

E
U
O
円
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註 2 i北条時房・顕!時邸跡Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書3J鎌倉市教育委員会 昭和62年 3月

h 自然遺物(図版12)

種子、員、獣骨、魚、骨が出土した。種子は茶褐色粘土層中よりまとまって検出された。瓜科の植

物と思われる。員殻は食用に供した後に廃棄されたもので、ア ワビ、サザエ、アカニシ、ハマグリ、

シオフキ等がみられた。この中でも、アカニシ、シオフキは比較的多く検出された。骨では鋭利な

刃物による傷痕を残すものもみられたが、残念ながら個々の資料に対しては、十分な考察をする機

会がなかった。

その他

中世以前の資料として、縄文式土器が1片出土した。砂喋最下層中に混入していたもので、器表

はかなり水磨されている。キャ リバー形土器の括れ部分と思われる。 地文は縄文。口縁部文様帯と

垂下する沈線文が看取できる。加曽利EIII段階に比定されよう。付近の遺跡では、鶴岡八幡宮研修

道場用地、註|直会殿用地註2の調査で早期(? )一後期にわた る縄文式土器片が何点か出土している。

当地域の先史時代を考える上で貴重な資料といえよう。

註 1 r研修道場用地発掘調査報告書j同発扱調査団編 昭和58年11月

註2 r直会殿用地発掘調査報告書j同発掘調査団編昭和58年11月
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第四章調査のまとめ

B 4 C4 

←(ア)一一一一一ー '一
ー一一(イ)一一」

(ウ)---
一一一ーーー一一一一一-"'1耳恥」
トレンチN

D4 E 4 

小IIIJ大路

。 4 m 

第13図調査地点断面図

トレンチIII・IVで検出された納穴入りの角材はその主軸方位が大体N-43
0-E(磁北) をi!!lJり、

現在の小IIIT大路にほぼ平行である。若宮大路沿いの追跡で検出された、木組排水施設註!と同様の構

造ぞ持っと考えられ、小IIIT大路{)!iJ溝の存在が確認されたわけである。

第13図に納穴入りの角材と現在の小IIIJ大路との位置関係を示した。角材は、小111]大路際から6.5-7.

Om離れて据えられたことがわかる。また、検出できなかった溝肩は、 トレンチII!: IVの中間部分、

つまり、小町大路際から3.5-6.0mの地点て東側の肩が、12m以上で西側の肩が検出される筈である。

上記の構は、 3段になって検出された樹木の存在から、短期間のうち に3回の改修があったと考

えられる。各期の年代を特定することは無理であるが、砂陳腐(第 4図7-11屑)中より出土した

造物によって、大体の年代観は与えられる。

半註2の控ね鉢、瓦質子熔り、「永福寺J銘瓦などであり、かわらけ皿では、薄手中形の皿はみられる

が、体部が直線的に外反する15C代のllILはない。これらの様相から、 13C後半一14C後半までに比

定されよう 。

それ以前の状況については、 トレンチIII・IVの壁面にみられる地山の立ち上カ句、茶褐色粘土層

(第4図12-14層)や砂傑最下層 (同図15屑)の在り方から、 一時期古い溝の存在を想定できる。

この溝も幾度かの改修があったと考え られるが、覆こ|二中からの造物は、 余 り大きな時間l隔をもたな

jUJの鐙瓦などがあり、かわらけ1l11lj鎌倉第II期註4の特徴を有 してし、る。年代的には13C前半代に置

けるものと思う 。

若宮大路を中心とした街筈1]りを考える 1.て¥最近、 11丈という単位が指摘されてし、る。註5既に調

査された雪ノ下 1-371- 1地点設6検出のi世i内横木と本地点検木との距離は、 1-371-1 地点横木

ラインを雨へ延長して計iWJした場合、約175m-180m(58.3-60丈)の隔りがあり、必ずしも 11丈の

倍数とはな らない。勿論この数値は、両者が平行にあると仮定した場合て、あ り、現実には、小IIIJ大

路の傾きに合わせて、 北側では更に数値が大きくなると予想される。
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関係にはなし、。若宮大路を中心とした街割がどのような規格性をもっていたのか、更に検討を要す

問題である。

註 1 r北粂H寺房 ・顕l侍邸跡Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書4j市教育委員会 昭和63年 3月。23頁に構造復

原様式図を掲載する。

註 2 赤羽-flllr常i骨焼』考古学ライブラリ ー23 ニューサイエンス社

註3 註 2前嶋書

註 4 河野真知l'!flr鎌倉におりる中世土器様相jシンポシウム 『古代末期~中世における在地系土器の諸問題j神

奈川考古同人会昭和62年2月

註 5 註 1前掲警

註 6 r北条泰l時・ |時頼邸跡J1百l発掠i調査団編 昭和61年 8月

註7 本報告書':1"に併載
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図版 1
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図版2

‘卜レンチW・木材
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図版5

A青磁

白磁 ・青白磁V
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図版6

.. 
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図版7

""12-14層出土かわらけ大皿(手控ね)

福田富F

...岡(糸切り)

企 7ー11層出土かわらけ大皿(手控ね)

企同(糸切り)

50 



図版8

企 12ー14層出土かわらけ小皿(手控ね)

企同(糸切り)

...7ー11層出土かわらけ小皿(手控ね)

企同(糸切り)
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図版9
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図版10

4漆器椀
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図版11
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例 言
l、 本報は鎌倉市雪ノ下一丁目395番における伊原商工株式会社の集合住宅建設工事に伴う発掘

調査報告である。

2、 本報は、青山学院大学名誉教授吉田章一郎氏を団長とする北粂泰11寺・時頼邸跡発掘調査団に

よる、昭和63年6月29日から同年7月16日までに実施された先行調査分を収めた。

3、 本報の執筆には菊川英政があたり、図版作成は、関口真理、 111田健二、折茂芳則が協力し

てあたった。

4、 本報で使用した写真は、追構 ・造物とも菊川が撮影した。

5、調査体制は以 lずの とおり 。

団長 吉田章一郎(青山学院大学名誉教授) 主任調査員 菊川英政(鎌倉考古学研究所)

調査員 新国哲也関口真理

調査補助員 折茂芳則 三枚みゆき 山田健二

6、 出土品等発掘調査資料は、鎌倉市教育委員会が保管している。

7、 発掘調査、および資料整理に際しては、以下の諸氏、諸機関から貴重な御教示と御援助を

賜わった。記して感謝の意を表したい。(順不同、敬称略)

大三輪龍彦、手塚直樹、松尾宣方、玉林美男、河野真知郎、馬涼IJ和雄、吉田文一、吉田茂夫、吉

田茂、田畑佐和子、 黒崎卓、田辺竜司、蒲谷由利子、鎌倉市高齢者事業団、 (株)日本ハウジング、

辰村組
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第一章調査地点の位置

泰時、H寺頼邸跡、註!とされる区域内てやは、既に 4箇所で発掘調査が行われ、註2若宮大路と平行する

大溝、掘立柱建築祉、玉砂利を敷く 地業商な どが検出されている。

今回の調査は、 同区域の北辺。機大路に桜し、東辺を画する小IIIJ大路との交点に近い住置で行わ

れた。

泰時邸に関しては、 『吾妻鏡』の記事から、小IIIJ西北にあり、同郡内に、関左近大夫将監宅と尾藤

1.'1;ノ トー →11139511干地JUli跡(訓1i'.t也.'.'.0

2.1iノ 1" 111 .. 132得 21也}，'，':遺跡、

3. '1片;./ ド一lハ1137刊-H1茶干一2幻J也止jλ.'，1:ワ.'人"、j泣立削跡‘ 
.1.'1庁j'/ 卜 1113幻i2司得干一7ηJ也ψ，1，';(、泣刷跡、

3ふ '1片;./ 卜 . I 11:3げ711得存 l!地u也配l包ll.'υJλa!U'

(j.'1日;./ 卜 一lハ11-11叩9司得:干:-3J地也J点，'，1:人Ci遺主跡

8.雪ノ下ー l目271孫一l地点j立跡

9.吉・ノ 卜 l日273m:一口地点ill跡、
10.当・ノ F.1目27'1孫一2地点追跡

11.当ノ |イー 11ヨ23311子-9地点泣跡

12.当ノ |ご .1目210得地点遺跡

7.";ノト ー111293孫 l地点遺跡 li}f修道場m地)
第 1図 若宮大路周辺の主な発掘調査地点
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左近将監宅があった ことが窮え、註3また、正家と しての泰H寺邸は、その後、経時、重時へと譲られ

ていったことがわかっている。註4貰達人氏は、重時以降、長H寺、義宗、久時、守|時一後に赤橋姓を

名釆るーへとヲ|き継がれたのではないかとし、正家の位置を「八幡宮の三の鳥居の角屋敷」と推定

された。註5 11寺頼邸に関しては、同じく 『吾妻鏡Jから、小IHJ大路に面していたと推測されており、

註6貫氏は、若宮大路の東側、約220m(約 21HJ分) の地に、 泰時邸が営まれ、後に、 若宮大路イ)lIJを

重|侍の子孫が、小町大路側を得宗が継し、でいったのではないかと推定された。註7 追跡地に居住し

ていた人物を特定することは、非常に難しいことであるが、本調査地点は、以上のような背景の地

にある。

註 1 tlll奈川県逃跡台帳No.282

註 2 r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 1J S・60・3・市教育委員会
f 同 2.1 S・61・3・市教育委員会

f 同 3 J S -62・3・-m教育委員会

S・62・8・問調査団編

註3 元仁元年六月二卜七日の粂

註4 宝治元年七月十七日の粂

註 5 r金沢文庫研究紀要j第 8号 s・46年
註 6 !&長四年四月一日の粂

註 7 註 5に同 じ
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第二章 調査の概要

(現在の横大路)
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発掘調査は、昭和63年 6月29日

から開始された。調査地には、約

6X6mlm方にコンクリ ー卜基礎

(地中梁)が打ち込まれており、

地中染除去に伴なう遺跡、の破壊を

避けるため、 実際の発掘調査は、

その升形内部に対して行われた。

升形は南北方向に 4ヶ並ぶが、山

留め工事等の都合上、北端の1升

分 (II区)及び、更にその北側、

道路際部分(1区)を先行して調

査し、本報告にまとめた。県道に

接する I区においては、工事に伴

ない破壊の及ぶ南側部分について

のみ調査 した。鎌倉市教育委員会

による事前の試掘調査結果から、

地表下約 1mまでを重機によっ て

掘削し、同レベノレて、の精査、追構

検出作業後、 地山商まで掘り下げ

?こ。

グリッドは、2m間隔に設定 し、

東西111111にアノレフアベット、南北判l

に算用数字をあてた。南北車111と真

北と の偏差はN-35
0

30'-Eを測

る。(若宮大路と真北と の偏差は、

N-2T30'-E) 



第三章 検出遺構と出土遺物

2 

3 

-10m 

- 9m 1表土

3m 

2.11首茶絹色l沙1!土

3.1培茶褐色上

4.11音茶褐色粘l'U

5.黒褐色粘上

6.11音)Yl灰色妙、質恥11十

7.11音紫灰色村ゴ二

第3図基準層位

|、基準層位(第3図)

調査地点ての土層観察は、 I区の北側壁面でpった。
また、清 3の掘 り込みを面を確認す るため、 I区東端

の トレンチ西壁も参考にした。

土層は大略 7層に分けられる。 I層は表土。 コンク

リー卜塊などを含む、現代の撹乱を主体とした層であ

る。 2層は近世以降の堆積土。 3層以下カi i立の地業

土と考えられる。 3層は上面を削平されている可能性

もあるが、一応、生活面として把えた。土境 lのプラ

ン確認商である。 II区てやは同層の有無を確認できなか

った。 4層はi背3廃棄後の埋土で、 i'!lf状遺構、動物遺

骸が上面で検出された。5層以下は地山である。

I也業層は、東西方向にほぼ水平、南北方向てやは水平

ないし、若干北側に厚〈堆積する。 6層上面のレベル

値によって、 地山の傾斜をi&IJった場合、約20cm程度、 北側IJに低いことが確認された。

2、 |面の遺構

II区では、 l而の存在自体を確認できなかった。 したがって、 I区で検出した遺構のみである。

土境 1 (第4図)

I区3層上面において検出した。長方形ないし、 長楕円形を呈するものであろうか。全容は不明

である。床面は良〈締まっており、平坦。壁は直立気味に立ち上がり、 中央部分の壁高1J:40cmをiRIJ

る。覆土は、 Jft褐色砂を混入するH音灰褐色砂質土て¥炭化物片、かわらけ片が少量出土した。

壁沿いの床面にピッ トが並ぶが、いずれも、本土壌には伴わず、より新しい時期のものである。

3、 2面の遺構

I区4層上而を 2面とした。 II区の南側部分では、同レベソレて、、既に地山商が検出されている。

溝状追構(第 4、 5図)

I区のはほ中央部で検出された。遺構としては、あまり明確なプランをもたず、 2面上にできた

浅い窪みのーってやあるかもしれない。

i:梓中からは、犬らしき小動物の遺骸がみつかっている。頭を磁北方向に向け、右側面を下に、横

たわった状態である。尾部に近いところには、月IJ個体の骨も検出された。

2面上部の地業層中には、骨片、五輪応空風輪が含まれており、本例も埋葬とする積極的根拠が

ない以上、地業の際に遺棄されたものと考えたい。
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第4図 I区遺溝平面図

材どうしは、特に連絡のための力n

工は施きれず、溝の内側を杭て、

外側を裏込め土て、、固定していたよ

うである。杭の痕跡は、北側に露

呈した地山面で確認された。縦3

cm、横10cm、i奈さ15cm程の長方形

平面を呈し、約60cmの間隔をもっ。

平面形から推察すると、板材を打

ち込んで杭としていたようで、ま

た、杭の痕跡と側板との聞が、約

6 cmあいており、聞に角材等の押

えを置いた可能性が考えられる。 a

溝 1の中心軸は、約E-31
0-Sを

測り 、後述する溝2の中心軸から、

北側にO.8m程ずらして構築され

¥ 

62 

Om 

上地山面の遺構

II区南部では、 2面相

当のレベルてや概に地山面

が確認されており、次に

述べる遺構の掘り込み商

は、 2面あるいはそれ以

上と考えられる。

溝 1 (第 6図)

II区て干j支出された、板

材による側壁をもっ溝で

ある。講幅は約1.9-2.

Om、南側に 4枚、北側に

1枚の板材が遺存してい

る。

板材は、表裏面を丁斧

で加工した柾目材て¥長

さ198-215cm、申高18-23

cm、上端厚 1-2 cm、下

端厚 2-3 cm封切|る。板

丸

1m 

第5図 I区溝状遺構・動物遺骸
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ている。

(第 7図)溝2

溝 1下に検出された。地山を掘り込む大形の清ーである。溝 3との切り 合い関係は、撹乱のため不

の存在から、溝2がより新しいも4層)出土造物や溝3廃棄後の地業層(第3図

のと考えられる。

明瞭であるが、

これは数回の掘り直しが行わ溝 2の断面形は、逆台形に近〈、中位以上に数段の段差を有する。

凸凹が多 く、講底レベノレは東端が約 2cm程低い。れた結果であろう。溝底はl幅約1.3111、

覆土中に含 まれる砂礁は、すべて丸みを有 しており、水流のあったことが窺える。

主車1I1

(第4図)溝 3

2面下の遺構である。調査区が狭く、作業の安I区東端の トレンチによ って存在が確認された。

全上、 全掘はできなかった。
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itlf底はほぼ平坦、側壁は約52。の傾言をもって立ち上がる。断面形は、逆台形を呈するものと思わ

れる。

覆土は、上層と下層に分けて把える ことができる。上層はH音茶褐色粘質土層てや締まり強〈、造物

4層)、溝3廃棄後の地業層である。下層は暗青灰色砂質粘土層。をほとんど含まない土層(第 3図

トレンチ壁面での土層観察からは、構3の溝 3の埋没過程て、、、堆積した土層とみることができる。

改修は認められなヵ、った。

主軸は計測できなかったが、溝 lあるいは溝2と大差なく、平行関係にあるものと思われる。

柱穴ヲIJ (第 7図)

h

up

a
'
F
E

、，aa-
M
FP

II区南端の溝肩音Ilに、東西方向に並ぶ 2手IJの柱穴列が確認された。仮に北側をイ列、南{J!IJを口列

イ列の柱穴は口手IJの柱穴を切り、溝lに切 られている。つまり、両手IJとも、消¥'2あるとした場合、

いはそれ以前の時期に伴なうものと考えられる。柱穴の規模、間隔は、両手IJともほとんE差異はな

イ列から口列への移これは、〈、柱穴の中心位置が北側へ約30cm程度、移動しているにすぎない。

動力言、 断絶期聞を経ずして行われた結果と考えられる。

この柱穴列の性格であるが、 未報告分のIII区には、同様の規模、間隔をもっ柱穴が検出されてお

しかし、 柱穴の間隔が約 lらず、掘立柱建物とすれば、同列より二1t{J!lJに広がる建物を想定できる。

mと狭〈、また、清と近接し、 ililh方向を同じくすることから、棚等の構築物を考えるのが、妥当では

ないだろうか。

出土遺物5 

包合層出土造物(第 8図 1-10) a 

図示すべて I区内で検出されたものである。包合層中の遺物は、種類・数量 とも極端に少なく、

したもの以外は小破片のみである。以下、特徴的なものについて記すが、 11はI区東端のトレンチ

内から出土しており、構3覆土中の造物として後述する。

5 -8が、 H音茶1 -4が|暗茶補色砂質土層(第 3図2層)中より出土し、1-8はかわらけ皿。

4 . 7は器形 ・整形が他のかわらけ皿と大きこのうち、褐色土層(第3図3層) 1:1"より 1:1:'1土 した。

〈異なる。 一指肉が!享〈、{本音11は直線的に聞く 。底部際のナデは粗略で、内底面のナデつけも行って

7については上層から混入した可能性が強い。いない。比較的新しい|時期の所産と思われ、

9は常滑窯の短顎査片。i培茶褐色砂質土層中の出土である。

四方に党字を配し、中に金泥の遺存する箇所ーもある。火10は五輪搭の空風輪。安山岩製である。

輪と組み合う部分は円柱状をなし、中央に小孔を穿つ。石材加工の際に中心を求めた痕跡てあろう 。

構 1の出土造物(第 9図)b 

1の内面には蓮弁文が陰芸IJされている。 ー2は鏑蓮弁文を外面に配す。1 . 2は青抗議。

3は瀬戸窯の灰キ111平茶碗。外商はf木古Ill:l"位まて子111がかかる。

4は砥石。'J柱状を呈 し、使用痕は 4面にみられる。中砥あるいは荒砥であろう 。
5は底部穿孔のかわらけIlll。穿孔は焼成後の二次的なものである。 f本部1.:1:破損か意識的に欠いた
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ものかは不明。

6 -15はかわらけ小肌。そのうち14・15は手控ね成形である。小1[[は)j台土、整形、色調に種々のも

のがみられる。本来なら大皿・中皿と のセット関係を把握して述べるべきであるが、未だ不明な点が

多いため、こ こでは特徴的なものについてのみ記しておく 。

6は比較的良質な胎土てや、灰褐色を呈する。器肉は薄〈、体部l正直線的にのびる。

11・12は小皿の中では若干大ぶりで器肉も厚い。胎土中には砂粒・赤褐色粒子を含むが、丁寧に

ナデられているためか、器表の荒れは目立たない。 13は胎土・色調とも 6と同じである。器形も

外見的には 6!:.同じであるが、実測図では少々異なった感じ仁なる。

16-24はかわらけ大皿。すぺて糸切り底である。小皿と同様にその特徴を記す。

16は底径が小さく、体部は緩く内轡する。)j台土中には赤褐色粒子を多く混入する。

17・18は胎土 ・色調 ・器形とも非常に似通ったもの。底部際のナデは粗略で丸昧を帯びる。

23は丁寧なナデによって器壁を薄〈作る。)j台土は精良で、明燈褐色を呈す

24は灯明皿として使用されたもの。口唇部に煤が付着する。

25・26は漆器小皿である。25は底部を高台状に削り出す。内外商に黒漆を塗るが、外底面の黒漆

は殆んど残っていなし、。26はiji命高台状の突出音I1をもつが、歪みが大きく不明瞭でやある。 内外面に黒

漆を塗った後、内而に手描きの草花文を朱漆で描〈 。外底面の黒漆は追存部分が少ない。

271;:1:漆塗木製品。表裏面に黒漆を塗る。全形・用途等は不明。

28は下駄。表面を平i骨にし、裏面は先端と後端ぞ斜めに肉IJる。歯は欠失しているが、平盤て、、削り

":1:'1していた らしし、。鼻緒を通す孔は内而が焦けており、焼け火箸状のもので整形したと思われる。

以上が溝 1覆土中

の遺物である。数量

的にはかわらけJJ[Lが

最も多〈、総破片数

212点を数えた。その

内訳は、手担ねかわ

らけ44点(大皿1.36、

小皿8)糸切りかわ

らけ168点(大皿129、

小皿139)であった。

陶磁器類は極端に少

なく、 青磁 ・常滑・

瀬戸等を合わせても

10数点程度であ っ

た。
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c 溝2出土造物(第10・11図)

溝2覆土中からは多量の造物が出土した。確実な層位区分による造物あげは不可能でザあったが、

溝底近くの遺物は下層として一括した。一応の目安となろう。

1 -23はかわらけ皿。そのうち1-17までが中層より出土し、 18-23までが下層から出土したもの

である。以下、特徴的なかわらけ皿について述べる。

1・2は手控ね大皿。胎土・色調・器形とも非常に似通ったものである。

3・4L:J:糸切り大皿。 3は胎土・色調が前記 1・2に近似する。底径が大きく、器高は低い。体

部の立ち上がりは直立に近く、口縁部を若干肥厚させる。底部際のナデは粗略。内底商のナデつけ

も不充分でや、凸部を完全には消していなし、。4は底径が小さく、椀に近い形状のものである。

5 -9は手担ね小皿。 6は平底に近〈、休部に強い稜をつくる。口縁部は大きく外方へ聞いてい

る。8も平底に近い。体部の稜は強〈、口唇部は直立ないし若干内側へ傾く 。胎土は精良で焼成も

良好である。

10-15は糸切り小皿。 12は口縁部内面が若干肥厚 している。14は体部中位に強L、稜ができ、口縁
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部は直立気味に立ち上がる。 15は口縁部がほんの少し外反するものである。

16・17は所謂 、内折れ形。と称される小皿である。ともに底部に回転糸切り痕を残すが、 17は回

転の速度が遅いためか、糸目の間隔が広い。16は底部から直に口縁部が接続するのに対し、 17は外

方へ聞く長い体部をもっ。また、 17の内底商はナデつけがなされていない。

18・19は手担ね大皿。18は器高が低〈、体部の稜も段に近い。

20・21は手控ね小皿。体部の稜はともに弱〈、不明瞭である。

22・23は糸切り小皿1022は砂を含む精良な胎土て¥焼成も良好。体音11下位に強L、稜ができ、口練

音11は直立気味に立ち上がる。 23は器壁が薄〈、口唇部はわずかに外反気味である。
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24-27は青磁。 24・25が下層から出土し、 26・27は中・上層より出土したものである。

24は櫛描書IJ花文皿。利lは緑灰色透明で光沢を有す。外商は底部際まで利lがかかる。

25は櫛描文皿。箆による草花文の表現はなし、。柑は黄l床を帯びた緑灰色てや、細かい貫入がみられ

る。 f本部中佐以下の柑は削り取られている。

26は鏑蓮弁文碗。暗緑黄色の軸が高台畳付け部までかけられる。

27は鏑蓮弁文碗。柑は明緑灰色を呈し、失透している。

28-30は国産陶器。いずれも上層より出土したものである。

28は瀬戸窯産の折縁鉢。外面は聴轍調整痕をよく残し、折縁部分には沈線を廻らす。灰柑は内外

面にかけられる。

29は山茶碗窯系の担ね鉢。口縁部の小片である。

30は常滑窯産の護である。

31は土製品。子借りの一種であろうヵ、管見にして類例を知らず、器体の天地も不確かで、ある。

口縁部とした方にはW形の窓が3箇所にあき、外見は三脚状の口縁部となる。体部外面には凸帯を

2本貼り付けている。内面は中央部分が一段窪み、更に下部へ通ずる円孔があいていたようである。

この窪みと円孔部分には、内外面に塗られた化粧土がみられず、粗い箆削り痕をそのまま残す。ま

た、下部との接続部分は、外側から箆によって窓が作られるが、その形状や数まではわからなカ3っ

た。溝2上層の出土である。

32-38は木製品。 32-36までが上層より出土し、 37・38は下層から出土したものである。

32は2枚の板を組み合わせた製品。全形・用途は不明である。組み合わせは2箇所てや行い、板の

厚みの中程に三角形状の切り込みを入れ、中に厚さ 3mm程の板状の芯を入れて固定する。

33は直径2.3cmを測る九棒状木製品。全一長の凶程の所に斜めに円形の扶りを入れる。やや細目の丸

棒を組み合わせて使用されたものらしい。

34は直径2.3cm、円板状の木製品。中央に円孔をあける。用途不明。

35は栓であろうか。長さ10.5cm。一端を細〈削っている。

36は棋形木製品。半円形を呈し、一端を斜めに切っている。棋として使用されたかは疑問である。

37は陽物形木製品。全長24.5cmをillilfJ，細長いものである。先端に近い部分仁一孔を有す。

38は墨書木札。頭部を三角形に切り、尾部を尖らせる。裏面に墨痕はみられない。表面の文字は

やl読できなかった。

以上が溝2覆土中の造物である。数量的にはかわらけ皿が最も多〈、中・上層からは手控ねかわ

らけ150点(大皿120、小皿30)糸切りかわらけ265点(大皿219、小皿46)が出土し、下層からは手

控ねかわらけ 155点(大皿117、小皿38) 、糸切りかわら ~t20点(大皿18、小皿 2 )が出土した。

陶磁器類は極端に少なく、図示したもの以外はほとんど出土していない。

d 溝3出土遺物(第8図11)

11は模状木製品。建築部材の一種であろうか。溝3覆土上層から出土 した。
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溝3はトレンチ調査によって存在が確調されたもので、発掘面積が狭いためか出土造物は少なか

った。上層からは、糸切りかわらけ 3点(大皿 3)、手控ねかわらけ12点(大皿8、小llll4 )が出土

し、下層からは、糸切りかわらけ 3点(大血 l、小皿 2)、手控ねかわら H13点(大皿9、小皿 4) 

が出土 している。上 ・下層とも糸切りかわらけの内底面には、ナデつけ調整が行われている。f也の

造物としては、下層から男瓦が l点出土した。木片の類は上 ・下層とも出土しているが、特記する

平呈のものはない。
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第四章 まとめ

北条泰時 ・時頼邸跡とされる区域で、 北辺を画する 3本のi溝が検出されたことは、大きな成果てや

あった。3本の溝はその切り合い関係から、溝3→溝 2→溝 lという 変遷を経て廃絶しており、ま

た、溝の主軸は真北を基準とするとE-31
0

_ S前後で、現在の横大路とほぼ平行関係にある。

既に調査された雪ノ下 1-371-1地点註 lで検出された南北溝が、現在の若宮大路と平行 してい

ることと考え合わせると、 当時の若宮大路と横大路も現在と同様に直交関係にはなかったと推定さ

れる。発掘調査は、未だ点と点を繋くや段階になったばかりであり、今後の資料増加によ って検証し

直す必要があろう。

3本の溝の年代に関しては、多量に出土したかわらけ皿を手がかりにして、大雑把で、はあるが年

代の比定を試みたい。註2まず、総破片数に占める手控ねかわらけの占める割合は、溝3が80%。溝2

下層84%、上層36%、溝 1は21%となる。溝3については資料数が少な過ぎる点に注意する必要が

あろう。

出土した手控ねかわらけ皿てやは、薄い器壁でf本部に稜をもち、縁帯状の口縁を呈する、所謂古手

と称するタイプはみられないものの、提似平底の皿は溝2下層中から何点か出土している。また糸

切り底のかわらけ皿については、確実に鎌倉第 I期とされるllllは出土していない。器壁が薄〈 、底

径が小さく、丁寧な仕上げの皿は鎌倉第V期に特徴的なもので、溝 1覆土中に類例がみられる(第

9図16・23)。

かわらけ皿の器形からみる限り、溝2と溝 1の聞に大きな断絶期聞はないと考えられ、両溝はおお

よそ鎌倉第III期(l3C中葉~後半)から鎌倉第V期(l4C中葉~終末)の時期に比定できょう。このこ

とは溝2下層から青磁劃花文皿が出土 し、上層および溝 lから青磁錆蓮弁文碗、瀬戸灰柚平茶碗、常

滑窯第W段階前半註3の聾が出土していることと矛盾はない。ただし、溝2上層より出土 した瀬戸灰

柑折縁鉢については詳しく調べる余裕がなく、この鉢の編年的位置付・け次第では、若干年代の下る

可能性もある。溝3については、出土した糸切りかわらけ皿が内底調整を行っており、鎌倉第 I期

までは遡らず、恐らく鎌倉第II期 (13C前半)頃のものと考えてい る。

なお、遺構から出土 したものではないが、 I区包含層中より 異質なかわらけ皿(第8図4・7) 

が出土している。この皿は鎌倉第VII期(l6C代)に比定されるもので、遺跡地が近世においても活動の

場であった こと を知る資事斗である。

註 1 r北条泰l侍・時頼邸跡j同発掘調査団編昭和61年8月

註 2 かわらけの編年観については、河野真知郎 「鎌倉における中世土然様相」シンポジウム 『古代末期~中世に

おける在地系土器の諸問題j神奈川考古同人会、昭和62年2月に依拠した。

註3 ニューサイエンス社
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図版4
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図版5

企かわらけ小皿(溝 1)

...かわらけ大皿(溝 1)

企かわらけ小血(溝 2) 

....かわらけ大皿(溝 2) 
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長谷小路周辺遺跡
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例 言

1.本書は鎌倉市由比ヶ浜三丁目194番25外所在の中

世追跡の発掘調査報告書である。

2.調査は対称面積の 3分の lを鎌倉市教育委員会

(教育長・尾崎賞、担当・松尾宣方)が、 3分の

2を長谷小路周辺遺跡発掘調査団(団長・斉木秀

雄)が昭和]62年 7月10日から 8月31日にかけて実

施 した。

本報告書に収録したのは、鎌倉市教育委員会調

査分である。

3.調査参加者は下記のとおりである。

調査員 浜口康

調査補助員片岡陸校稲田桂子

4.本報告書は、鎌倉市教育委員会の指示を受けて、

斉木秀雄が執筆 ・編集 した。

なお、斉木以外に、宗蓋富貴子、 稲田桂子、作田

あゆみ、伊丹まどからが実iHlJ、トレースにあたっ

5.本書に使用した写真は遺構を斉木が、造物を木

村美代治が撮影した。
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1.調査地

2.長谷小路南追跡、

3.河合ピノレ用地

4.日産保養所!'I'J地

5.由比ヶ浜中世集団墓地追跡
(烏かつ用地)

6.長谷・諸戸邸追跡

7.尺ピノレ用地

8.由比ヶ浜南追跡

Fig. 1追跡周辺地図
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第一章遺跡、の位置及び歴史的環境

追跡地は若宮大路下馬交差点から長谷観音、大仏前、大仏の切通しを経て藤沢方面に抜ける道路

(国道134号)の六地蔵と長谷観音 との中間地点南側に佐置する。 この地域は、東・北・西の三方を

山てや固まれた鎌倉旧市街地内で最も海と 山との聞が狭い地域である。遺跡地では山まで100m、海(波

打ち際)まで"500mを測り、現況で、の海抜は約10m前後で、ある。

遺跡地周辺は古代(中世以前)においては、古東海道の道筋にあたり一一古東海道は腰越から稲

村ヶ崎を経て鎌倉に入札小坪に抜けていた一一、源頼朝が鎌倉に入った治承四年 (1180)以前か

ら存在していた御霊神社(鎌倉権五郎景政を祭神とするため「権五郎神社」ともいわれる)、廿縄神

明社などの古社がある。又、遺跡地南東の旧海岸砂丘一俸は「下向原古墳群」と称される古墳群が
うねめづか

明治時代頃まで存在していたといわれる。古墳群内の妥女塚から出土したと伝える女性人物埴輪が

京都大学文学部に所蔵されている。河川では、遺跡地西約300mを流れる稲瀬川は古くから有名で『万

葉集jにも詠まれている。

中世においては、遺跡地から滑川河口西岸に至る地域は「前浜」と称される浜地であり、一種の

自由活動地域であったと推定されるが、大仏、極楽寺の両切り通しから鎌倉に入る交通の要でもあ

った。又、遺跡地北の山側の地域一帯は 「廿縄」と称され(甘縄キI11社から起った地名)安達藤九郎

盛一長、右衛門尉景盛、義景、泰盛らの安達一族の屋敷の他に、多くの御家人の屋敷地が並んでいた

ようである。

追跡地周辺の発掘調査は近年盛んになり、本遺跡も含め 8ヶ所で行われている。最も早〈実施さ

れたのは諸戸邸用地遺跡 (Fig1 ⑥)て¥大規模な木組み溝 と多くの輪入陶磁器類及び古代の竪

穴住居祉 l戸が確認され、木組溝などは安達氏の屋敷のー画と推定されている。ついて、日産自動

車鎌倉保養所用地 (Fig1一④)の発掘調査が行われ、長谷小路南追跡 (Fig1一②)、 長谷小路周

辺追跡(河合ピノレ用地、 Fig1一③)、長谷小路周辺遺跡(尺ピノレ用地、 Fig1一⑦)、由比ヶ浜中

世集団墓地遺跡(島かつ用地、 Fig1一⑤)、由比ヶ浜南遺跡 (Fig 1一⑧)などの調査が1986年以

降に相次いで実施された。これらの追跡は、諸戸邸用地と異なり、現地表から下の堆積土l震はすべ

て砂層を中心とする土層であり、旧海岸地帯であることが判明している。

各追跡で検出された遺構は中世ーでは、方形竪穴建築祉、土墳、井戸、土墳墓を中心とし、掘立柱

建物、礎石建物、溝はわずかて。ある。造物は市内で通常よく出土する輪入陶磁品。国内各祭の製品、

かわらけなどの他に多量のフイゴの羽口、鋳型、スラグが加わり、長谷小路南遺跡てやは骨製品の栗

形の加工途上のものが多〈出土している。これは遺跡地を含む旧海岸砂丘上にこれらに従事する

人々が多〈居住していたことをあらわしている。

古代て、は、諸戸邸用地と長谷小路南遺跡、 河合ピノレ用地で竪穴住居祉が検出されており 、河合ピ

ノレ用地て1ま副葬品を伴う土境墓も確認されている。周辺の砂丘上の遺跡では竪穴住居祉が多く検出

されているので、古代でも遺跡地周辺はかなり多くの人々が住んでし、たのだろう 。
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第二章 調査の経過及び堆積土層

I、調査の経過

発掘調査は、昭和62年7月10日から 8月31日にかけて実施した。調査に際しては、本報告書収録

部分と同時に原因者負担分調査(長谷小路周辺追跡発掘調査団・団長斉木秀雄)の発掘調査も実施

した。

調査では、試掘調査の結果から、現地表 F約1.2mまでの現代撹乱層をユンボによって取り除き、

以下第 l面から第 3面までの調査は順次行った。建築建物の基礎深度が現地表下約 2mということ

もあり、第3面以下(中世以前)の調査はトレンチにより実施した。

調査中の造構平面図、写真(全景)の際には、同一面の連続遺構ていあることから、あえて、調査

範囲の区分は入れなカ、った。

国道134号

歩道

(原因者負担分調査区)

o 10m 
ド一一一一一一一一! ー斗

Fig. 2調査区位置図
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現況地表
lO.50m 

1.表上、及び現代俊乱土層。

2.暗褐色砂質土、ドタン、粘土

9.40m ブロックを合u'。
(中世遺物包合層)

2 ↓1面
3.暗褐色砂質土、上部に弱い

9.00m 版築面(1面)が認められる。

3 ↓2面
4.・暗褐色砂質土、上部が弱い

8.60m 版築面。(2面になる)
4 ↓3面

8.20m 5 白黄褐色砂(中世地山)

5 6.黒褐色弱粘質砂層。中世以
7.80m 前の造物を含む。

6 
7.60m 

7 
7.臼褐色砂層。自然堆積土層
無遺物。 2 m 

二ゴ

Fig. 3堆積土層模工図

II、堆積土層

遺跡地内で確認した堆積土層は 7層に大別できる。第 1層は表土及び現代撹乱層であり、地表下

l.lm!こまで達している。第 2層は中世造物包含層である。炭化物、かわらけ片、土丹などを多量に

含み、暗褐色を呈する。部分的に近世(江戸時代)の造物が混入している佃所もあるため、第 2層

上面近くが近世の生活面と考えられる。

第3層は暗褐色砂質土であり、層中には多くの中世造物を含んでいる。上面には部分的な弱い土

丹版築あるいは黄褐色を呈する砂の地行(?)と思われる面がある。調査では、この弱い版築面を第

1面とした。

第4層は第 3層と同様の土質であるが、上面に炭化物を多〈含む賞褐色又は灰白色の弱い地行面

が認められた。地行商は部分的であり、調査区全域には広がらないが、この地行面を第 2面として

調査した。

第5層は白貰褐色を呈する砂層、中世地山である。層内には粒子の荒い部分と細かい部分とが何

重にもかさなっており、神奈川県立博物館の松島先生の御指摘では、海岸砂丘の砂が風で飛ばされ

た結果であろうとのことである。第5層の上面は海抜8.2mLfどであり、長谷小路南遺跡、よりやや低

くなっている。

第6層は黒褐色(ややチョコレート色に近L、)を呈する粒子の細かい砂層であり、層内に古代遺
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物(弥生時代~平安時代)を若干含んでいる。本遺跡の調査時には確認できなかったが、周辺の調

査では上面に多数の小孔が認められる。松島先生の御指摘では、水辺に住む陸生の小虫の穴であろ

うとのことであり、本層が堆積中には、遺跡地周辺が「湿地」状の土地であった可能性が高い。

第7層は白褐色を呈するやや粒子の荒い砂層であり、細かい貝片を多〈含むが、造物は全〈出土

しない。

章一一一第 検出された遺構と遺物

調査では第 1面一第3面までの3枚の生活面と古代の遺物包含層が検出され、各面から柱穴、土 、

h 境、方形竪穴建築祉などが多〈確認された。

本項てやは検出された遺構と遺物について説明を加えていくことにするが、古代の造物は図示でき

るものがないため、本報告中てやは割愛し、原因者負担分調査報告書に収録した。又、第 1面から第

3面の面上出土造物も、調査中に 2調査区域の区分を明確にできなかったため、本報告書内では簡

単にふれるにとどめ、実測図は示さなかった。建築用材 (H鋼、矢板)によって区分された比較的小

面積の調査区(約180m2)内を、さらに、 2つの調査団が調査を実施した訳であるから、報告書が遺

跡全体について不明瞭になってしまったが、御容赦いただきたい。

以下、各面検出の遺構と遺構出土の造物について説明を加えるが、以下で使用するレベソレ数値は

すべて海抜で示している。

I 第|面

調査区内からは、 比較的大きな土壌(土壌1)と、小土媛・柱穴を合わせて19日が検出された。

調査区外(原因者負担分調査)では土療し鎌倉石(砂質凝灰岩切石)が覆土内に多量に投げ込ま

れた方形竪穴建築祉なEが検出されている。土壌1を除いた小土壌と柱穴には規則的な配置が認め

られない。

試
根
崎
明

試

掘

D-7 
。¥

|。 4 m 

Fig. 4 第1面検出遺構
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Fig. 6土墳1 出土遺物

(1) 土墳|

調査区北壁際で検出された。 一部が調査区外北に延びる。平面型は隅丸方形に近いが、底面プラ

こはやや不整形を呈する。 長車111はほぼ磁北。確認規模は南北5.1m以上、東西2.8m、深さ約80mを測

る。底部は南に寄り、北壁の落ち込みはなだらかてゃある。

造物はかわらけ、常滑聾片、 こね鉢片、瀬戸陶器片、輪入磁器片などが多く 出土したが、図示て

きたのは、かわらけ 2点と瀬戸灰軸おろし皿片 1点である。

かわらけはFig6-1が口径14.2cm、底径7.4cm、器高3.9cmで、外底部に回転糸切り痕、スノコ痕

が残る。器肉はやや厚〈、fI台土には金雲母及び白色棒状粒子が混入する。側壁はゆるやかなカーブ

を描きながら立ち上カ刊、口唇部はやや内湾気味である。

Fig 6 -2も1!:.同様の胎土、整形、器形てや口径13cm、底径7.6cm、器高3.4cmを測る。

Fig 6 -3は瀬戸おろ し皿。はぼ全面に灰柑がハケ塗りされる。口径16.8cm、残存高3cm。胎土は

以補色を呈 し、固い。
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Fig. 7 第2面検出逃構

II 第2面

第1面の下約40cmて、検出された。炭化物を多く含む貰褐色又は灰白色の弱い地行商が部分的に確

認されたが、遺構は20口の柱穴が検出されたにとどまった。

検出された柱穴は建物を復元することはできなかったが、前面(北側)の国道にほぼ直交方向に、

建物が復元できそうでもある。

造物はかわらけ、常滑聾片、瀬戸、舶載陶磁器などが出土しているが、このほかに他調査区域で

多量のスラグ、フイ ゴの羽口が出土している。 しかし、工房(炉祉) と考えられるような土壌は確

認されていない。

III 第 3面

第2函の下約40cmてや検出された。中-tlt地山である白賞褐色砂層上に構築された遺構面であるが、

上部の第 2面での遺構検出が十分でなかった点もあるので、第 3面検出遺構に、上面の遺構が含ま

れている可能性も残る。

検出されたのは、重複する 2基の方形竪穴建築祉と土壌、約50口の柱穴である。

造物は多量のかわらけと常滑、瀬戸、備前すり鉢の他にスラグ、フイゴの羽口、舶載陶磁器なE

が出土している。スラグ、フイゴの羽口は第 l面より多いが、第 2面より少ない。

以下、第3面検出の主要遺構について説明を加えていく。

(1) Dー 123( 1号方形竪穴建築士止)

調査時に附した番号はD-123であるが、本来は方71ヲ竪穴建築祉であるため、報告書作成時に 1号

方形竪穴建築祉と附した。

長軸はほぼ正南北(磁北)にあり、確認規模は東西 3m (底面幅2.0-2.3m)、南北4.5m(底面幅4.

1m)、深さ55-75cmを測る。掘り込み壁はややなだらか、床面は平坦で、ある。床商上からは柱穴や根
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D -123 (1号方形段穴建築制:)Fig. 9 

当初からこれらのない型式の方形竪穴建築士止であろう 。太木痕などの遺構は検出て、きなかった。

こね鉢片、瀬戸製品片な Eが出土したが、図示できたの
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Fig. 10 D -123出土遺物

Fig 10-1は青白磁梅瓶片である。木造構出土のものとD-132、第 1商、第 3面、 D-85出土の

破片が接合している。胴部片と底部片との接点がないため推定の域を出ないが、器高29cm前後、胴

部最大径18cm、底径 9cmLtどと思われる。外面にはへラ彫りによる花文が!膨られ、透明度の高いう

すい青緑色の柑がかけられている。高台はやや幅の広いがっしりしたもので、破片の観察によると

本体と接合しているもののようだ。

Fig 10-2は白磁四耳査。本遺構出土のものとD-139出土のものが接合している。肩部以上t胴下

半分を欠くため全体形は把握できな L、。胴部最大径(復元)22cm。肩部に横方向の貼り付11耳が付

く。外面には白淘色粕がかかり、 一部は肩音Il内側に流れる。

Fig 10-3， 4は白磁口元皿。3は口径8_2cm、口容部から内側にかけての制が削り取られている。

軍111は不透明な臼淘色を呈し、内外共に厚くかけられている。 4は口径9.4cm、口唇音Ilから 内側にかけ

ての軸が削り取られている。

Fig 10-5は青磁小型鉢。口径11.5cm、高台径6.2cm、器高4.6cm。素地はうすい灰白色を呈し粒子が
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細い。軸はうすい緑色で、やや透明度が低〈、高台畳付を除〈全面に施紬されている。 体部は、断

面逆三角形様の高台からやや腰を張った形に張り出し、ゆるやかに聞き口唇部でやや肥厚している。

Fig 10-6 -9はかわ らけ。 6は大皿、 7-9は小皿である。6は口径13cm、底径7.7cm、器高3.

5cm。外底面には回転糸切り痕とスノコ痕が残っている。 7は口径7.6cm、底径5cm、器高1.6Cffi 0 8 

は口径7.5cm、底径5cm、器高1.7cmo9は口径7.3cm、底径4.4cm、器高1.4cmo 6・7は口唇部が内湾

気味に立ち上がる器形を呈し、 8は体部下半がやや張り出し外返気味の口縁部をもっ、胎土は比較

的粗〈、粉質ではないかわらけであるが、 9はやや異なる。9の胎土はやや細かく、口唇部は内側

に折れ込むように立ち上がっ ている。いわゆる 「内折れ」 タイプのかわら けと同一であるかも しれ

ない。

(2) Dー 145(2号方形竪穴建築士止)

D-123土療に掘り込み壁の一部を切られる。本遺跡では古い方形竪穴建築±止であるが、調査時に

は標記名称を使用していたので、本報告，中でこれにな らった。 2号方形竪穴建築祉とい う名称は報

告書作成に附した ものである。

竪穴はほぼ全体が確認された。南北に長辺を持つ方形の掘 り込みを持ち、南北軸N-3
0

-E。竪穴

規模は東西2.7-3 m (底面幅2.3-2.5m)、南北4.8m (底面幅4-4.2m)、深さ50-75mを測る。底面

はほぼ平坦であるが、柱穴などの遺構は検出できなかった。海岸地帯では床面に何の痕跡も残らな

い中型の方形竪穴建築祉がよく検出されているので、本例もそうしたタイプのものであろう。

覆土内からはかわ らけ、砥石、幸丁、舶載磁器、常饗片、鉢片、瀬戸製品などが多〈出土 したがい

ずれも小片のため、かわらげのみの図示にとどまった。

勺斗一

← -8.4m 

。 2 m 

Fig. 11 D-145 (2号方形竪穴建築祉)
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Fig. 12 D -145出土遺物

図示したかわらけのうち、 1 -8は小皿、 10・16は中皿、 9• 11-15は大皿である。出土した破

片には内折れ皿は含まれていない。

1-8は口径7.5-8 cm、器高1.6cm前後であるが、 6・8は復元口径て"9.5cm近い。胎土はいずれも

粉質土ではなく、焼成も良好である。外底面には回転糸切り痕を残し、ほとんEにスノコ痕が明瞭

に残る。器形には若干の変化がみられ、底部近くに曲折点をもつもの(1、 2、5、6)、底部から

直線的に外返するもの(4 )、薄い器肉で口縁部が外方にやや引かれているもの(8 )などが認めら

れる。

10・16の中皿は口径10.5-'llcm、器高3.5cm前後を測る。胎土は小皿と同様であり、回転糸切り痕

とスノコ痕もみられる。 10は側壁中位に曲折点をもち、口縁部は外方に引き出されている。 16はゆ

るやかな体部をもち、口唇部はやや内湾気味に立ちあがっている。

大皿は口径12-13cm、器高3-3.5cm近くの寸法が測れる。胎土その他は小皿、中皿と同様である。

体部はゆるやかなカーブを描きながら立ち上がり、口唇部はやや内湾傾向を示すものがほとんどで

あり、さはE変化は認められない。

以上、説明を加えたかわらけはいずれも覆土内の出土であり、一括廃棄されたものとは思われな

いほEの変化が小皿、中皿には認められる。土壌内の一括資料(近い層位からまとまって出土した

もの)には、このような変化は認められないことが多いので覆土内の出土遺物にみられる変化は竪

穴などの埋没年代の長さを裏付けているともいえる。

W その他の出土遺物

ここでは、第一面一第3面の各面で検出された遺構のうち、前エ頁までに説明を加えた各面の主要

遺構を除き、遺物の出土した土療について説明を加える。しかし、ここで扱った各土壌は柱穴様の

93 



ものや、原因者負担調査区に主体部があるものあるいは、極〈限られた部分の調査しかできなかっ

たものなどであり、遺構の図面は各面の平面図を使用し、ここでは載せなかった。

(1) D-3出土遺物

D-3は第 1面に属する溝様土壌である。かわらりとフイゴの羽口が図示できたが、この他に常滑

聾片などが若干出土している。

Fig 13-1はフイゴの羽口。下端を欠くため全体形は把めない。本体はワラ状の植物を多く混じえ

た粗い土で作られ、先端部には黒緑色守呈する溶触物が付着している。本体には中心にややひしゃ

げた穴 (2.5-3 crn)が穿けられている。整形痕ははっきりしないが、棒状具に粘土をまきつけて指

頭で整形したものと思われる。

Fig 13-2はかわらけ皿。口径12.2crn、底径7.6crn、器高3.2crnぞ測る。体部は側壁上住に弱い曲折

点をもち、口唇部はやや外返傾向を示す。外底面には回転糸切り痕とその上にスノコ痕が明瞭に残

る。

(2) D-6出土遺物

図示てきたのは瀬戸灰軸おろし皿1点であるが、これ以外にかわらけ片、常滑饗片などが出土し

ている。かわらけには粉質胎土のもの、内折れ器形を呈すものは含まれていない。 D一7の南西。

Fig 13-3は口径13.7crn、内外共にやや黄ばんだ緑色の軸がかけられている。胎土はうすい黄緑色

を呈し、ややさっくりとしている。

(3) D一10出土遺物

小型土療では最も多く遺物が出土している。図示したのはすべてかわらけであるが、このほかに

常滑饗片、スラグ、フイゴの羽口、舶載磁器、瀬戸製品、釘などが出土しているが、いずれも小片

であり図示できなかった。第 1面検出。

Fig 13-6 -12が本土壌出土のかわらけ。 6は口径7.5crn、底径5cm、器高1.4crnを測り 、外底面に

回転糸切り痕とスノコ痕が残る。体部は底部近くに曲折点があり、口唇部は外反気味である。

7は口径8crn、底径4.5crn、器高2.2crnて、器肉が薄〈、胎土は良い。鎌倉市内で 「薄手」と呼称され

る一群のものであろう。口唇部はやや外反傾向を示す。

8は口径12crn、底径5.8cm、器高3crno 7と同様の11台土、器肉の一群である。側壁はゆるやかなカ

ーブを描きながら立ち、口唇部はやや外反している。

9も7・8と同質胎土の一群である。口径は、 12crn、底径5.5crn、器高3.3crn。底部近くが整形時の

不手際からややゆがんでいるが、全体的にはゆるやかな立ちあがりから口唇部が外反するプロポー

ションて、ある。

10は口径12crn、底径6crn、器高3.4Cffio 7 -9とは異な る胎土で鎌倉の一般的かわらけである。粉

質胎土ではない。側壁は上位に曲折点を持ち、口唇部はやや外反 している。外底面には回転糸切り

痕 とスノコ痕が残る。
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12は口径12cm、底径6.8cm、器高3cm。体音11はゆるやかに立ちあがり、口唇部はやや外反傾向を示

す。

本土壌出土のかわらけには、薄手良品と粗い胎土のものとが共伴関係にある。いずれの胎土のも

のも口唇部が外反傾向を示 しており、さほど時代差は認められない。

(4) D-53出土遺物

第2面で唯一図示可能な造物の出土した土壌である。本来ならば、第 2面の主要遺構として取り

扱うぺきところであるが、小規模で、あることなどから本項で扱った。かわらけが2点図示てきたが

この他に常滑聾片などの小片が若干出土している。D-13南東、試掘境壁にて確認。

Fig 13-4・5が本土嬢出土かわらけである。 4は口径8.5cm、底径6.8cm、器高2cm。胎土はやや

砂を含み粗し、。側壁体部は底部近くに曲折点をもち、口唇部はやや外反気味である。

5は復元口径が15cm近い。胎土はD-10出土の薄手に近いが、器肉はやや厚い。体部はゆるやかに

立ちあがり、口唇部は外反傾向を示す。

(5) D一124出土遺物

本土壌はD-123の南西調査区際で検出されたため、 主体部は調査区外西側にあり、調査された部

分のほとんどは原因者負担分側にある。そのため、第3面検出遺構にも図示していないが、ここに

示した造物はD-124の北端からまとまって出土しているため、参考までに図示した。

Fig 13-13-15が本土壌出土のかわらけである。いずれもやや砂ぞ含んだ粗い胎土であるが、焼

成I.:J:良好で、ある。口径は7.5cm前後、器高は13が1.5cm、他は 2cmを視IJる。ややプロポーションは異な

るが、口唇部が外反傾向を示す点は共通している。

(6) D一132出土遺物

常滑系こね鉢 l点が図示できた。この他にはかわらけ、常i骨嚢片、瀬戸製品などが出土 してい る

がいずれも小片である。

Fig 13-6は口径36.5cm、底径16.7cm、器高12.6cmをillllる。口唇部 l個所が指頭により号|き出さ

れ、片口部となる。外面は口縁近くが横ナデ、下部がへラのナデ上げ、中央部が指頭整形である。

肉底面近くの摩滅は著しく、良〈使用されたものと思われる。
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第四章 まとめと考察

調査では、 3枚の版築地行商とそれぞれの面上から土壌・柱穴 ・方形竪穴建築祉などが検出されて

おり、 出土造物も小片ながら舶載磁器 ・瀬戸 ・かわらけ・フイゴの羽口などが多く出土している。

造物全搬の組成をみると、市内の各遺跡、とさほど変化は認められないが、フイ ゴの羽口が多いこと

などにやや特徴的な要素が認められる。

以下、調査によって得られた結果(原因者負担分調査区も含めて)から、遺跡の年代、追跡、の性

格などについて、若干の考察を加えながらまとめを行うこととする。

遺跡の年代について

出土遺物では弥生時代(?)から中世にいたる期間のものが断続的ながら確認されているが、中

世以前では遺構は確認されていない。出土したかわらけを観察すると、これらの内には粉質土のも

の(戦国期くらい)と手づくねあるいは砂質胎土で内底面に指頭ナデの施きれないもの(鎌倉初期

から13世紀中葉)がまったく含まれていない。この状況は、位置の近い長谷小路南遺跡などと共通

している。舶載磁器では蓮弁文の施さ れた青磁碗が主体をな して、画花文青磁碗は極〈少い。白磁

1.>。

3枚の版築地行面による出土造物の変化はあまり 認められない。舶載磁器での接合状況では異な

る版築面のものも接合してい る。極く近い時期に営まれた生活面L思われる。かわらけ ・舶載磁器

などから考えられる年代は13世紀末から15世紀初頭頃の比較的短い期間である。 このことか らも 3

枚の版築面が近い時期に営まれたものといえる。 3枚の版築地行面それぞれの年代を推定するには

得られた資料が少ないが、木造跡地周辺での生活は(古代を除くと )13世紀末頃に始ま り、 15世紀

初頭頃には生活の場ではなくなっていたものと推定できる。

遺跡の性格について

調査地周辺地域は鎌倉時代には 「前浜」と呼ばれる浜地であり、一種の自由活動地域であったと

推定されている。この地には多くの職能人(手工業者)が住んでいたことが長谷小路南遺跡などの

調査で判明 してい る。本遺跡、では 2つの調査区内て¥わずか180m'という狭い区域にもかかわらず20

個体以上のフイゴの羽口が出土 してい る。鎌倉市街地の調査でも、これほど多くのフイ ゴの羽口が

出土することはまれである。これらの鋳造関係施設としての炉などは検出されなかったが、調査地

周辺で鋳造関係の仕事に従事する人々が多〈住んでいたことは明らかてあろう。

検出された遺構は方形竪穴建築枇 ・土嬢 ・柱穴の他に犬の埋葬墓 liダIJであ り、 これらの状況も他

97 



の砂丘上追跡と大差がない。このように方形竪穴建築祉を主体とする造構のありかたは「浜地」で

の大きな特徴である。

本追跡、の性格は長谷小路南遺跡と同様の都市縁辺部(浜地)の手工業者集団の居住遺跡であると

いえよう 。

自然環境について

土佐積土層の分析も十分におこなわれていない現状で自然環境について考ー察を加えるのは、推論の域

をでないだろうが、近接した遺跡の同織の堆積を神奈川県立博物館の松島先生に観察していただい

た結果に非常に興味深い点が多いので、ここではその結果に出土造物を合わせ考えたうえでの推論

を示す ことにする。

堆積土層でふれた 6層は、 松島先生の各IJ指摘で陸生の小虫が多く住む混地様の折の堆積土である

ことが判明している。本遺跡ではこの層中からは中世以前の遺物しか出土していないが、南東の長

谷小路周辺追跡(河合ヒツレ用地)てやは手づくねかわらけが若干出土している。このかわらけ仁伴う

遺構はま ったく確認されていないが、造物が出土するということは、中世初期まで「湿地」が存在

していたことを裏付けているのだろう。この層の上に堆積した臼黄褐色砂(5層)は砂丘砂が風によ

って吹きょせられた様相を呈 してい る。

検出された中世造構はすべて第 5層上面から掘り込まれたものであり、子づくねかわらけはま っ

たく含まれていない。かわ らけをみても 13世紀中頃に属するものはみられない。このことからする

と、古代から鎌倉時代前期 (13世紀中頃)にかけて存在していた湿地が埋った時点て¥人々が居住

し始めたのであろう。そして、この開始時期が13世紀末から14世紀初頭になる。湿地の範囲は十分

に把揮できていないが、 長谷小路南追跡から笹目の交差点近くまでの国道の南側一帯が合まれてい

るよう だ。

98 



A遺跡地周辺状況・気球写真

(矢印が調査地点、写真右下の空地は

長谷小路南遺跡)
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P L. 2 

第 2面全景 砂

(調査区北東部、北から)

弘‘第 2面全景

(調査区北東部、南から)
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かわらけ皿砂

(大)
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区司{列

本報は鎌倉市小町二丁目39番 6他における、上1 

i原の専用住宅建設工事に伴う発掘調査の報告で

ある。

争条

本報の執筆には田代郁夫、第二章12.漆製品の項2 

実 ・片には、佐藤泉が、図版作成には原康志 ・継

岡睦子・大畑明子・土屋浩美があたり、原がこれを

編集した。

本報で使用した写真のうち、造構は田代 ・田中3 

哲也が撮り、造物は木村美代治があたった。

調査体制は以下の通りである。4 

田代郁夫担当者

次目
泉佐藤実t陸田中哲也調査員

土屋浩美片岡陸子村上和久調査補助員
一(104){列

出土品等発掘調査資料は鎌倉市教育委員会が保5 
次………・一…・ -…-…………(104)目

管 してい る。

発掘調査及び資料整理の際には、以下の諸氏及6 
次目文本

び諸機関から貴重な御教示と援助を賜った。記 して

感謝の意を表したい。(順不同 ・敬称略)
検出遺構……… ー……-一…(107)

出土造物…………・…・・…・…(113)

第一章

第二章
手塚直樹 ・河野真知郎 ・斉木秀雄 ・馬淵和維 ・

誠 ・大河内勉 ・宗華秀明 ・真・福田宮田
調査のまとめ・・…一・・・・・-… ...(133) 第三章

菊川英政 ・高田静子 ・及川加代子 ・吉田章一郎 ・
図版
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第一章検出遺構

1 層序

第1層盛土(厚さ約70cm)

第2層 暗褐色土 ・粘性が強〈、鉄分が多い。水田の床土か。(厚さ約16cm)

第3層 灰黒褐色土 ・小土丹、砂を多〈含む。(第 1造物包含層)

第4層 暗褐色土・砂を多く含み、地点によっては上方に大土丹による地業層が認められる。(本層

の上面が第 I面である。)

第5層 暗黒褐色土 ・やや青昧を帯び、砂及び土丹ーを含む。木片が多い。(第2包含層)

第6層 暗黒褐色土 ・本層中より木材を伴なった遺構が検出されている。(第II面)

以上が今回の調査によって確認された層序であるが、先行調査 卜レンチNo.8は更に掘り下げたと

ころ、地表約220cmて、地山を形成する青灰色砂層に達した。

2 1面の遺構 (図4) 

遺構面は、概ね暗褐色土上にあり、 川砂様の粒子の組い砂を多く合む。この砂は調査区中央を東

西に走る浅い I号溝の覆土と極めて近似しており 、この溝の氾濫によるものと思われる。

この溝に沿って南側に半人頭大の土丹を主体に構成される版築面が帯状にあり、道路あるいは建

物の際に通路的に敷かれたも のであろう。

本土丹版築面の南側12尺(364cm)のところに平行して礎版が3か所検出されている。各礎版は真々

で6.3尺 (195cm)である。

l号溝の北側、調査区の北東に、土丹版築商が不獲形に広がっている。土丹の版築は、間層を挟

まず 2回行なわれている。第 1面は、総じて荒れている。

3 II商の遺構(図 5.6. 7) 

11商は、調査区南で南西から北西に延びる土丹版築面が検出されたため、これを11商の基準に考

え、一応同一レベルて。面的な調査を行なった。調査区西側は、半地下式の建物士止が南北に並んで、い

るようで、木片を多く含む腐植土に覆われている。今回は個人住宅建築に先立つ調査で、発掘深度

は基準掘削深度に合わせ地表下1l0cmとされたが、ところEころに木組泣構の一部が検出されたため

木組の範囲だけは確認するように努めた。従って、泣構検出はかならず しも完全ではない ことをお

断わりしておく 。
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建物1

調査区南、南西から北西に延びる土丹版築面の西側に沿って検出された。幅約lOcm、長さ160cmの

横板を両サイ ド、 柱で挟み込んでや建てている。更に北側には、この横板材と同材が西側に倒れて連

続してい る。両材の接合部東側に、幅lOcm程度の縦板が2枚ずつ交互に連続して立てられている。

残存長は、 50cm程度で全体は把握出来ない。

建物 2

建物 1とした横板の西側は、明らかに追構覆土と思われ、 この覆土を掘り下け‘ると同様の横板が

約20cm西側に平行して検出された。横材は、長さ80cm程残存し、その北側は板に接して西イJ[ljに5x 

lOcm程の角材が立っており、 この横板を立てるための部材と考え られる。横板中央、西側に接して

l隔5cmの縦板が立っている。

横板遺構1・2・3・4. 5 

1賛板が縦位で検出されている。いずれも、建物祉の一部であると思われる。南東から北西方向に
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延びるものと、北西から南西に延びるものとに分けられ、 一定の方向性を持っている。このうちの

あるものは一方向で接合し、カギ型を構成する。建物祉のコーナーであろう。 5は横板が、小杭に

よって等間隔に押えられており、後述木組溝の片側に類似する。

縦板遺構1・2・3・4

幅5cm程の縦板が、連続して縦位てや検出されている。 1は板材が交互に組まれており、 2・3・

4は平行している。これら縦板列の長さは80cm内外て?あり、囲炉裏の残骸の可能性も考えられる。

板組遺構 1・2

上述の横板と縦板が組になったもので、横板材に接して縦板材が立っている。建物 lの状況を見

ると、建物祉の一辺の一部である可能性が大である。

木組溝1

建物2の北東辺を構成する。西側は調査区外に延びる可能性を有するが、現存長160cmて。横板材を

約10cm間隔て、並列し、その内側を小杭てや押えている。建物の区画を意味するものであろう。

囲炉裏

縦板材を 1辺60cm内外の方形に立て、内部は炭化物が多く、常滑護底部の大破片が出土している。

土域 1(馬の埋葬状況)

に 。 1 m 

¥ 

土J瓜5(馬情・かわらけ)

図7 土壌1・5出土の馬骨
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本調査時、基礎杭で大半を失っていた。

井戸

先行調査時に一部が検出されている。一辺198cm

で方形横桟支柱型である。横材の各隅は、ホソマに

J.，。横桟の外側に縦板カ主立てら

れ、 i奈さは確認した範囲で、は240cmを測る。

土壌 1-8 

調査区全体、特に北東側に多〈検出された。用

途不明のものが多いが、土壌 l及び5から烏骨が

出土している。土横 lの馬骨は、 一頭全部を埋葬

(りしたものである。意識的にか偶然か北頭住

をとっている。残念ながら、共伴造物を欠〈 。家

畜を埋葬 したと思われる例は、市内南御門A地点、

B地点、釈迦堂遺跡、(註 1)、(推定)藤内定員邸

跡追跡(註 2)などで検出されている。



第二章 出土遺物

1 舶載陶磁器(図 8-1-12) 

1-3は鏑蓮弁文碗の青磁で第II商上より出土した。 1は口径16.1cmをiHIJIJ ，素地は竪撒で少量の

気泡がみられ、色調は灰白色を呈する。外面の鏑蓮弁は彫りが深くやや丁寧である。 内外面に深縁

色の柑がかかる。2. 3は暗灰色を呈した堅轍な素地を持ち、内外面の軸は青緑色である。 4は重IJ

花文碗の青磁て第II面出土。口径17.1cmを測り、 素地は灰色を呈し竪織である。粕は透明度の高い淡

緑色を呈する。5. 6は内商に蓮弁文を陰刻した青磁鉢である。 5は口径18.3cm、素地は灰白色を呈

し、粘性強〈柑は淡縁色を呈す。第II面出土。6は口径12.2cm、内面の蓮弁文は幅が狭い。素地は灰

色を呈し竪轍である。軸は透明度の高い深緑色を呈す。第II面土壌7出土。 12は無文鉢の青磁であ

る。口径は20.2cmを測り、口縁部は水平に折り返し、端部を上方へ折り曲げる。第 I面溝l出土。

7 -10は白磁の口正小皿で、第II面上で出土 した。7は口径10.4cm、器壁が薄〈口縁部がゆるやか

に外反する。8は口径11.2cmて、ある。器壁が薄〈、口縁部がわずかに外反する。9は底径7.4cm、底

面には横方向の粕のハケ塗り痕が顕著に残る。10は口径10.5cm、器壁は胴部から口縁部にかけて薄く

なり、大きく外反している。

11は青白磁の梅瓶の蓋で、第 I面講より出土。口径5.5cm、器高2.5cmで、ある。粕は不透明な水青色

を呈する。

2 国産陶器(図 8-13-21) 

13は瀬戸製品のおろ し皿て¥第 I面溝より出土。仰IJ壁がゆるやかに内轡気味に立ち上が り、口唇

端部が外向きの縁帯を呈する。

14-17は瀬戸の折縁皿で、第 I面溝1より出土。14は口径21.8cm、口縁部の折り返しは殆どない。

粕は灰柑てや良〈溶け切り貰緑色を呈す。 15は口径24.4cm、器高5.3cmてゃある。胴部下半と外底面にか

けて組いへラ削り痕が残る。利lはハケ塗りで貰灰白色を呈す。 16は口径26.7cm、器壁、口縁部は薄手

に作られている。粕は淡緑色を呈す。 17は底径10.7cm、内底面に円弧状の櫛掻文を配し、 flbは灰柑で

厚〈施されている。

18-20は美濃系山茶碗である。素地が極めて精良で、灰白色を呈し、ロクロ水引きにより器壁を薄

手に作りあげている。18は口径16.3cmで¥第 I商構 1より 出土。 19は口径10.9cmで、 第2包含層より

出土(第 I商下)020は底径4.2cmて¥断面が三角形を呈するモミガラ高台を持つ。

21は瀬戸の入子て¥第 I面講1より出土。口径4.5cm、器高1.9cm、底径3.0cmをiQIJり、素地は精良で

灰色を呈し竪い焼きである。内底商には降灰が見られ、底部は回転糸切り痕を残す。

3 常滑(図9-1-7、図10-1・2) 
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1 . 2は大奮の口縁部で、 l は口径42.6cm、幅3.2cmの縁帯を形成するN字状を呈する。 2Iま縁帯

幅2.3cmてゃある。第 2包含層から出土している 3-6は同じく裂の底部で、外面は縦のへラ調整、内

面には指頭痕が顕著で、ある。 3は溝1、4は第II面、5は先行調査T4 (第II面相当)、 6は第II面

土丹版築商上から出土している。 7は査である。肩部より上を欠く。胴部がやや膨らみ、最大径は

胴部中位からやや上方にある。肩音日が撫で肩状になるタイプであろう 。溝1から出土している。

図10-1 2は鉢である。内面下半から底部が摩滅しており、担鉢として使用されたものであろ

う。体部外面底部付近は縦のへラ成形。口縁付近は木口状、あるいは櫛状の調整が縦に、内面は横

位に施されている。 1は先行調査T7の囲炉裏中から出土。 2は第II面土丹版築面から出土。

4 山茶碗窯系鉢(図10-3 -6) 

3は口径30.6cm、直立する高台を持つ。 JI阿部中佐がやや膨らみを持つ。第II函から出土。 4は溝 l

出土てや、やはり直立する高台を持つ。5は口縁部片てや、第2包含層中出土。6li口縁を欠き、高台

はやや外側に聞く。第II面土丹版築面上出土。いずれも内面が摩滅しており、担鉢として利用され

ている。

5 東播系鉢(図10-7・8) 

胎土は細かい砂粒を含み、暗灰色を呈する。内面は摩滅し、控鉢として利用されている。 7. 8 

ともに溝 I出土である。

6 瓦質輪花型手倍り(図11--1 ) 

口径37.5cm、器高9.4cm、底径27.0cmを測る。胎土は砂や石粒を交える粗土、焼成も瓦に類似した表

面が黒灰色の嬬ぺ様を呈す。口縁部から内壁面にかけて火熱を受けている。底部を大半欠失するが、

板状の脚を有していたと思われる。

7 白かわらけ(図11-2-4)

2-4はいずれも手控ね成形で、外面下半部に指頭圧痕を無調整のまま留める。 2・3は白っぽ

い色調を呈し、側壁の立ち上がりが直線的に外傾している。 4はいわゆる 「へそ皿Jの形をとる。

口径7.0cm、器高2.1cmてやある。 2・3は第 I面溝上 4は第 2包含層より出土。

8 土製小型査(図11-5) 

かわらけとほぼ似た土で作られた小型の査である。口径2.5cm、底径2.8cmを狽IJる。第 I面溝 lより

出土。

9 かわらけ(図12-1 -40) (図13-1 -54) 

1-11は第 1包含層中から出土している。全体に14世紀後半以降顕著となる薄手化の傾向をもつ

が、やや厚手で器高の低いものも残る。 10は溝 lの氾i監と思われる砂層中より出土している。

12-32は第 I面溝 l覆土中か ら出土 している。口径の小さく総高も低い極小のも のが出土してい

る。 (12)0 19-23なE内底か らの立ち上がりがやや肥厚し、体部が内轡しながら立ち上がり直線的

に聞く、やや下ると思われる時期のものも混入するが、 全体には器高の低いタイプと薄手のものが

みられる。 33-40は第 I面上出土である。底径、口径差があまりなく、立ち上がりもきついものが
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多い。大型品てやは、体音11側面の口縁か ら1/3程のと ころに腰を もって立ち上がる。図13-1-18は、

第2包含層及び第II商か ら出土している。底径、口径差の少ない体部立ち上がりの急なものを主体

とする。

第2包含層中出土の15・17の中には薄子化傾向のものもあるが、 緩やかに内管しながら開きその

まま口縁部に至るものではなく、口縁付近に-B)j要を持つ。19-22は、調査区南土丹版築面の東側

にある方形土壌覆土中から出土している。器高の低いものが出土していない点、 これだけでは判断
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しかねるが、第II面自体よりもやや下るか。図13-23-54、図14-1-25は、第II面出土のかわら

けである。 1-3は、内折れの小型かわらけである。全体に底径、口径差が少なく、器高の低いタ

イプが主体的に出土している。図14-9 -11 は、中型で器壁の薄〈胎土の精製されたタイプで、こ

のタイプは14世紀前半代に出現するように思われる。未報告の第 4次北条時房・顕時邸跡遺跡、でも、

他の遺物との共伴から考えてこれくらいの時期が与えられる。

10 石製品(図11-6 -12) 

6 . 7は滑石製品である。 6は口径17cm程の小型の石鍋て、ある。鍔は丸みのある凸形をなし、胴

部外商に煤が付着する。ノミ状工具の削りが不鮮明になる程縦住の擦痕が残る。第II面上より出土。

7は取手のない板状の形をした滑石製スタンプである。文様は鶴と思われる鳥を雑に陽刻している。

第I面溝1より出土。

8は長方形の硯て、、、第 I面より出土した。隅に波頭文が線彫りされ、内側は四葉状に仕上げられ

ている。長さ10.3cm、幅6.3cm、高さ1.3cmて、ある。

9 -1211砥石である。第 I商溝 lより出土。9は方柱状の中央部が摩滅してへこんだもので、石

材からみて中砥であろう 。10-12は泥岩製で扇平な長方形をなし、側面は擦切り痕を残す仕上げ砥

である。

11 骨角製品(図11-13・14)

13は鹿角(四肢骨)を刃物てや削り出した竿である。長さは17.5cmで、 第II面土壌1より出土。14は

鹿角製の装身具片て¥第 I面講 lより出土。破片ではあるが、市内長谷小路南遺跡で出土した鹿角

製野沓と類似している。

その{也、第II面より鉄釘が出土している。(図11-15)。

12 漆製品(図15-18)

椀 ・皿などの什器が多くの害IJ合を占める。 他にも盆 ・膳脚 ・側木 ・柄 ・櫛などが出土している。

a 什器

出土した造物のなかには極小片のもの、剥離した漆だけが残存するものなども含まれているが、

ここでは完形品 とほぼこれに近いも の、及び残存状態が比較的良好て、器形 ・法量などを把握しうる

ものを取りあげる。尚、特記しない限り、挙けブJ製品はいずれも柾目材を用いて黒漆を直塗りした

もので、文様は朱漆で施されている。また、殆どの製品が土圧により歪みを生じているため、正確

な法量は測りえなし、。記載する法量は概ねのものであることをはじめに記 しておく 。

血(図15- 1 -17) 

1は口径9.1cm、器高1.2cm。第II面土媛8出土。 2は口径8.8cm、器高1.1cmo 第II面土境7出土。

3は口径9.6cm、格言i1. 6cm。第II面土丹敷東側遺構群出土。以上の 3点は、 全面に黒漆を施した

後、内面のみ朱漆を塗っている。高台がなく、体部はなだらかな曲線を持つ器形である。 4は口径

9.7cm、器高は推定で 1cm程度。全面に黒漆を塗った無文の製品て¥器形は 1. 2に比較的近い。 5

は口径7.6cm、器高2.1cm。鎌倉市内の遺跡から出土する皿は口径 9cm程度、器高 1cm程度のものが最
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も多いが、その点ではこれは小型で浅く、やや特異なものである。全面に黒漆を塗った無文の製品

で、底部は欠失しているが輪高台を形成するものであろうか。 6 は口径15.2cm、器高2.2cm。折縁の

口縁で、体部に二本の溝を持つ。瀬戸の折縁皿に似た器形であり、模倣の可能性も考えられよう。 

素地は比較的薄く、漆は厚く施されている。 7 は口径8.8cm、器高は1.3cm程度であろう。巴とその周

辺に珠文を配する文様を、内・外面各一か所合致した場所に施している。底部は欠失しており高台

の有無は知りえない。以上 4 点はいずれも第II面出土。 8 は口径、器高など不明であるが、上述し

た口径 9 cm程度、器高lcm程度の製品の一群に属するものであろう。内底面に大きく三弁の花をあ 

123 



しらい、内体部にも同じ様な花弁を描いていると思われる。高台はない。第I土丹面下出土。 9 も

口径、器高など不明である。上述の一群に属するものか。文様は比較的太い筆を用いて施されたも

のとみられ、ごく粗雑な描き方で内面に施されている。波・花とも考えられるが、意匠は不明であ

る。素地の腐食が著しく、土圧によってかなり薄くなっていると考えられるが、底部の形状は総高

台であろうか。10は口径7.4cm、器高1.0cmと比較的小型のものである。内面に橘、外面にはその葉の

文様をごく丁寧に描いている。高台はない。11は口径8.8cm、器高1.2cm。内面に桐と草、外面口縁部

に草を繊細に描いている。ごく薄手で、底部面積に対して口縁が広い器形。底部は輪高台。12は口

径9.4cm、器高0.9cm。内底面に文様が施されているが、意匠は不明である。あるいは扇かもしれない。 

器高が低く、やや厚手で、体部中程にはっきりとした稜線がみられる器形。高台はない。以上四点、 

第II面出土。13は底径8.9cm、器高は概ね1.0cm。内面は黒漆を塗った上にスズか何かを塗ったものら

しく、鈍い金色の発色をしている。そのうえに朱でススキの文様を内底面に施している。これも土

圧で器肉が薄くなっており、素地の腐食が進んでいる。第II面溝1出土o 以上 7 -13は手描きによ

る施文である。以下14-17まではスタンプによる施文である。 

14は口径9.0cm、器高1.0cm。内底面に松を施文している。文様は幹の部分と葉の部分の二重のスタン

プを用いて、これを組み合わせているものらしい。高台はなく、器高が比較的低く、やや厚手。体

部中程にはっきりとした稜線が見られる。15は底径6.3m。口径、器高が測り得ないが、上述の一群

に属するものであろう。内底面に梅の文様を施しているが、残存状態が良好でなく、版の組み合わ

せや大きさは観察出来ない。高台はない。14・15ともに第II面より出土。16は口径8.4cm、器高1.0cm0 

内底面に桐のスタンプを二箇所施しているが、上部の施文と比較して下部の施文は漆が薄くやや不

鮮明である。上部を施文した後、漆を再度版に塗り補うことをしなかった可能性も考えられる。器

形は14に似る。第II面土渡より出土。17は口径8.8cm、器高1.0cm。亀甲・菊花文を内底面には密に、 

口縁部には間隔をおいてあしらっている。全体に薄手で高台はない。第II面出土。 

椀（図16- 1~9)（図17- 1~4) 

1は口径15.0cm、器高6.0cm。比較的厚手の素地に漆は薄く施されている。側面にはノミ状の工具

で平らに削った痕が認められる。漆はその後に塗られたものである。底部は厚く、輪高台。第II面

土渡 5 より出土。 2 は口径12.8cm、器高3.1cm。薄手の素地に漆は厚く塗られている。広い口縁を持

ち、器高は比較的低い。輪高台。第II面1号建物より出土。 3 は口径13.2cm、器高4.0cm。外体面一

箇所に八曜の珠文を配した三巴の文様を丁寧に描いている。全体に薄手で、底部は輪高台。第II面

より出土。 4 は底径6.7cm。高台及び口縁部が欠失しており、口径、器高は測り得ない。内・外面共

に繊細な草文様を描いている。第II面1号建物より出土。 5 は口径15.8cm。器高6.3cm。内面及び、 

外面に亀甲花菱を円形に配した文様を施している。円形の外郭線は、ぶんまわしのような用具を用

いたものと見られ、極めて精密で整った円形である。文様全体も繊細で丁寧に描かれている。高台

部は欠損しているが輪高台。体部は比較的素地が薄く、なだらかに立ち上がる器形である。第II面

より出土。6 は底径6.2cm。内面に桐・笹の紋様を繊細に描いている。外面にも紋様を施しているが、 
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残存部分が少なく意匠は不明。底部はやや浅い輪高台。第II面土横 7より出土。7は底部のみ残存。

底径は概ね7.2cm程度。全体の大きさは 8cm程度になるものと思われる。内底面に扇を掻きとりの技

法を用いて描いている。底部は輪高台。第II面より出土。 8は口径13.5cm、器高5.0cm。内面に葵の

紋様を描いている。これも葉脈の部分に掻きとりの技法を用いたものである。底部は輪高台。比較

的薄手である。第II面2号建物より出土。 9は口径l1.3cm、器高は3.4cm程度て、あろう。全体に黒漆

を塗ったあと、内面に朱漆が塗ら れている。その内底面に黒漆で紋様が施されている。接合関係に

はないが、同一個体とお覚しき小片が一緒に出土している。その意匠は鶴で、ごく繊細に描かれて

いる。やや厚手で口縁が狭〈、比較的浅い器形。底部は輪高台。2号建物より出土。尚、 3-9は

手描きによる施文である。

図17-1-4はスタンフ。による施文である。1は底径7.0cm。内外面にモッコウの文様が散ってい

4 

る。文様には漆が厚〈図柄が鮮明な箇所と、漆が薄〈図柄が不鮮明な箇所があり、全体に粗雑に施 ィ

文された印象がある。底部は総高台。体部の立ち上がり部分が肉厚である。第II面土丹敷東側遺構

群より出土。 2は口径14.7cm、器高5.2cm。内面中心ー箇所し外面三箇所(うちー箇所は欠損して

いるので推定である。)に梅の文様が施されている。比較的幅のある輪高台を持ち、底面には漆を塗

る前に ixJ印を刻んだものがー箇所みられる。1号建物より出土。 3は底径7.4cm、器高は口紘部

が欠損しているため知り得ないが、概ね5.5cm程度て、ある。四種のスタンプを用いて密な図柄を内外

商に施している。即ち、内面は岩 ・幹 ・葉 ・鳥のスタ ンプを組み合わせて施文し、外面は葉・ 鳥の

二種のみで施文している。全体に施された文様のそれぞれには漆の濃淡のムラが無く、極めて精密

で丁寧な施文であるといえる。底部は輪高台。比較的薄手である。第II面より出土。 4は底径7.0cm。

器高は知 り得ないが、全体の大きさは 3cm程度て、あろう。内外面とも桐が密に施文されている。外

商は文様の残存状態が良好で、なく不鮮明で、あるが、内而は文様のそれぞれに漆の濃淡のムラがなく 、

極めて丁寧な施文であるといえる。第II面土丹敷東側造構群より出土。

鉢(図17-10)

小片であるため法量は知り得ないが、かなり大きな器形をなすものと思われる。残存部には文様

は見られず、黒漆はごく 厚 〈施されている。第II面より出土。

b 盆(図17-5・6) 

5は幅約24cmの盆の端部て、ある。厚さは約 7mm。角をもっ帯状の周縁を削り出している。全面に

黒漆を直塗 りし、幅の中央に菊花の文様をスタンプ朱漆で施している。第II面土壌 7より出土。 6

は厚さ約 8mm。外面は黒漆、 内面には朱漆を塗ったもの。周縁は 5に比べて小さく 、周縁に向かつ

て身は薄 くなる。第 I商より 1':1:'1土。

尚、ここに挙け、た二佃体はいずれも小片であり 、全様を知 り得るには充分ではない。従って、 ヲ

れに脚が取り付く 「膳」である可能性も指摘しておく 。

C 膳脚(図17-7)

残存長7.0cm。はめ込み部分の深さ1.0cm程度。黒漆が塗られているが、その残存状態は良くなく漆
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がかなり剥れ落ちている。はめ込み部分上面には朱漆の文様がわずかに認められ、この脚の取り付

く膳には文様が施されていたことがわかるが、意匠や描き方の技法などは知り得ない。第II面より

出土。

d 側木(図17-8・9) 

!路肱1Iの取り付きを補助する側木である。二点 とも片面は厚〈漆が塗られており、これlこ対して裏

面は塗りが粗雑である。 8は第II面、 9は第II面土療より出土。

e 柄状製品(図18-5) 

長さ17.0cm。太さ約1.5cmの製品である。黒漆がその側面全体に塗られているが、保存状態は良く

なく、端面にまで塗られていたか否かはわからない。一方の先端部には深さ約2.2cmの穴があけられ

ており、この部分に何かの付属品が取り付けられていたものt考えられる。第II面より出土。

f 櫛(図18-1-4) 

歯の間隔が粗なもの(1-3) と密なもの(4 )二種に大別できる。今回の調査で出土した製品

は、全体の大きさを知ることができるものはない。ここに挙げた製品はいずれも棟がゆるい弧を描

く一般的なタイプのもの t考え られる。 4点いずれも第II面より出土。

13 木製品(図19・20)

杯(図19-1) 

口径9.0cm、器高3.4cm。高台の形状は総高台で高〈、やや厚手の体音IHこは外商に比較的明瞭な稜線

がみられる。木製てや漆が塗られていない製品として特殊な例であるといえる。第II面より11'，土。

ヘラ状製品(図19-2 -4) 

具体的な用途は不明であるが、形状の異なる三点がいずれも第II面から出土している。 2は柄の

部分てやl幅1.8cm、厚さ 5mm。先端にかけて薄〈削られており、片側が幅広になる。 3は厚さ 4mm。柄

の音11分は欠損しているが細〈、偏平な小型の勺子といった形状。4は|幅約1.5cm。先端はとがっ てお

り表は山型、 裏面はゆるい凸面に削 られている。

箸状木製品(図19-5 -9) 

lw 
叩訓 。4

図18 漆製品(4)櫛・柄状製品
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多く出土しているが、残存状態の

良いものをここに挙げた。

5-7は第II面より出土。8・9

は第II商2号建物より出土。長さは

23cm程度、 隔は太い箇所てや 7-8 mm 

程度のものが多いようではあるが、

法量はばらつきが大きく、断面の形

も不揃いであ る。

)1善!訟1I(図19-10・11)

11は長さ6.5cm、はめ込み音11分IJ:.8 
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mm程度の深さをもっ。漆は塗られていない。第II面より出土。なお10は用途不明であるが、 11のよ

うなはめ込みの凸部を持ち、膳脚のように用いられた可能性も考えられるのでこの項に挙げた。た

だし装飾的な形状には加工されていない。また全体に粗雑な削りであり、どのように使用されてい

たのか知り得ない。第II面より出土。

ノミ(図19-12)

12はノミの柄と覚しき製品てゃある。柄の部分は断面が長径2.7cm、短径2.0cm程のだ円形を呈 し、先

端にかけてはやや細くなっている。一方の先端は断而は円形を呈 し、鉄製の環がはめられている。

第II商 2号建物より出土。
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遊戯具(図19-13・14)

13は円柱状の材の上下を削って球体にしたも ので、笹打であろうか。加工は粗雑であり、 整った

球体ではない。第II面土境6より出土。14は独楽である。上面の径は5.2cm。下lこいいこ従って体部

は薄くなるように削られ、内面には帯状に墨で同心円が施されている。削り はごく丁寧で、墨入れ

もその点は同様である。なお、芯棒は残存しなかった。第II面土壌7より出土。

下駄(図20-1) 

台長20.5cmてや比較的小振のも の。全体に摩i威力ずはなはだしく、残存状態も良 くない。第II面土丹敷

東遺構群より出土。

草履芯(図20-2) 

2は厚さ約1.0cmの板材を用いた加工途中の草履芯。板材を長さ24cmの草履芯の形に切ってお り、

これをナタか何かで三枚にきいているが、かかと の部分はつながったままである。従来、草履芯は

薄くさ いた板を一枚ずつ形に切って作られるように考えられてきた傾向もあるようだが、本製品は

厚手の板をまず形に切ってから薄くさくという製作手順をうかがわせるもので、興味深い。第II面

より出土。

用途不明の製品(図20-3 -13) 

3は厚さ約5mmの板で、花弁状の形をなすもの。欠損箇所があり、 当初の形状は知り得ないので、

杓子のようでもあるが、それにしては柄の取り付き部は細すぎ、また欠損部にむかつて厚みがなく

なっている。第II函土壌6より出土。 4は不整形な角材の両端を?とがらせたもの。ただし一端は先

端が欠損している。加工はごく粗雑に施されており、 一時的に用いられるごく簡略な工具という程

度のものであろうか。第II面より出土。5は長さ12.2cm。粗雑に削られた製品て¥断面は台形の四隅

を面取り したような形を呈 し、上部に凸形の削り残 しの部分を持たせる。陽物の形代か。第II面よ

り出土。6は厚さ5mmの板材を削ったもの。片面は凸形に削られ、 裏面は平らであるが中心部に粗

い削りとり痕がある。一端を鋭 くとがらせ、 もう 一端は丸みをもたせている。加工はご く粗雑であ

る。第II面土壌7より出土。 7は厚さ2.0cm程てや中心部にむかつてやや薄くなる径6.2cm程度の円盤。

中心に穴が穿たれている。周縁は表裏面ともに面取りが施されている。第II面 1号井戸より出土。

8は厚さ6mm、径約3cmの円盤。遊戯に用いられる駒であろうか。第II面1号建物より出土。 9は

厚さ 8mm程の板材を加工 したも ので、一辺を波形に切ってい る。板材の両面はナタ状のも ので割ら

れたままであり、不整形。端部は波形の部分をのぞいて欠損しており、当初の大きさは知り得ない。

第II面土壌7より出土。10は厚さ約 8mm、径約5.2cmのほぼ半円形に近い板に、菊花状の浮き彫り を

施したも の。加工はごく丁寧に施されている。第II面より出土。11は長さ9.5cm。一端を両刃状に削

って鋭くとがらせたへラ状の製品て¥ 中心部をそ れたところに一箇所穴が穿たれている。第II面よ

り出土。12は長さ6.0cm、幅約3.7cm、小判形の製品。厚さは中央て。約1.5cm。比較的粗雑な加工である

が角を切り落 として全体に丸みをもたせたも ので、 二箇所に大小の穴が穿たれている。紐を通して

長さを調節した り固定したり する用具 といった可能性も考え られよう。第II面より出土。13は長軸
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4.5cm程の隅丸方形の製品。表面は角を丁寧に削り落としている。裏面は平坦な面に1.6cml隔の溝状の

くぼみが削られている。端部に二箇所の穴が穿たれている。第II面より出土。
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立早第 調査のまとめ

第I面における生活面の使われ方は、 南側に土丹商を伴なわない建物祉、その北側に東西方向の

道路上の土丹版築面、更にその北に平行する溝、そして部分的に残存する土丹版築面である。この

土丹版築面上に建物祉は検出されなカ3った。

この面出土の造物li、舶載磁器が少なく 、瀬戸製品が多く なる。かわらけも、薄手化の傾向を持

つものもあ るが、大体に於て側面観もそう聞かず前代より 多少時期が下るとみて、 14世紀中頃を中

心として前後する時貯と考えら れる。

第II面は確実な商として把握したのは調査区南側の土丹版築面だけであり、他は確認面に留まる。

調査区南西で検出された土丹面に沿う建物祉の東側辺は、磁北から350 東に振れている。雪ノ下一

丁目233番9他地点(北条時房 ・顕時邸跡)の第II面建物祉と同方向で、はぼ若宮大路に平行してい

ると見てよい。

この商の時期は、舶載磁器が比較的多〈出土している。中てやも白磁日正小皿が多〈出土している c

かわらけに手づくね成形のものは含まれない。第II商はかわらけの器型からみて13世紀末から14世

紀前半に住置づけられよう 。

註

1 3遺跡とも発掘調査報告書は未flJor大三輪龍彦編 『中世鎌倉の発掘j

有隣堂 (1983)

2 : r(推定藤内定員耳目逃跡一一一一鎌倉市新中央公民館用地内泣跡の発掘調査報告書:1

同発掘調査団 ・鎌倉市教育委員会 (1985)
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{列 日

1、 本報IJ:、鎌倉市山ノ内字東管領屋敷明月谷18

7番 6に所在する明月院旧境内遺跡、における庄舗

併用住宅建設に伴う発掘調査報告書である。

2、 発掘調査は、 H召和63年 1月8日から同年 1月

31日にかけて実施した。

3、 本報の執筆は、田代郁夫があたった。図版作

成には原康志、継 実、大畑明子、があたり、

これを原が編集した。

4、 本報で使用した写真は、遺構を田代が、造物

を木村美代治が撮影した。

5、 調査体制は以下の通りである。

担当者 松尾宣方 (鎌倉市教育委員会)

調査員 団代郁夫

調査補助員 田中哲也・ 田代美芽(現地)、

及川加代子 ・渡部律子(資料整理)

6、・ 出土品等発掘調査資料iま鎌倉市教育委員会が

保管している。

7、 発掘調査及び資料整理の際には、以下の諸氏

諸機関から貴重な御教示と援助を賜った。記して

感謝の意ぞ表 したし、。(順不同・敬称略)

手塚直樹 ・河野真知郎 ・斉木秀雄 ・馬淵和雄・

大河内勉 ・官田 真 ・宗蓋秀明・ 菊川英政・

武 淳一 ・村上和久・ i頼回哲夫・福田誠 ・

佐藤 泉 ・櫛橋典子・長田夏子・大三輪龍彦・

吉田章一郎 ・石井 進 ・吉田文夫 ・吉田茂夫 ・

吉田茂 ・多国建設
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図版3-1、舶載陶磁(明の白磁・青磁) 2、国産陶器(瀬戸) 3、瓦質製品(香炉、手熔り)

図版4-1、かわらけ 2、古銭 3、石臼
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第一章 調査地点の位置 と歴史的環境

遺跡は、例言で述べた如く鎌倉市山ノ内字東管領屋敷明月谷187番6に所在する。 i争智寺の向か

いの谷にあり、この谷を明月谷という 。明月谷は、南西に向かつて閉口し、谷奥から流れる小河川

に沿って、いくつかの小谷を内包している。調査地点は、この谷戸の入口近く、現在の明月院の門

前、南東に位置し、明月院につづく道に面した、 一段高い平場上にある。

現在谷戸内には、明月院だけが残っているが、かつてこの谷戸内には禅奥寺があり、明月院は、

その塔頭として成立したものである。禅興寺は、正しくは福j原山禅興久昌禅寺と号 し、北条時宗の

開基、開山は蘭渓道隆である。開創の年時については、文永五年 (1268)から六年頃の聞とされて

いる。(註 1)鎌倉期に於ける禅興寺の規模は、元亨三年(1323)の貞時十三年忌供養に僧衆九十二人が参

加しており、このことか ら建長 ・円覚の四分の一、 i争智の次、大慶・万寿の上て、ある というJ註2) 

関東十重IJの制が定められた後も、そのーっ として、順位は時により所伝によって定まっていないが、

ー佐、あるいは二住を占めている。足利氏ときしたる関係もないのに、関東にあってこれだけの上

住を維持しているのは、鎌倉期に、既に叢林としての地位を確立していたからであろうとされてい

イ

寸

る。(註3)天文七、八年頃 (1538-9 )の成立て¥その記す内容は永享頃 (1429-1441)のものであろ ペ

うと推測されている、(註4)r五山記考異Jには、仏殿・法堂 ・僧堂・経蔵 ・山門・稜厳塔 ・昭堂その
他がみえ、塔頭には明月院 ・宗猷庵 ・賞龍庵等があけ.られ、上村本 『宗派目子J所収の「明月院目

子」には、このほか久昌窟 (鎮守)・大弁才天 ・羅漢塔及び、宗徳庵等がある。

その後、黄梅院文書(東大資料編纂所架蔵影写本)年未詳「道濯書状J{註5)によれば、 寺領が違乱

されたりしているが、また永正六年 (1509)古河公方政氏が、禅興寺領の還補について述べた書簡

があり(足利政氏書状)、 再興 している。そ して天正九年 (1581)に足利義昭が、恵i登を禅興寺住持

に任命したりしている(成安寺文書)のをみると、こ の頃まで健在であったらしいが、後再び衰え、

貞享頃 (1684-1687) には仏殿一つが明月院に付属 したような形になっている。禅興寺は明治の初

め、廃寺となった。

註

1 r鎌倉市史 ・社寺編j 高柳光寿編・古川弘文館 1959 
2 註 lに閉じ

3 註 1に同じ

4 lttlに同じ

5 註 lに同じ
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第二章 遺構と遺物

第1節 基本土層の説明

第1層 近代以降の盛土で、暗褐色を呈する。厚さ は、平均70-80cm。

第2層 調査区北側の岩盤崖面が、風化作用等によって、崩落したために堆積したと思われる土丹

層で、土丹塊及び、土丹粉と腐食土が混ざり合い、水気を含んてや粘性を帯びた、黄褐色土である。

厚さは平均50cm程である。

第3層 同じく崖商が、一気に崩れ落ちたようで、調査区北側に三角堆積する。土丹によるガラガ

ラの貰褐色土丹層である。

第4層 遺物包含層である。木炭を少量含み、黒色土と小土丹の混ざり合った、暗黄褐色土である。

この層の上面て¥柱穴等をいくつか確認した為、第一面としたが、 全体に遺構の検出が難しく、調

査期間等を考慮して、岩盤面上まて引下げて、 最終的な遺構確認を行なった。本層の厚さは平均10-20

cm程てやある。第4層を除去すると、岩盤削平面が表出する。

第2節検出遺構(図 3・4) 

調査区は、明月谷戸の南東山裾に位置し、西北に向って閉口した平場上にある。この平場は北側

で標高27.5m、山際奥てやは27.7mを測る。平場の南東から北東の一部にかけては、岩盤崖面に向って

高まりをみせる。その上部の標高は28.5mて、ある。

この平場岩盤面上は平均して約150cm程の堆積土に覆われていたが、基本土層の説明で先述したよ

うに、約120cm程掘り下げたところで、暗貰褐色土で造物を合んだ、やや締りのある土層を検出した。

この土層の上面には炭化物の広がった範囲や柱穴等の遺構も、いく つか確認でき、ある時期の生活

面と思われた。しかし、顕著な地業面を構成せず、 しかも遺構覆土の判別が困難であったため、さ

らに10-20cm掘り下げて、岩盤面上で遺構確認を行なった。

この結果、 3棟以上の掘立柱建物と柱穴、溝、井戸、石切跡などの遺構を検出した。

a掘立柱建物祉

柱穴li調査区全体から多数検出されている。大体径20-30cmのもので、方形を呈する例が多く、

円形の例も多少認められる。

全体を眺めると、調査区束、中央付近と調査区西に 3列、南北に柱穴の集中がみられ、それらは

さらに小規模のまとまりをもって並んでいる。石切りによる削平岩盤面の改変も多いが、一定規模

の建物祉の存在をうかがわせるものである。柱穴の小規模の集中は建物の建替えによるものであろ
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調査区西壁土層図

図3 遺構全体図
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図4 井戸士止
ーベ

建物は張出し部分や、構造上の問題を度外視して、一応、建物の規模を想定すれば、図上てい3棟

を確認することがていきた。調査区の岩盤平場は調査区外北側及び西側に、さらに広がりをもち、建

物の規模自体更に延びる可能性が充分に考えられる。

建物lの規模は、南3.53m、東西6.32m。建物2の規模は、南北3.07m、東西6.06m。建物3の規模

は、南北5.0m、東西3.06m。

b溝祉

調査区南東の岩盤崖面下に、数粂のi梓が検出された。規模は|幅約20cm、i楽さ10cmてい調査区平担商

にほぼ添うよう仁、南から北へ傾斜している。これらは岩盤崖面からのしばれ水や、雨時の流れの建

物側への流れ込みを防ぐ為のものであろう。

c井戸祉(図 4) 

岩盤面上に掘り込まれている。平面)1ヲは長辺98cm、短辺74cmのやや附丸の長方形を呈する。南側

側壁は、ややオーバーハングしながら最初の底面に至り、深さは北側で22cm、南側で28.5cmて、、ある。

この底而内は、更に平而形の各辺をはLf平行に縮少した長方形に掘り込まれている。長辺80cm、短

辺42cmである。深さは北側て15.5cm、南側で8cmて、ある。この井戸i止北側と近接して、長辺78cm、短

辺35cm、厚さ24cmの鎌倉石(凝灰白砂岩)の切石が岩盤商上に設置されている。井戸内覆土は殆ん

ど、 30-40cm大の伊豆石て¥一時に投げ込まれた状況を呈 している。この岩石中からは、石臼 (1玄|

6 -23)及びかわらけ (1:)(16-11)が山土 している。井戸祉完掘後、 しばらくすると水が滞水し、
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かつても岩盤崖面からのしぼれ水を溜めた施設であったことが窺われる。

d 石切跡

調査区全体に 9ヶ所以上にもおよぶ、鎌倉石(凝灰質砂岩)の切り出しを行なった痕跡を確認し

た。石切跡には切り出し時のノミ痕を思わせる、細長い溝状の痕跡が残っているものが認められる。

この石切跡は、第 l面構成土によって覆われていた ことから、 第2面である岩盤上生活面にさほど

隔たらない時期に形成されたものと思われる。

第3節 出土造物

a、 陶磁器類

舶載磁器(図 5- 1) 

l は白磁皿である。口縁部は 1cm程の、ごく小片である。内面及び、体部外面下半まで施利され

ており、白濁した色調を呈する。胎土は、かすかに貰色昧を帯びた白色で、気泡が多い。第4層(包

含層)中出土。

他に青磁碗の小片が第 4層(包含層)中から出土している。

この他に、図化できなかった青磁の小片を出土 している。図版 参照。

国産陶器 (図 5- 2-5)

2・3は瀬戸の縁手IIJ小皿ていある。 2は口縁部片、 3は底部片である。底径 5cmo 2は、口縁部内

外に灰軸が施されている。 3は底部右回転の糸切りで、 2・3とも胎土は、かすかに貰色昧を帯び

た灰白色を呈 している。 ともに岩盤面ヒより出土。

4は、瀬戸灰柑碗の口縁部片である。内面及び、体部中半まで施キ111されている。胎土は貰色味を

帯びた灰白色を呈している。岩盤面上出土。

5は、瀬戸の灰利l鉢で、口縁は外方に引かれる。第 l商出土。

b瓦質製品(図 6-8、10・11)

6 • 7は香炉である。 61.J:口径8.8cm。上方に向かつてやや聞く筒型で、口縁外面やや下がった t

ころに、菊花紋が連続してスタンプされている。四足を有する。岩盤面上出土。7はハカマ腰型の

香炉であろう。胴音11外商に下向きの剣頭文様がスタンプされている。岩盤面上出土。

8は土風呂。岩盤面.上出土。

10・11は手熔 りである。10は輪花で、口縁部は内側に舌状に張り出し、外面のへラ押し部分内側

の同位置に粘土を貼付する。ともに第 1面出土。

c石臼(図6-23) 

下臼の 4分の l程の破片である。径39.3cmて¥厚さ9.3cmて、、ある。井戸祉覆土中から他の伊豆石 と

伴に出土している。

d古銭(図 7-1 -10) 
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|快 口径
1 5.9 

2 5.9 

3 6.9 

4 7.0 

5 6.6 

6 6.8 

7 6.8 

8 7.6 

9 7.1 

10 7.0 

11 6.5 

かわらけ法量表(図6) 単位cm

底径 器高 備 考 l被 口径 底径 器高 {指 考

2.4 1.8 12 10.0 5.7 2.5 

4.2 2.6 13 10.7 5.0 3.8 

3.7 1.7 14 11.0 6.3 3.1 

3.7 1.9 15 11.0 7.0 3.0 

4.3 2.0 16 11.0 5.4 3.5 

4.0 2.2 17 11.5 6.6 2.8 

4.5 2.2 18 12.8 ※7.5 3.5 

4.4 2.3 19 12.3 6.0 3.7 

3.9 2.1 20 11.9 7.5 3.2 

2.8 2.9 21 14.0 8.6 3.5 

5.4 2.1 11古土・て焼良成好ともに
極め

22 13.5 8.7 3.8 

1 - 2  -4  5 

7 8 

図7 古銭拓影

{ 
9 

1は唐銭で開元通賀、初鋳年は621年。2-7は北宋銭である。2は景祐元賢で、初鋳年は1034年。

3 -6 1;1:.皇宋通費て¥初鋳年1;1:.1039年。 7は政和通賢て二本IJ鋳年は1111年。 8-10は明銭である。

8・9はj共武通費で¥初鋳年1;1:.、 1368年。

10は永楽通費て¥初鋳年は1408年。これらの古銭は、 第4層中か ら出土 している。
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第三章 まとめ

本追跡、出土のかわらけの分類と変遷

今回出土 した遺物は種類、量 ともに、決して多いとはL、えない。鎌倉の旧切り通しの内側での調

査例と比すれば、格段の相違がある。 しかし市街地では、中世から近現代に至るまで地業、時IJ平が

繰り返されている為、比較的上層にある中世でも下った時期の造物は、殆んE出土しない。これに

対して、本遺跡からこの期の造物が出土したことは、谷戸内の小平場て¥ しかも北向きといった環

境の為かもしれない。

ここでは本遺跡出土のかわらけを分類し、市内各追跡出土の造物との比較によって、追跡の年代

を考えてみたい。

本追跡出土のかわらけを、面及び遺構別に分けると、岩盤面上出土(第2面)出土のものは、図

-3、5-7、17、20-22である。第 l面出土のものは、 2、4、9、10、12、13、15、16、18、19

である。そして11は井戸祉覆土中から出土している。

岩盤面上 (第2面)出土のかわらけを I期とし、それより上の第1面出土のものをII期とする。

井戸祉は、第 1面を検出した段階で、既に覆土の大半を占める伊豆石が検出されている。井戸廃絶

時の一回的投げ込みと考えられ、その覆土中から出土しているかわらけは、 II期より更に新しいも

のと考えて大過ないと思う。井戸覆土中出土のかわらけをIII期とする。

(旧) 1→II→III (新)

I期 ・II期を通して、かわ らけは大、中、 小の 3種で構成され、 III期は小皿が 1点出土している

だけで、ある。この大、中、小をそれぞれa、b、cとする。また出土かわらけには、各期を通じて系統

的変遷が看取され、この各系統をA類 ・B類 ・C類・ D類とし、変遷を l、2、3で示した。図8参

日目。

I-Aのかわらけは形態差によって 2種に分けられる。ともに体部側面観は直線的で、あるが、体部

外面立ち上がり部がストレートなもの (I-A-1) と、外方向に緩やかに内奇するもの (1-A 

-2)である。II-Aのかわらけは体部側面が直線的で¥立ち上がりやや外方向に内奇し、この特徴

はI-A-2と共通するが、口縁部がかすかに外反傾向を示す点が異なる。(I-A-3)oA類は I

期、 II期を通じて体部側面が直線的で、あることが類別の根拠である。I-A-1は、体部外面立ち上

がり部について、 II-A-3と共通点をもたないので、 I-A-2と同一岩盤面出土だが、より先行

するタイプと考えられる。

B類のかわらけは体部側面が緩やかな内湾傾向を示し、口唇部が鋭角的なものである。この特徴を

もっともよく表わしているのは、 II-B-2て¥この系統を I期に求めると、 I-B-1が一応考え

られる。このタイプのかわらけの I期から II期への変遷は、体部内面立ち上がり部の肥厚する点に
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求められる。 

C類のかわらけは、体部下半に腰をもち、底部壁、体部壁の厚さが、各期を通じて左程変化せず、 

口唇部が外反傾向をもつところに系統的特徴がある。この口唇部の外反傾向は、次第に強くなり、 

IT-B- 3では外方向に舌状に引かれる様になる。 

D類は胎土、焼成ともに極めて良好で、型態的にも前期に系統を求めることができない。I期、II 

期の系統的連続性に対して、IT期、III期の間には、年代幅を多く取る必要があろう。 

市内各遺跡の中で、今回出土のかわらけと同タイプのものが出土しているのは、裏八幡西谷遺跡、 

（註①）鶴岡八幡宮境内遺跡、（註②）等である。 

裏八幡宮西谷遺跡では、第1区1号岩盤造成遺構（第 3削平面、溝）、第 2 区上段遺構第1削平面・

第 3削平面、下段遺構、第 3区試掘坪 4 から、本遺跡出土かわらけ中のものと近似するものが出土

している。このかわらけの特徴は、底部壁、体部壁共に著しく厚手で、体部は直線的に立ち上がり、 

口縁部が大きく外反する。これらを共伴した明磁の年代観を中心に、瀬戸、常滑窯の編年により15 

世紀後半～16世紀前半に位置づけている。 

鶴岡八幡宮境内の調査は、直会殿用地、研修道場用地、鎌倉国宝館収蔵庫建設用地、（註③）鶴岡文

庫建設用地、の 4 ケ所で実施されている。 

研修道場用地では、V基に編年された第一面で出土している、かわらけ中のものが近似している。 

このかわらけの特徴は、側壁が直線的に外反する点である。伴出遺物は、瀬戸の折口鉢、灰粕碗、 

入子風の小型碗が出土している。 

また、直会殿用地第 5・6面出土のかわらけ群と近似する、側壁の外反角度が前期に比して、よ

り強く直線的になるものも、今回出土のかわらけ中に含まれている。これらは研修道場用地発掘調

査報告書で、VI期に編年されている。直会殿用地では、瀬戸の縁粕小皿を伴出し、研修道場用地で

は、瀬戸の折口鉢と、口縁内側に突帯をもっ鉢などが伴出している。V期は、天正十九年（1591年） 

の「造営目論見絵図」に対する解釈に異論のあることを前提とした上で、遺構から判断し、また直

会殿の第 6面からはこの期のかわらけが極くわずかしか出土しておらず、逆に研修道場の第1面か

らは直会殿・第6面’出土のかわらけが全く含まれていないことを根拠に、15世紀後半頃としている。 

玉縄城本丸出土かわらけに類似するものの、胎土は同質であるが、側壁はより直線的であり、やや

異質であるとし、瀬戸の縁粕小皿の伴出、玉縄城の存続年代を考慮して、16世紀初頭頃の年代を与

えている。次に鶴岡文庫建設に伴う二十五坊の調査では、上述のV期、VI期は、それぞれ二十五坊 

5期、 4 期に当てられている。 5期は、 I次調査トレンチ部分、及びII次調査第 4 期が相当面であ

る。 5期、  4期のかわらけの側面観は、 ともに外反傾向をもつが、胎土による差異が認められる。 

5期・I次調査各トレンチ下層のものは、砂を含んだ胎土で、器肉も薄い良質なものが多く、上層で

はこの傾向が逆転して、粉質胎土のものが7-8割を占める。IT 次調査第 4 期では、粉質胎土が 2 

-3割である。伴出遺物は、瀬戸製品の他に中国製磁器が多いが、明磁は含まれず、肥前製品も全

く含まれていない。第 5期のかわらけは、15世紀後半～16世紀初頭頃とされている。 4 期のかわら 
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けは、;粉質胎土のものが全体の比率で9害Ijを占める。口径では大、中、小、極小、の 4種類がある。伴出遺

物では明磁、肥前窯製品は全〈認められず、'瀬戸製品が主体をなし、手熔りでは、口唇部が内側に

舌状に張り出すものが殆んどである。この型の子熔りと鍔釜が含まれていることが、 4期の特徴の

ひとつであり、鍔釜が鎌倉では15-16世紀にかけて出土し、上記手熔りは 「いわゆる中世」には出

土 していないことか ら、 4期には16世紀中頃から後半の年代が与えられている。

また、河野真知郎氏は、昭和61年段階の「鎌倉における中世土器様相」と題する論文の中で、 (註

④)本遺跡、出土のかわらけのタイプを殆んE含むと思われる鎌倉第VI期を、 15世紀中頃ー16世紀前葉

としている。

以上を前提として本遺跡出土造物を通観すると、第 1面から岩盤面に至る包含層中から、瀬戸縁

柑小皿・折口鉢が出土しており、本遺跡の造物からみた開始期が15世紀であることは確実である。

また、口縁が内方向に引き出される瓦質輪花の子熔りが出土していることから、 16世紀代にかかる

こともほぼ誤りないと思う。しかし鎌倉周辺地域での美濃大窯期の遺物の大量な出土状況を考える

しこの期の瀬戸、美濃製品が皆無であることは、 16世紀代に大幅にかかることを跨蹄せざるを得

ない。また、 II期の遺物を戦国期とするには、形態的にも 15世紀の特徴が色濃いように思われる。

c (小型)タイプでやや深昧を増す I-A-3-C'は、戦国期以降の極小タイプのかわらけの崩芽で
はなかろうか。

これらのことを総合して、 I期、 II期、 III期の年代観を述ぺれば、 I期は15世紀の後半1400年代

を2分割して)から末頃、 II期は15世紀末から16世紀の初頭と考えておきたい。

註

l 服部実喜 「裏八幡西谷遺物Jr神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告 4J] 同センター 1984 

2 斉木秀雄「直会殿用地発掘調査報告書」向調査団 1983 

斉木秀雄 「研修道場用地発掘調査報告書」 同商査団 1983 

斉木秀雄 「鶴岡八幡宮境内遺跡発掘調査報告IIJ同調査団 1987 

3 鶴岡八幡宮境内発掘調査報告書」向調査団 1985 この調査地点から15・16世紀のかわらけは出土していない。

4 河野真知郎 「鎌倉における中世土器様相J r神奈川考古 第21号 古代末期中世における在地系土訴の諸問

題j 神奈川考古同人会 1986 
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図版3

青磁碗

図 5-2 

図5ー | 瀬戸縁秘IJ、皿

図 5-5

瀬戸灰湘鉢

図 5-3 国 5-6

図 5-8 

同左

図 5-10 
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図版4

同一2

酒田瞳宮
同ー11

同-16

同-8 -10 

162 



7 .若宮大路周辺遺跡群

小町二丁目 12番 18地点



{列 t 

Eヨ

1. 本報は、鎌倉市小町二丁目12番18における自

己用庄舗建設にともなう埋蔵文化財発掘調査報告で

ある。

2.発掘調査は国庫補助事業 として鎌倉市教育委

員会が実施 した。

3.本報の執筆および編集には馬淵和雄が、図版

作成には馬淵 ・菊川英政 ・関口真理 ・渡部律子 ・

及川加代子があたった。

4.本報で使用 した写真は、遺構は馬淵が、造物

は木村美代治が撮った。

5.調査体制は以下のと おり 。

担当者 馬淵和雄(鎌倉市教育委員会l屈託)

調査補助員 渡部律子 ・梅木信之 ・新国哲也・

関口真理 ・松本信一 ・成田サキ・ 市瀬ツノレ子 ・

桜田守男 ・成田初枝 ・川名由子 ・青木綾子

(以上現地作業)

及川加代子 (資料整理)

6. また事業者の協力によ り、現地作業において

は鎌倉市高齢者事業団の次の人々の御参加を得た。

高橋作造 ・大森由夫 ・登坂幸雄 ・佐藤功 ・

箕田孝善・岩間敏雄 ・増田保 ・狩野徳恵知

7.発掘調査 ・資料整理の際には、次の諸氏 ・諸

機関から貴重な御教示と援助をたまわった。記 して

感謝の意を表 したL、。(順不同・敬称略)

大三輪龍彦 ・三浦勝男 ・鎌倉考古学研究所 ・

藤原良章 ・吉田立一郎 ・江上幹幸 -相11川清彦・

中田英
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第一章調査地点の位置 と環境

本地点は鎌倉駅の北方約200m、若宮大路から西に約80mの、現在 「小町通り 」と呼ばれる商店街

に面した場所にある。「小町通りJ商庖街は新しく設けられた道なのであまり参考にできないが、本

地点より西に約40mのところを若宮大路に平行して南北に走る路地があり、大路と今小路との聞と

ちょうど二分する位置にあるので、これが中世期以来の街割を知る上で手掛りになると思われる。

この付近についての文献は見当ら ないが、北方約200mにある「北条時房・顕時邸跡Jと呼ばれる

場所の南側の並びに位置する点からみても、若宮大路沿いに並んでいたと思われる御家人達の屋敷

の一角に当っている可能性はある。

この付近は、市内中世造跡の中枢の場所に当り、鎌倉駅一帯から八幡宮にかりで、すでに何十箇

所も調査されてはいる。しかし、たいていが500m2以下の狭い区画なので、各地点のつながり 等はほ

とんど不明のままである。だから、例えば庶民住居のようなものを検出 したとしても、現状では、

武家屋敷の中の 「庶民居住区J(今小路西追跡、笹jl成小学校用地の用語註 I)なのか、それとも独立 した

庶民の町のー画なのか、 ということを決めることは難しい。

若宮大路 と、先述の南北の路地に挟まれた一画を北の八幡宮側から眺めてみる と、 まず 「北条時

房 ・顕時邸」と呼ばれる場所で既に数箇所の調査地点があり、 若宮大路の側溝らしい大溝註2や地割

を示す溝註3等も検出されている。本地点付近では過去大きな面積を調査する機会に恵まれず、地割

等もわかっていない。本地点以南てやは、鎌倉駅の発掘調査(，蔵屋敷遺跡J)註4て二大路とほぼ平行

した溝が検出されているのに対し、先述の路地を挟んで西側に当る小IU]"-丁目116番地点註5では、大

路と大|隔仁ずれた車111線の溝が検出されているので、この路地に条坊制の規制の境界が設けられてい

る可能性はある。

また、鎌倉駅付近のいくつかの調査地点註6では、奈良・平安時代の竪穴住居祉が発見されており、

今小路西追跡、御成小学校用地内てや検出された古代郡街前面の集落構造とその規模を知る上でも、本

地点は賞重な位置にある、 と言えよう 。

註| 今小路西遺跡発掘調査団 『今小路西遺跡(御成小学校内)発掘調査概報.11988 

2 雪ノ下一丁目273番ロ地点および雪ノ下一丁目274番2地点など

3 雪ノ下一丁目233番-9他地点

4 鎌倉駅舎改築にかかる逃跡調査委員会『蔵屋敷追跡.11984 

5 r若宮大路周辺遺跡鮮(小111]一丁目116番地点)H鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書2 H百平[160年度発
掘調査報告J1986 
6 註5の地点など 5箇所
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図 1 近辺の主な発掘調査地点、
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り

図 l調査地点名

l 小IIIT-丁目115番地点

2 小IIIJ一丁目105得地点

3 蔵屋敷逃跡

4 蔵屋敷束逃跡

5 二 ノ鳥居西遺跡

6 小IIIJ二丁目345番-2地点遺跡

7 小III]"-l目75番地 l 地点

8 大巧寺旧±党内

9 小ドIJ一丁目309番 5地点追跡

10 (推定)藤内定員邸跡、泣跡

11 本党寺旧境内

12 諏訪*泣跡

13 御成町228番 2他地点

F 二二=弓¥
図2 調査地点の位置

14 千葉地来逃跡

15 扇が谷一丁目74il干8地点

15 扇が谷ー 「目131番 1地点

17 雪ノ下-T目210番地点

18 小町二丁目39孫6他地点

o 50m 

19 五・ノ下一 「仁1233番 9地点

20 雪ノ下-Tb1274番 2地点

21 雪ノ下一丁目273番 目地点

22 ';21ノ下一丁目271喜子ー 1地点

23 省ノ下一了目371祷ー l地点

24 雪ノ下一丁1=1372喬一7地点

25 3地点

25 雪ノ下一 flこ1432番 2地点

※番号を付していない地点は、立会い等その他の制査地点
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調査の概要と経過第二章

この結果、地表下約50cmまで本調査に先立つて、基礎杭の入る 8箇所を1987年4月に調査した。

この深度ま で重機伝導入して排土した。調査近・現代の客土層の及んで、いることが判明したため、

面積は建物建築にかかる約130m'である。東側の商底街に面したー画には、コンクリ ー トの地下倉が

この部分の調査は除外した。地山層にまで達しており、

これに直交する東西の軸線とを 4m間隔で調査にあたっては、若宮大路に平行 した南北車Ih線と、

設け、前者にアノレフアベットを、後者に算用数字の名称をイサーした。各方眼区画の名称は北西角の軸

-E)である。(MN-34.5' E
 

線交点を充てた。南北il!rtl方位はN-27.5。

その間以下本調査は5月22日より 重機を導入 して始められ7月10臼に機材を撤収して終了した。

のような節目がある。

上層遺構面全景写真撮影と平面図等終了。6月13日

地山面全景写真 と平面図等終了。

東域拡張部全景写真 と平面図等終了。

7月6日

7月9日

d
υに
4
4
a

・且4
・・4

・・

2 

3 

4 

N-27 .5'-E 

ヘ
2 

3 

4 m 。4 m 

168 

4 



第三章遺構と遺物

第 1節層序

近・現代の客土層を除くし部分的に非常にぶ厚い土丹(泥砂岩の三浦地方における呼称)地業

層がある。 これはおそらく 、近・現代客土の際の床土であり、その下に中世の生活面があらわれる。

これを第 I簡とした。この面には部分的に土丹面があるが、多くはi倍茶褐色砂質土によって構成さ

れている。員殻粒子や炭化物の散在する面である。地表下約70cm前後、標高約6.2mにある。

第II面は I面下約10-20cmにある暗青灰色粘質土で構成される而で、この面にも砂 ・貝殻等の散

布が認められた。炭化物も非常に多い。

第III面は黒褐色粘質土の中世基盤層上面であり、この付近の上面の標高は約5.8m前後である。こ

の面は土中の鉄分の非常に堅〈固ま ったところが部分的にみられ、またその鉄分のせいで、茶褐色

を呈するところもある。青灰色の海成砂層はこの面下約10-20cm程度て、ある。

第2節第 I面の遺構と遺物

この而てや検出 したのは土撲10基、溝2条、かわらけ溜 り3群、通路状の面等である。

1.かわらけ溜り 1 (図 5) 

|隔3-3.6mの大きい溝状の落ち込み(溝1)の中に約300個体以上が捨てられていた。南北の調査

区外に溝状の落ち込みが伸びており、さらに広がるものと思われる。またこの落ち込みが実際に講

であるのか、それともゴミ捨て穴のようなものであるのかは、護岸施設がなく、覆土に水の流れた

痕跡もみられないところから不明である。深さは50-60cm、断面形は箱形である。

出土造物(図7ー I

かわ らけ (1-6)のうち大型品は低めの器高の ものが多くみられ、小型品は薄手で内湾するも

のの他に浅い器高のものもある。また中型品(3 )が含まれているが、これはこの時期特有のもの

である。いずれもロクロ成形のもの。

7-9は山茶碗窯系こね鉢で、いずれも丸い端部を持つが、肥厚するもの(8・9)としないも

の(7 )がある。

10・11は常滑聾て 12も同 じく常滑であるが、概して、口縁端部が上方に向って尖る、平たい盤

てゃある。

13は瀬戸折縁鉢てや内 ・外面に目痕がある。

14は瓦質の火鉢。
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つばの上と下とで器15はi骨石鍋て¥

壁の厚昧が異なる。淡褐色と銀灰色と

がしま模様をなす石材。

16は太平通宝。 北宋の976年初鋳。

(図 6右)かわらけ溜り 22 

B-2、かわらけ溜り 1の上にある。

約70個体がまとまって出土した。

いずれもロクロ成形のもので、器形

的にはかわらけ溜り 1と変らず、大型

品はやや低めの器高、小型品は薄手てい

器高の高いものと低いものとが混在し

ている。

(図 6左)

B-2北東部にある土嬢中からまと

まって出土した。13個体が土擦に捨て

られて いる。

かわらけ溜り 33. 

g
o
o
-也

土壌自体は直径60cm、j奈さ35cm、逆

台形の断面を呈する円形プランの穴て、、

ある。

一
1

5

一

図

大型・小型ともにロクロ成形で、薄

内湾する体部

溝 2

北壁際に南岸がのぞいている。断面

を持つもの。大体において焼きが良い。

い器壁の、器高も高め、

4. 

V字形てや、西端は溝1の子前でとまり、

東端は撹乱壌に切られている。深さ40

cm 以上、幅は不明。
ー_，
刊4ロ
辺司
← 

出土遺物(図 7
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22はかわらけで口縁部に油煤が付い

ており、燈明皿として使われたものか。
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C かわらけ溜り 2
図6 第 I函かわらけ溜り 2、3

23は蓮弁文青磁の小碗。青緑色透明の利l薬で、高台畳付のみ露11台。内湾度が大きい。

24は鉄製品で、舟釘のような大きな釘だと思われる。

5.土壌1

B-2のかわらけ溜り上で検出した。南北1l2cm、東西90cm、楕円形で、断面は皿形。深さ約20cm。

底商に長さ58cmの板が入っている。

出土遺物(図 7-25・26)

ともにロクロ成形による。小型の25は低い器高の、模形に斜め上方に伸びる器壁を持ち、大型の

26は薄手で内湾する高い器高のもの。

6.土壌2

B-2・3にある方形土域。南北85cm、東西68cm、i菜さ18cmで、断面は皿状。

出土遺物(図 7-27・28)

いずれもロクロ成形の薄手で器高の高いものであるが、 28はこの時期特有の中型品。

7.土境4

調査区西壁にあり、西半は外に出ている 。 南~t210cm以上、東西は不明。深さ約20cm。
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ロクロ成形品の大 ・中・小の三種がみられる。いずれも薄手で高い器高のもの。

8.土壌5

B-3南壁にあ り、 南側は調査区外に出ている。東西115cm以上、南北92cm以上、深さ約50cm。

出土遺物(図7-32"-'34) 

ロクロ成形ばかりだがいく分器高の低いもの (33・34)がみられる。

9.土壌7

C-3にある楕円形土壊。南北82cm、東西55cm、i奈さ25cmで、播鉢状の断面を呈する。

出土遺物(図7-35"-'37) 

35は山茶碗窯系こね鉢て"，36は常滑こね鉢、37は同小査であ る。 37の口縁端部は上方に尖る。

10.土壌11

B-2北西角にある円形土壌。南北75em、東西68cm、i奈さ26cm。断面は皿形を呈する。

出土遺物(図7-37"-'39) 

37・38はロクロ成形かわらけで、 37は薄手の小型品、 38はやや厚昧ある器壁の大型品。 39は常滑

の聾である。

11.柱穴14出土遺物(図7-40-42) 

B-2にある椿円形の柱穴14から出土 した遺物である。

'、
、、
_-、 J 、

¥ 、~ーζ----

天聖元宝 元豊通宝 元笠通宝 2 町初鋳1023年 1078玉F 1078年

命6 。8 。 10cm 

図8 第 I面上包含層出土遺物
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40はロクロ成形の小型品て¥器高は低め、器壁が棋形て、斜め上方に伸びる。

41・42は常滑の護口縁部。

12.第I面上包含層出土遺物(図8) 

1は常j骨嚢底部。 2. 3は山茶碗系のこね鉢と鉢である。 2の高台脇の削りは櫛歯のような細か

いぎざぎざをもっ工具による。

4 li火鉢て¥瓦質だが淡褐色を呈する。

5は鉄鍋の内耳部分。なおこの他に横長湯口の付いた底部片もある。

6は「天聖元宝Jで初鋳1023年、 7・8は 「元豊通宝jてや初鋳1078年である。

第3節第II面の遺構と遺物

この面で検出したのは井戸 1基、土媛6基(うち方形竪穴 l基、常滑埋護土壌 l基含む)、柱穴約

60口等である。

1.井戸1(図10)

調査区中央部にある方形の木組み井戸である。掘方は東西 2m30cm、南北 2m08cmのほぼ正方形

? の大きなもので、木組みはこの掘方の南西角近くに寄せられている。

木組みは上下二段構造になっている。まず掘方底面に|陪およそ27cm前後の板で組んだ四角い枠組

みを据え、内側に打ち込んだ杭で固定する。この枠の上縁には、外側に|幅9cm前後の角材による枠

組がはめ込まれて、 二段目の縦板の井戸枠が載るのである。この縦板は長さ35-40cm{立て、雑に切ら

れた格好になっており、上辺に蓋のような横板の名残りがみられる。

井戸枠は下段の内法が、東西72cm、南北75cm、上段の内法が、東西92cm、南北90cmしはぼ正方

形を呈する。深さは58cm(北東角)ー72cm(南西角)である。

6は手づくねの小型かわらけである。 7はロクロ成形の大型品だが、厚い器壁を持つ。

8 -10は山茶碗窯系こね鉢て¥口縁部は肥厚し、端部は丸い。

2.方形竪穴 1(図11-4) 

C-3にある長方形土療。北辺 2m40cm、南辺 1m95cm、南北 1m88cm 1:.多少台形に近い。深さ

約40cmてや、逆台形の断面を持つ。

出土遺物(図12ー 1 5) 

1 -3のかわ らけはどれもロ クロ成形で、大型のものは厚めの器壁を持ち、小型のものは浅い棋

状の器壁を持つ。
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4 .-5は常滑墾口縁部である。

3.土境12(図11-2) 

B-2にある円形土墳。南北1m、

東西95cmの整った円形で、壁なかI.t.l::'

から柱穴状に深〈落ちる。j奈さ56cm。

11・12は山茶碗窯系のこね鉢で、口

縁部は肥厚 し、端部の丸いもの。 13は

常滑こね鉢である。

14は手づくねかわらけである。

4.土壌13(図11-3) 

A-2の西壁際にあり、西半は調査

区外に出ている。南北 1m15cm、東西

は不明、深さ約20cmの方形て、ある。

5.土境14

B-3南壁際にあり、南側は調査区

外に出ている。東西1m80CI目、南北 l

m08cm以上、深さ30cmの方形土壌。断

面はほぼ箱形を呈する。

ヘ

5.00m 

。
図10 第II面井戸1

15はいわゆるミニチュアのかわらけ、 16・17はロ クロ成形のかわらけである。

1 m 

18は白磁四耳査である。口径12cm、肩部径24.4cm、底径7.6cmに復元される。器高はおよそ34-35

cmであろう。胎土は灰色でしまり良 〈、制薬は僅かに青味を帯びた灰緑色の透明粕である。外底部

が焼けている。

6.常滑埋護土嬢(図11-1) 

A-2の西壁際にあり、揺鉢状の土媛中に常滑護底部が造存している。土壌自体は直径85cm前後

の円形で、深さ35cmで‘ある。

出土遺物(図12-23)

底径24.3cmの大きな常滑の喪。口縁部は不明。
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7．第II面上包含層出

土遺物（図13・14) 

1はかわらけ質のミニチュ

ア皿、 2 は白かわらけ質のミ

ニチュア皿である。 

3 -15はかわらけ。このう

ち 3・8 に薄手・内湾という

やや後代の様相が残るが、他

はおおむねやや厚味のある器

壁で、器高もあまり高くなし、 

ものが多い。 

16は口縁部が黒色を呈する

瓦器質の土器。17は手づくね

白かわらけである。 

18-20は青磁で、18は内面

に蓮弁文のある小鉢、19・20 

は鏑蓮弁文碗である。 

21・22は白磁口死げ皿。 

23~ 26は青白磁。24は瓜型

の水注で、23はおそらくその

蓋である。24は淡水青色の紬

薬で表面が焼けている。25は

渦巻文の大きめの水注。胎土 

はやや粗く灰色で、粕薬は淡水青色だが、これも表面が焼けている。26は牡丹唐草文梅瓶。肩部径 

19cm、底径10.5cm。粕薬は淡水青色、胎土はやや灰色がかっている。焼成良好。 

27は瀬戸入子である。28は同灰粕四耳壷で、口径 9 cm、肩部径17cm0 

29・30は土錘。29は長さ5.6cm、直径1.3cm, 30は長さ4.9cm、直径1.8cm0 

31-33は火鉢類である。31は土器質で、内外共に焼けている。32は灰褐色で瓦質に近く、外面に 

煤が付き、内面は焼けて表面が剥落している。33は粗い瓦質。 

34~ 50は44を除いて常滑で、34-42・46-48が嚢、43・45が壷、49・50がこね鉢である。嚢の縁 

帯は34・42が幅広の頚部に接近したもので、他はおおむね離れている。46は混入か。 

44は渥美の小壷である。 

51-53は山茶碗窯系のこね鉢で、51は若干上方に尖る口縁端部を持つ。 
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54は備前播鉢である。粂線if詰ーは6条一束。

55-60は石製品である。55は泥砂岩 (1土丹J)を土錘形に成形しようとしているもので、おそら

く未成品。 56はきめ細かな白色の凝灰岩製仕上げ砥。 57は黒色の粘板岩製仕上げ砥。 58は黒褐色の

粘板岩製硯。59はi骨石製紡錘車。 60は板状に仕立てた滑・石製品。おそらく温石。割れ口は淡褐色で

銀色を帯びる。

第 4節 第凹面の遺構と遺物

この面で検出したのは土境29基、井戸 l基(崩落の恐れあるため未完掘)、柱穴約320口である。

この面は東側に調査区を拡張したが、拡張区中央に大きな地下倉による撹乱が入っている。

1. 土壌17(図16-1) 

B-2にある円形土壌。東西 1m31cm、南北1m34cm、i奈さ44cm。

出土遺物(図17一7 9) 

7・8はいずれも手づくねのかわらけで、器壁はやや厚めである。

2.土壌18・19(図16-2) 

B-2・3にあり、 2基が南北に細長く並んでおり、おそらくひとつながりの逃構である可能性

が考えられる。土嬢18は長さ 1m92cm、l阪1m32cm、i奈さ68cm、隅丸長方形あるいは楕円形て¥断

面は逆台形を呈する。土壌19は長さ 1m89cm、|隔1m27cm、深さ78cm、これも隅丸長方形ある いは

楕円形で、断面は逆台形を呈する。2つの土墳がつながると長さ 4m25cmになり、土壌と土壌の聞

も深さ30cmUどの落ち込みになっている。

10は青白磁の瓜形水j主である。口縁部に樫落文が見える。

11・12はロ クロ成形かわ らけ。大 ・小 ともに器高がやや低〈、厚めの器肉を持つ。 12は棋形に斜

め上方に伸びる器壁のもの。

3.土壌20(図16-3) 

C-2にある長方形土壊。東西方向に主llilhを持つ。東西2m42cm、南北 1m 3 cm、深さ45cm、断

面は箱形を呈する。

4. 土境22(図16-4) 

m52cm、南北1m18cm、i栄さ65cmで、断面形状は逆台

形を呈する。
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5.土壌23(図16-5) 

D-3にある隅丸長方形、あるいは椅円形の土壌。南北1m69cm、東西 1m22cm、i奈さ約50cmて¥

断面は揺・鉢状を呈する。

6.土壌24

B・C-3南壁際にあり、南側の大部分が調査区外に出ている。東西3m95cmの大きな落ち込み
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3. JI音青灰色砂質土
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2.土墳18・19

6.50m! 

ヘ。
6.50m 

l. JI音褐色粘質土 3.明褐色繊維質土

2.灰褐色砂質土 4.茶褐色粘質土

4.土績22o 2 m 

図16 第III面土墳
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てや、方形竪穴である可能性が強い。深さ55cm。

出土遺物(図17ー 1

13はロク ロ成形かわらけ。14は常消・裂口縁部である。

15-17は須恵器である。 15は蓋杯の蓋て¥灰黒色を呈し、竪鍛に焼けている。 16は葦坪の身部てや、

灰白色の瓦質に近い焼き上り。15・16は別の物である。171i叩キ目のある護胴部。これらの須恵器

は造構とは直接の関わりがないが、すぐ近くて鬼高~真間期の集落が確認されているので(若宮大

路周辺追跡群小町一丁目116番地点など)、 当地点付近に も古代集落が存在するのは、まず確実であ

る。なお須恵、器にはこ の{也、長頚査の底部片も出土 している。

8.柱穴等からの出土遺物(図17-18-37)

柱穴等、 III商で検出した小さな落ち込みからの出土造物のうち、 主なものをまとめた。

18-30はかわらけである。うち18-22・26・27はロ クロ成形のもので、大体が低い総高のもので

ある。イ也は手ずくね成形である。

31 は|直l花文系の青磁無文碗で、外底面露)J台部に花押がある。

32は渥美饗口縁部である。

33-35は常滑護で、いずれも、 上方に伸びる縁待てである。

36は禍石鍋。

37は砂岩の中砥。何を:{is:いだかは不明であるが砥面が大きく波打っている。

9.第III面上包含層出土造物 (図18- 1 -23) 

1 -10はかわらけで、ロクロ成形のもの (1-3・7・8) と子づくね成形 (4-6・9・10)

とが混在している。ロクロ成形のものは薄手で内湾する総壁をもつものとやや厚手のものの双方が

兄られる。

11は内面にミカーキのある瓦器碗。12は手づくねの臼かわらけである。

l、単弁て¥手111薬は灰青色の失透利l、表面がし、く らかくすんで

L、る。
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14は山茶碗てや、口縁端部をかなり丸くおさめたもの。15・16は山茶碗窯系こね鉢である。

17は渥美壷である。肩部に灰黒色の柑薬が薄〈 刷毛塗りされている。また窯印らしき刻文がある。

18は渥美 と思われる無頚査である。

19-23は常滑護で、上方に伸びる縁帯のものが多く、頭部から離れている。

10.第凹面直上出土遺物(図18-24-32)

第1II1扇、つまり中世基盤層上面から出土したものを一括した。

24-25はかわらけで、 24・26がロクロ成形、{也が手づくね成形である。 24は模形に斜めに伸びる

器壁を持つもので、他はいずれも、厚手のっくりの、ずしりとした質感のあるもの。

28は山茶碗窯系こね鉢て¥内・外面ともに二次焼成を受けている。

29は常滑こね鉢。無高台で、下半部から上半音Ilにかけて次第に薄くなる器壁を持つ。口縁端部は

やや丸昧を帯びた角型を呈する。

30は大きな釘。断面は方形である。

31は北宋銭 「威平元宝」、初鋳は998年。 32も北宋銭「紹聖元宝」、初鋳は1094年である。
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第四章 まとめ

遺構の性格について

本地点は、鎌倉の市街地を鶴岡八幡宮から海岸まで真一文字に貫〈若宮大路から約80m西の、ま

さに市街地の中心的な一角にある。中世の若宮大路の両横には、幕府や得宗家、有力御家人の屋敷

などが並んでいたと言われるので、本地点もその範囲に入っていることは確実で、ある。今回の調査

でそれを明確に物語る遺構・遺物はもちろん発見されてはいないものの、特に第III面における遺構

の密集ぶりや、遺物中に舶載の優品がいくつか含まれていることなどの点に、その一端をうかがう

ことができるのではないだろうか。ただ、柱穴そのものはそれほど大きくないので、武家の館祉と

いうよりは、 屋敷地内の「庶民居住区Jのようなものであろう 。

遺構のなかでは第II面で検出した井戸 lが、 二段構えの井戸枠という、やや特異な構造を持って

おり、 注意を要 しよう。また第III面で検出された同じような規模・形状をした一群の土墳の性格も

追求されねばなるまし、。この土蝶については、 Eういった性格の遺跡、に多いのか、(広い範囲の調査

の場合)遺跡のどの部分に集まっているのか、を考えることが手だてになるてやあろう。

本調査では街割りを明確に示す溝など は検出されなかったが、第 I商かわらけ溜り 1の溝状の落

ち込みしその西側の通路状の商に、それを想定することもできる。現在の若宮大路西側の歩道か

らこの溝までの距離は、地図からの概測値であるが約93-95mである。鎌倉の街割りが11丈を単位

になされているという最近の考えからいけば、これは約33丈に近い。

遺構の年代について

第 I面からの出土遺物を見てみるしかわらけは薄手の内湾する器壁を持つものが多く含まれる

一方、かわらけ溜り lのそれにみられるようなやや厚昧ある器壁で低い器高のものも含まれている。

また、常i骨の護口縁の縁帯はあまり発達していない。これらの様相から、第 I商の年代は14世紀前

半一中葉と考えることができるであろう。

第II面出土遺物のうちでは、かわらけに子づくね成形品が含まれていることが第 I面と異なる点

である。また、ロクロ成形のものも、器高が低くなり、小型品に棋形の斜め上方に伸びる器壁のも

のが目立ってきている。こういった様相から、第II商を13世紀後半代とすることができょう。

第III商出土のかわらけをみると、およそ半数を子づくね成形品が占めている。ロクロ成形のもの

も器高が低いものがほとんどである。この他にもこの商からは渥美の窪が出土していること、常i骨

の護口縁部では上方に伸びるだけの縁帯のものが多いこと、などの点からみて、第III面の年代は13

世紀前半一中葉と考えられる。
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1.かわらけ溜り 1(北から)
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図版1

2.かわらけ溜り 2(北から)
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図版4
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3.南東拡張区(西から)
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2.同左(東から)

4.同左(東から)
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図版6

3.土壌17(南から)

1.土壌23(南から)

4 土墳 18・19(南から)

2.土墳20(東から)
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8 .今小路西遺跡
扇ヶ谷一丁目 131番|地点



= 
Eコ{列

1.本報は、鎌倉市扇ヶ谷一丁目131番l地点にお

ける庖舗併用住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の

報告である。

発掘調査は国庫補助事業と して鎌倉市教育委2 

員会が実施した。

3.本報の執筆には馬淵和雄が、図版作成には馬

淵・及川加代子 ・渡部律子 ・太田美知子 ・佐藤泉 ・

南保由利 ・小宮恵美子があたった。

4.本報で使用した写真は、遺構を馬淵が、造物

を木村美代治が撮った。

5.調査体制は次の通り。

馬淵和雄(鎌倉市教育委員会嘱託)担当者

梅木信之 ・新国哲也・渡部律子・調査補助員

関口真理 ・汐見一夫 ・成田サキ ・市瀬ツル子 ・

成田初枝 ・青木綾子 ・川名由子 ・及川加代子 ・

太田美知子・南保由利・ 小宮恵美子 ・佐藤泉 ・

杉山春信

6.調査参加者は次の通 り。

平子重雄 ・箕田孝善 ・鎌倉市高齢者事業団

保 ・登坂幸雄高橋作造・岩間敏雄・増田

現地調査と資料整理の期間中、次の諸氏・諸7. 

機関からは貴重な助言と協力をたまわった。記して

深〈感謝の意を表する。(順不同・敬称略)

-
l
i
t
-
-
1
2
E
E
a

，
-・4is-
-
a
'
a

進 ・宗村浩美・須藤道子・鈴木香織 ・石井

柳川清彦 ・服部英雄・吉田章一郎・

鎌倉考古学研究所 ・中田英 ・伊藤正義 ・

松崎水穂 ・大三輪龍彦 ・服部実喜
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第一章調査地点の位置と環境

本地点は、 「今小路西遺跡、」のほぼ北端、 JR鎌倉駅から北に約400mの、現在の今小路に面した

場所にある。ここはまた、 「北条時房・顕時邸跡」と名付けられている区域の南辺を東西方向に走る

道路と、南北方向に走る現今小路とが交差する地点にもきわめて近い(約10-20ml.f1::"南)位置で

もある。

現在の今小路は、六地蔵の交差点付近から本地点の南側約150-160m1，j・近まで大体直線をなして、

若宮大路 と平行しており、以北では西にやや曲がりながら本地点付近にいたる。六地蔵交差点より

南は今小路とは呼ばれていないが、道そのものは、若干東寄りに傾きながら直線的に由比ヶ浜の海

岸通 りにまで通じている。若宮大路との距離は先述した本地点北側の東西路との交点で約300m、駅

付近で約275m、六地蔵交差点て約265mである。

「今小路jの名が文献に現れるのは『快元僧都』天文八年 (1539)10月粂が初見て¥それ以前は

「今大路」と呼んだという説註l、「武蔵大路jと呼んだとする説註2がある。貞享二年 (1685)の 『新

編鎌倉志』には巽荒神より 北を今小路、南を長谷小路と呼ぶ、 とある。呼称は諸説あって定まらな

いが、長谷方面から化粧坂、亀ヶ谷坂に抜ける主要道であったことは確かで、ある。

本地点西南には無量寺谷と呼ばれる深い谷があり、 『新編鎌倉志』には 「昔此処に無量寺 と云寺有。

泉涌寺の末寺也しと云。今は亡。(中国各)今鍛治綱広が宅有」とある。綱広は万工正宗の子孫で、現

在も当主は綱広を名乗っている。本地点の西側隣地には万工正宗の工房祉を示す石碑が立っており、

当否はともかく、木地点が正宗の鍛治ときわめて近い位置にあるのは確実であろう。

今小路を少し南下して鎌倉駅付近にいたると 、今までに何箇所か発掘調査された場所がある。例

えば中世の道路t民家の検出された千葉地追跡(現紀ノ園屋)、方形竪穴建物がし、くつか検出された

諏訪東遺跡(現富士銀行)、中世の河川!と IOT屋、古墳時代の住居が検出された千葉地東遺跡(現県企

業庁)、そして奈良・平安時代官衛と中世の壮大な武家屋敷が検出された御成小学校用地などである。

また本地点北側には鎌倉五山の三位寿福寺がある。この寺は正治二年 (1200)、北条政子が明庵栄

西を開山として建てたものであるが、 もと源義朝の邸跡、といわれ、頼朝が鎌倉に入った時ここに館

を建てようとしたが、すでに義朝追福の堂が建てられており、土地も狭かったので変更したと 『吾

妻鏡Jにみえる。

今小路を隔てた東側は、 「若宮大路周辺追跡群Jとして近くでいくつか調査が行なわれており、一

帯が古代は沼地のような場所て¥地山の堅い砂層まで、深いところでは実に 4m以上もある ことが

判明してきている。

註l 高柳光寿 『鎌倉市史総説編j 1959 

2 貰達人 「鎌倉時代の鎌倉Jr歴史教育j5 -7 1957 

205 



IL f..__j.....1 ・¥ ' 200m 
1 

占山地査調掘発な主の辺近図

206 



齢、

-30.00 

-20‘。。

05Om  

図2 調査地点位置図

図 1調査地点名

1 千葉地逃跡、 1980年度調査

2 今小路西泣跡(笹11成小学校建設用地)1985・1986年度調査

3 1主l比ヶ浜-J目128番地点

4 1:131ヒヶ浜一丁目118番地点 1987年度調査

5 由比ヶ浜二丁目 2番2地点 1988年度調査

6 立会い調査

※その他の調査地点仁ついては木書内の若宮大路周辺追跡群小IUJ二丁目12番18地点

の報告を参照されたい
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第二章調査の概要と経過

地表下50-70cmまで、近・現代の客土層の及んでいることが試掘によって確認されていたので、

本調査に際しては、この客土層を重機によって排土した。掘削面積は建物建築にかかる約112m'、調

査期聞は1987年7月13日から同年8月13日までである。

調査にあたっては、若宮大路主軸方位に平行した南北軸線しこれに直交する東西軸線を 4m間

隔で設げ、前者に 1-6の算用数字、後者にA-Dのアルフアベットを冠した。南北軸方位はN-27.

50 -Eであり (=MN-34S-E)、若宮大路には平行しているが、 当地点前面の今小路には平行

していない。各方眼区画の名称、は北東角の刺l線交点を充てた。

調査は以下のような経過を辿った。 7月13日重機掘削。7月14日基準点の設置と遣方設定。人力

による排土と遺構検出作業。7月23日上層遺構実測と 写真撮影終了。7月31日中層遺構実測と写真

撮影終了。8月10日下層遺構写真撮影。 8月12日同実測終了。8月13日機材撤収と片付け。

ミ
A 

B 

C 

D 

;-- 14 
図3 調査区設定図
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第三章遺構と遺物

第 1節上層の遺構と遺物

近・現代の客土層を除くと、地表下50-70cmで、中世期から戦国期にかけてのものと思われる灰一明

褐色の砂質土が現われる。この商で検出 したのは東西方向の溝 1条、南北方向の溝2条、今小路の

側溝と思われる南北方向の溝1条、土壌、等である。

1.溝 I

B.C-2・3にある東西方向の石組み溝。東側の大部分は撹乱療に切られており、先端部は不

明。|隔は西壁際で約1l0cm、東端の撹乱と切合うところで約2.8m、i奈さは西壁際て、63cm、東端てや42cm

である。東に向って流れている。

石組は、大小形態様々の雑多な石を乱雑に積んだもので、石の組み方ではなく、ただ自重のみに

よって支えられている。

出土造物(図6・7・8)

上層からの出土造物(図6)には、火鉢 (1)、常i骨の謹 (2・3)、備前搭鉢(4 )などがある

が、年代的な主体は15世紀以降にあると思われる。おそらく、後代に波探された溝の堆積土中のも

のであろう 。

下層出土造物(7・8)は次の通りである。

1 -3は青磁で、 1 . 2が画花文系の無文碗、 3が蓮弁文の碗である。

4 -8は瀬戸である。 4・5は灰紬の折縁鉢、 6はやや白濁する幸111薬て¥後世の混入である可能

性がある。 7が却し皿、 8は儲キ111の小壷である。

9-l3は山茶碗窯系のこね鉢である。口縁部が肥厚し、端部の丸いものが多い。

14-23は常滑。14は小査の口縁部て"， 11台土は赤褐色で粗い。17-20はこね鉢である。口縁端部が

前後に少し引き伸ばされているものが多い。21・22は裂で、いずれも縁帯が頚部に付かない。22は

口径44cmC大型。23は聾の破片の縁を摺ったものである。

24-30はかわ らけとかわ らけ質の土製品である。かわらけはいずれも内湾する?等い器壁を持つ。

30はかわらけの胎土で作られた板状の土製品で、用途はわからない。

31は火鉢である。底部の脇をへラてや削っている。

32は土錘。直径3.3cm。

33は三巴文の字丸瓦々 当部。直径12.4cm。粗い砂質の胎土。

34はI次子羽口である。先端の直径は5.8cm。

35は凝灰岩の砥石である。四国全部砥面で、おそらく中砥。
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これらの造物は大体13世紀後半から14世紀後半にかけての もので、 若干混乱しているが、南北朝

Jl寺代に主体があると みてよかろう 。

干で日f
y
 lOcm 。

溝1上層出土遺物
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図9 溝2出土遺物

2.溝2

A.B-3を南北に走る断面逆台形の溝。幅約140cm-205cm、j奈さは確認面から約30-40cmであ

り、北壁際の方が深くなっているが、南側が確主昔、できないので流下方向は断言て、きない。

出土遺物 (図9)

1-6は青磁である。 1-5は蓮弁文碗で、 6は同鉢である。

7 . 8は白磁で、 7は玉縁の小皿であり、白濁する軸薬が外面下半を除いてかけられる。12世紀

代のものであろう。 8は口正げ皿。

9は瀬戸卸し皿で、 10は同じく折縁鉢である。

11・12は山茶碗窯系のこね鉢、 13は常滑こね鉢である。いずれもあまり肥厚しない口縁のもの。

14-17はかわらけで、小型のものは器壁が小さく模状。

18は滑石鍋てや、石材の滑石はきめがとても粗〈、特有の銀色の光沢に欠ける。19は硯の陸部。茶

褐色の細かいきめの石材が使われている。

3.溝3

4 (北壁際)ー約65cm(南側)

で、南端に雑な石組の護岸が残り、撹乱に切られて詳細は不明で、あるが、 溝 1南側の謎岸仁通じ

214 
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図10 溝3出土漬物

るような感がある。i奈さは約40cm内外で、南に向って流れる。

出土遺物(図10)

H:i:蓮弁文青磁のノj、碗てー暗縁色のキIh薬がかけられている。 2は青磁鉢。

3は口Jtけ、の白磁皿である。

lOcm 

4はかわらけ質の胎土を待つ小査である。 5-91.t.ロクロ成形のかわらけで、やや器高が低〈、

若干厚めの器壁を持つ大型のもの。

4.側溝I

調査区東壁際を南北に流れており、位置と規模からみて、中世の今小路(武蔵大路または今大路)

の西側側溝である のは間違いない。

宅三ヨヨモ三二YE玉三子

12 

一一一一戸/う
J / ノ

亡二二二二コ

図11 側溝 1出土遺物
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断面は逆台形を呈 し、幅は北壁際て。約l.7m以上、南壁際で約1.5m以上を測り、深さは確認面から

北壁際で、約50cm、南壁際で約70cmである。南に向って流れている。中には人頭大よりも大きな石が

沢山投げ込まれている。

出土遺物(図11)

1-8はかわ らけ。器壁が薄〈、内湾するもの(1・7)、直線的な器壁のもの(2 )、模状に斜

め上方に伸びる器壁の小型のもの(3 )、古式の様相を持つもの(4 )など様々で、 溝tいう性格か

らか、混入があると思われる。

9 -12は山茶碗窯系のこね鉢で、いずれも肥厚する丸L、口縁端部を持つ。

13・14は常j骨こね鉢。 15は安山岩の仕上げ砥である。15は骨製品て¥厚さ1.4cmの板状に仕立てた

大型哨乳類の骨に二ヶ所の円孔喜子聞け、表面に藤のような文様を陰刻、裏面に黒漆を塗る。用途は

不明。

5.上層遺構面出土遺物(図12)

造構確認面直上てや採集した造物をまとめた。

1-36はかわらけで、その多くがA.B-1・2付近で採集されたものである。いずれもロクロ

成形であり、手控ねによるものは 1点も含まれていなし、。小型も大型も、器高対口径の比の小さな

低めのもので、やや薄めの体部を持つ。22・23はミニチュアのかわらけである。

37は常滑こね鉢、 38は同饗てや、これは他の遺物よりも古いので、下層のものが混入したものと思

われる。

39は青磁鉢。青灰色の半透明粕で、画花文が内面全体に見られるが、年代的には14世紀後半以降

の、やや|時期を降ったものだろう 。i昆入品fごと思われる。

40は白磁の口正げ血。41は青白磁の小皿で内面に型押しの菊花文がある。 42は青白磁の合子蓋。

43・44は灰黒色で流文の目立つ、瓦質に近い胎土の喪の、頚部 (43) !: i:本部 (44)。格子目の叩キ

痕がある。瀬戸内の産であろう。

45は凝灰質砂岩の砥石。1:ll砥て" 4面とも砥面に使われている。

これらの造物は、大体14世紀、南北朝期に比定されよう。

6.上層包含層出土遺物(図13・14・15)

近 ・現代の客土層を除いた後の、造構面に達するまでの包含層中か ら出土したものである。

1-3は青磁蓮弁文碗て 4. 5は同無文の鉢。6は白磁日正げの碗。7は青白磁の型押しによ

る小血である。

8-11は瀬戸である。8は暗緑色の灰粕が口縁部にかけられたもの。 9-11は灰利のかけられた

折緑の鉢。
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12-17は常滑の裂口縁部、 18-21は同じ くこね鉢である。12・13はきわめて幅の広い縁帯を持ち、

うち12のそれは頭部にくっついている。14は口径46.7cmという大口径のもの。こね鉢類は角ばった断

面の口縁端部を持ち、 21には片口が付〈 。

22-24は瓦器質の手賠り であり、 25は土器質手焔 りの脚である。25は粗い淡褐色の胎土て¥円筒

形の脚と肘木を持つ。脚に穴が聞いているのは、熱によるひずみを逃がすためか。

26はかわらけ質の胎土の小査。口縁部を欠失する。

27-62はかわらけであり、 27-49が小型、 50・51が中型、 53-62が大型である。いずれもロクロ

成形で、小型のものはおおむね器壁が小さく斜め上方に伸び、大型のものはやや薄手に近いが器高

が低めのものが多い。50・51は14世紀代に特有のもの。これらのかわらけは30に新しい様相が認め

られるものの、大体14世紀中葉~後期、南北朝時代に属している。

63-77は山茶碗窯の産品で、 63-73がこね鉢、 74-77が山茶碗である。こね鉢はし、ずれも、肥厚

する丸い端部の口縁音11てや、 65の端部には沈線が巡っている。70には高台がみられない。山茶碗の口

縁端部は上方に向って尖る。

78は男瓦である。粗い砂質の胎土を持つ。

79は銅製の小碗で、仏具の六器である。口径4.1cm、器高1.45cm。

80は板状のi骨石製品て¥温石であろう。81は黒色粘板岩の硯片。82は仕上け砥である。

83は漆器血で、内面に朱漆の草文がある。

第 2節 中層の遺構と遺物

上層造構面の下約30-55cmの辺り仁ある。凝灰岩と泥岩の版築面て¥ 北側は凝灰岩切石による石

畳みもみられる。この面で検出された造構は東西溝2条、今小路側溝、土接4基などである。

1. 溝4

上層の溝 1とほぼ同じ場所にあるが、規模がはるか仁大きく、護岸施設はないが壁はしっかりし

ている。幅約4.5m(四壁際)ー3.6m(東壁際)、深さ約90cm、皿状の断面形をした大きなもので、

t 西から東に向って流れている。東側は今小路側溝に当る。断面で数度の掘直しを確認した。

出土遺物(図17・18)

1 . 2は青磁蓮弁文碗であ る。3は青白磁合子の身部、4は閉じ く青白磁の梅瓶胴部である。 5

-8は白磁日正血。

9 -16は瀬戸である。9は大型の水注の注目部て¥透明の灰軸がかかる。10は四耳査口縁部で、

薄い灰キ111がかけられる。中世猿投窯のものか。11は筒柑の小査。 12-15は折縁鉢である。16は却し

皿

18-22は山茶碗窯系のこね鉢て¥端部の丸い肥厚する口縁音11を持つ。
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46 亡二 。

図18 溝4出土遺物(2) 

23・241正常i骨の護。

25-43はロクロ成形のかわらけである。子担ねによる成形は見 られない。小型のものは斜め上方

に伸びる器壁を持つもので、器高も低め。37・38のように薄手で深いものもみられる。大型品はや

やi楽めのものが多い。

44は臼かわらけ。臼〈固い)j台土のもの。45は瓦器である。

46は吹子の羽口である。先端の径は6.6cm。

47は滑・石鍋転用品て¥鍋のつばを削り落tし、穿孔したもの。温石であろう 。

2.溝5

溝4の北側を平行して走る溝て、、ある。幅約60cmで、 U字型の断面を呈 し、西から東に流れる。深
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さは平均して55cm程度である。溝の南北の壁は石組みになっている。また、この溝5と、先述の溝

4との聞は、長方形の凝灰岩切石を縦に並ぺて基盤とした通路、または築地塀の基礎のような様相

を呈している。

出土遺物(図19)

1-11はかわらけ。いずれもロクロ成形て¥薄手で内湾する器壁念持つものが含まれているが、

大体は溝4の一群と共通 してい ると思われる。

12は瓦質の盤状子借りて、口縁下に穿孔があるところから、吊り下げられて、鍋替りに使われた

可能性がある。

13は早島の碗。淡褐色に固〈焼き締っている。

14・15は常滑の裂であり、 16は同じくこね鉢である。こね鉢の端部は四角い。

17-19は山茶碗窯系のこね鉢である。17.18は肥厚する口縁て¥丸い端部を持つ。

20-24は青磁で、 20・23が無文碗、 21・22は蓮弁文碗、 24が折腰の小鉢である。

25は吹子羽口で先端の直径は6.5cm。

26の男瓦は、灰色の固く焼き締ったもので、作りもていねいである。

28・29はいずれも仕上げ砥である。

27は円盤状の土製品。かわらけの底部を摺って

成形したもので、中世の印地か?

3.かわらけだまり(図20)

北壁際の 3軸やや西寄りに位置 している。石敷

上に厚い炭化層が認められ、その中にあったもの

である。 30個f本ほどのかわらけと、常滑JJ同音11片、

青磁等がかたまって出土した。図20-1-6はそ

の代表的なものを図化した。

出土遺物(図21ー 1"-'6) 

1 -4はかわらけで、小型のものは低めの器形

て¥大型のものは、やや低〈厚めの体部を持つも

のしなだらかな、やや高い器高を持つものとが

ある。 5はミ ニチュアかわらけて守ある。

6は青磁蓮弁文碗。口径18.3cmと大きい。

B北1.5m¥{t 

失
10.60 m 

。

3西0.5m

4.石敷 図20 かわらけだまり

A.B-1・2・3にある。大小様々の石で構

成されているが、溝5の切り込み肩の線は、おお
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u'ねそろっている。この石敷の上には厚い炭化層があり、前述のかわらけ溜りをはじめ、出土遺物

は多かった。またこの上面からは大量の鉄棒、吹子の羽口等、製鉄遺構の存在を示唆する造物が出

土 している。

出土遺物 (図21ー 7"-'22) 

7 -12はかわらけで、うち 7はミ ニチュアの皿である。8-11の小型品はいずれも浅い器高で、

斜め上方に伸びる器壁を持っている。大型のものも、大体なだらかに斜めに伸びる器壁を持つもの

が多い。

18・19は青磁蓮弁文碗。

20は瀬戸瓶子肩部で、薄い灰キIhがかけられている。21は常滑の嚢底部である。

22はおそらく早島産と思われる碗。j炎褐色てや固く焼けている。

5.柱穴3

A-2の石敷中にある。中からかわらけがまとま って出土 した。柱穴の性格は不明。

出土遺物 (図21一一23"-'27)

いずれもかわらけで、すべてロクロ成形のものである。小型のものも大型のものもやや薄手で内

湾気味の器壁を持つ。

6. キ主穴4

調査区北西角近くのA-1にある。これも石敷中にあり、中に礎石と思われる伊豆石が座ってい

る。かわらけ数点が出土した。

出土遺物 (図21-28"-'30)

図化したのはいずれもロクロ成形て、大型 1点、小型2点であるが、おおむね厚めの器壁てや、斜

め上方になだらかに立上るものである。

7. t主穴7

溝4南岸のC-2にある。青磁蓮弁文碗片 l点が出土した(図21-31)。柱穴の性格は不明。

8. 中層遺構面出土遺物(図21-32-42)

石敷面以外の面上造物を集めた。

32-40はかわ らけて¥小型のも のはおおむね棋形の小きめの器壁を持ち、大型のものはやや内湾

する器壁を持つ。これらは大体141止紀前半~中葉に比定されよう 。

41は山茶碗窯系のこね鉢底部一体部下半である。

42はきめ細かな玄武岩らしい石材を使った仕上げ砥である。

9. 中層包含層出土遺物(図22)
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1-6は青磁蓮弁文碗である。 6の蓮弁は剣頭文に近〈、粕薬は暗緑色に発色していゐ。7・8

は内面に蓮弁文のある青磁小鉢て， 10・11は同じく青磁の無文鉢である。

10・11は白磁口正げ皿である。

13は青白磁皿であるが、碗である可能性もある。外面に片切彫りの文様がある。柑薬は淡水青色

に発色。

14-22は常滑類である。14-17はこね鉢て¥いずれも角ばった口縁端部を持つ。 18は饗{本部片の

四周を摺ったもの。19-21は饗である。22は査体部上半で肩部に縦の界線を持つ。

23-32はかわらけである。うち23は内面に墨書が見える。
日カ

三月廿八口

九日
のカ
志の口上
一字不明

久ッロ

(大三輪龍彦鶴見大学教授の御教示による)

かわらけ自体はおおむね低い器形のものが多いが26・29・31のように薄手で内湾するものもある。

33は無文の漆器皿。

第3節下層の遺構と遺物

中層遺構面の下約25-45cmにある。破砕さ れた凝灰岩および泥岩による堅牢な版築面である。こ

の面で検出された遺構は、今小路側溝と思われる木組の南北溝、土壌7基、柱穴50数日、そして長

屋のように連なった方形竪穴建物列などである。また、柱穴の群集する場所と方形竪穴建物手IJの聞

には、なにもない細長い空聞があり、位置的にみて、通路であった可能性がある。

1.側溝3(図24>

東壁際で検出した。側溝 1・2の下層にあるもので、佐置的と構造からみて、これも今小路の側

溝であるのは間違いないところである。

講の構造は次の通りである。

掘方は幅約75-110cmの、箱型に近い逆台形の断面を呈し、この壁に沿って幅約40cm(最大で)の

横板を、 ところによっては二段に並べる。この横板は、等間隔に打ちこまれた角杭によってとめら

れている。角杭の間隔は65cm前後で、ある。 2尺2寸ということだろうか。角杭の上端には横木が渡

されて突っ張りとされ、壁板が土圧によ って内側に倒壊するのを防いでいる。また、この溝には木

の蓋があったらしく、部分的にそれが残っている。内、法は最大て、約65cm、i奈さ35-40cmである。

主軸方位はN-20.-Eて¥ほぼ現在の今小路と同じである。宥宮大路とは7.5"程度ずれており

(若宮大路はN-27.5"-E)、今小路(武蔵大路・今大路)は、中世期から既に平行していなかっ
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た可能性が強い。

なお、この溝は火事にあ

ったようで、蓋の板や杭の

上部が焼けている。

出土遺物(図25)

1-6はかわらけ。いず

れも ロクロ成形である。大

型はやや厚手て器高の低い

もの(1・4) と薄手で内

湾するやや器高の高いもの

が混在している。小型のも

のは器高が低〈、棋形に斜

め上方に伸びる器壁のもの

がみられる。

7は貰白色の白かわ ら

け。

8-11 は山茶碗窯系こね

鉢てや、いずれも口縁端部を

:h <収Jめるもの。

12-15は常滑である。12

はこね鉢で、口縁端部はや

や丸昧を帯びるものになっ

ている。13-15は護である。

16・17はいずれも瀬戸の

入子。

18は土錘てや、長さ8.4cm、

直径3.5cm。

19は白磁日正げJI[o 20は

青磁碗。21は同じく 青磁の

鉢である。

22は漆塗の横禍。

2.柱穴群

10.00111 

C ; 

n
 

ーー
、山ハU-

ハH
Vl
 

一・10.00111

← 1.11音褐色砂質二lニ
¥i1t==首「 η2.灰褐色砂質土
3ぺ 日 1 闘 υ3.1清褐色砂質土(木枠袋込め)
一一『 ζ 日 o 2111 
2 

図24 側溝3

通路状の平坦な場所の南側に、いくつか柱穴を検出した。そのうちに、列をなしているものは 3
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図25 側溝3出土遺物
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ハ
川
町

F
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・
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列あるが(図23参照)、いずれも中途半端で¥掘立柱建物を形成するようなものは見当ら なかった。

なおこれらの柱穴は、いずれも礎板を持っている。

土壌(図23・26)3. 

いくつかはゴうち代表的なものは図26に示した。いずれも性格不明であるが、7基を検出した。

ミ穴のようなものであったと思われる。

方形竪穴(図23・26)4 

1 

それぞれの境界には板が縦に並べられ

通路状の平坦面の北側に 4基が東西方向に連なっている。酋から順に 1-4の番号を付した。

から 4に向って床面が少しずつ、段階的に低くなっていく。
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1.茶褐色粘質土 多量の炭化物を含む
2.明褐色繊維質土
3.炭化物層

4.1培褐色村質土

土蹟6

土墳3 土域5

C 

土壌7

一'10.00m
3.時褐色粘質土
4黒褐色の炭化層
5.1明褐色の繊維質土。 2m 

1.11音褐色砂質土
2. nfl褐色繊維質土

図26 土壌3・4・5・6・7

ているようであるが(部分的に遺存)、 2と3の境界は、横板を箱型に組んだ水路、あるいは流 しの

ような構造になっ ている。

a. 

'門で

#
2hor

日一

a

札

10.00m 

a 

か

一一一一・a

商
問
穴

丹
明
竪

斗
よ

hH

M
V
方

図戸泉

~喝----一一一一ι
方形竪穴 4

側
溝

3

0 
」

図27 方形竪穴列エレベーション(起点位置は図23参照)

2m 
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7) 

2は表裏に菊1は大きな皿てや内・外商に亀甲文が押されている。1 -4は漆器の椀 ・皿である。

4は鶴文の皿である。3は内面に.松竹梅、外面に梅の描かれた椀。花文の押された椀。

5 . 6はいずれも横櫛。漆塗である。

これは7は長さ73cm、厚さ 2cmの刻みの付いた角材。中央部から刻みの方向が逆を向いている。

おそらく自在鈎で、表IJみは縄の長さを

調節するためのものであろう。

一一一・10.00m

一輪ヂー
方形竪穴 3は東西幅 2m95cm (最大

2よりも約10-15値)で南北は不明。

cm床面が低くなっている。床面仁は広
】

0
.
0
0
ヨ

・
ー
ー
ー

/"西 2m の版築面がい範囲で破砕泥岩 (土丹)

みられる。東 ・西ともに壁体は縦板で

ある。また、南西角に当る通路は一段

イ丘くなっており、あるいは入口であっ

た可能性も考えられよう 。

4束 1m
-ー、~

8 -10は青磁蓮弁文碗であり、 11は

同じく無文の碗である。

ー-
J ムγ/12・13は白磁口正げ皿。

14は青白磁合子の葦の部分である。

梅花文が上面に型押しされている。全

体は輪花を成す。
日町1

図29 方形竪穴4の囲炉裏

。
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図30 方形竪穴4出土遺物

G三玉三さう

。

16は山茶碗である。高台は低〈、畳付にもみ穀痕を残す。胎土は灰色できめが粗い。

17は砂岩製の大型の中砥。

18・19は漆皿である。共に高台が無い。

=イ

lOcm 

方形竪穴 4は東西幅3m30cm、南北幅は不明である。 3よりも約 8-12cm床面が低くなっている。

床中央部北寄りに、 小さな、長さ90cmの横板が、杭によって東西方向に固定されている。

床面の通路寄りには囲炉裏らしい木組を持った浅い窪みがある(図29)。大き さは東西が125cm、

南北が 1m、木組みの枠は、つぶれて正確には不明であるが、大体東西 1m、南北60cm前後である

と思われる。縦板は最大のものの長さは32cmで、かなり深いものであったことがわかる。

この方形竪穴の床面からは杓文字・伊勢型鍋など煮沸関係の造物が出土 している。

方形竪穴4出土遺物 (図30)

lの青磁蓮弁文碗1.;1:t炎青縁色透明のキ111薬がかかっている。

2・3は白磁口正け、血。

4は伊勢型鍋口縁部である。

5・6は瓦器で、 6の内面には菊花文の押印がある。

7はいわゆるミ ニチュアのかわらけ。

8は常i骨のこね鉢てや、外面にも内面にも煤が付着している。内底面に熱て、、奈IJ落している部分があ

り、火鉢と して使われた可能性もある。
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図31 通路状遺構上面出土遺物

5.通路状遺構

9 

lOcm 

南側、柱穴列のみられる地域と、 北側の方形竪穴列の聞に遺構の存在 しない場所が東西に細長く

ある。ここは破砕泥岩で堅くっき固められており、場所的にみてもおそらく、通路、あるいは路地

のようなものであると思われる。

幅は約1.5m(西壁際)-2 m (東端)、周辺より 一段高い。 側溝3に直交する軸線を持っている。

出土遺物(図31)

本社上面てや採集した遺物である。

lは青磁蓮弁文碗、 2は白磁日正げ皿である。 3は白磁碗で、内面におそらくは梅花の押印文、

外面には縦の凹帯が並ぶ。高台畳付のみ露胎。

4は青白磁の無文小皿。

5は常消-裂。

6-8はかわ らけで、いずれも煤が付着している。

9は内外に格子目の叩き文様を持つ女瓦。

6. 下層遺構面出土遺物(図32)
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11ま常i骨の嚢底部である。

2-6は山茶碗窯系のこね鉢てや、いずれも口縁端部の丸いもの。 5には片口がつく。

7はミニチュアのかわらけである。

8-11はかわらけであるが、多少厚みを持つ器壁のものが多い。 9に古式 (13世紀前半まで)の

様相が認められる。

12の青磁蓮弁文碗は幅の広い蓮弁てい、 削り取った際のカ ンナ痕が明|僚に残る。

13は万子であるが反りと刃部の位置関係、が通常とは逆で、 普通はみねに当る部分に刃がついてい

る。

14は大きめの鉄釘。

15は玄武岩の仕上け市民。

16は内外商ともに菊花文の押された漆椀である。

7.下層包含層出土遺物(図33-35)

1-5は口正げの白磁類て" 1が碗、他が皿である。6・7は型押しの白磁類で、 6は内商に梅
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仁

花文、 7には花弁が見える。

8 -19は青磁である。 8-14は蓮弁文碗てや、 14は内底面に社丹の押印文がある。15・16は外面に

蓮弁文のある鉢類、 17は口縁部の内側にくびれる鉢である。 18は無文の鉢、 19は双魚文の鉢て¥片

方の魚、のみみえる。

20・21は青白磁、 20は水柱、 21は合子身である。

22は舶載の天目茶碗て



第四節 その他の遺構と遺物 b.一一lO.OOm

。
すでに規制深度に達していたが、

この辺り一帯は基盤層が深く、中

央部を深掘りしてみた。また方形

竪穴 1・2床面下に網代に板を組

図36 網代立面図(起点位置は図23を参照)

一一・b'

2m 

んだ遺構を確認した。これらしその際に出土 した造物 ・銭 ・表採造物等を本節で紹介する。

1.網代(図36)

方形竪穴1・2の床爾下、 B軸やや南に検出した。幅10cm前後の板を組み合わせたもので、東西

方向に約4m10cm続いている。板塀のようなものと思われる。

" ¥" ，¥" 
ふ'¥ "¥ ¥ 

ーーー一ーー一一ーーー一ー-、ー、、も司"---一ーーー_._ーー..-ーー一ー一ー一一ーー←一一ーー一ー
-........___ 

一一一~ てこ二二二
』 ー--......___......._ノ
一-.、、¥ー 一一ーーー_-ー_..

。
図37 網代付近出土遺物

出土遺物 (図37)

網代検出時に周辺から出土したものである。

1は盤形の火鉢。堅い瓦質の胎土て¥口縁下の小円孔は貫通していない。

2は木椀。削った痕が体部外面に残っている。

2.深掘り (図38)

lOcm 

中世基盤層(図38土層番号14)まで1m以上あり、上面の標高は約9.2mである。基盤層は黒褐色

粘質で、混入物をほとんど含まない。

出土造物(図39)

1は青白磁皿。淡青緑色の粕薬がかけられている。内面には片切彫りと櫛歯状工具による文様が

みられる。

2は手ずくねかわらけ。本遺跡、では数少ない。
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3.銭(図40)

遺構の年代とは直接関わりのないものなので、ここに一括した。最も古いものは「戚平元豊Jの

998年、最も新しいものは 「聖宋元豊」の1101年である。

4.表採遺物(図41)

撹乱境等で採集 したものもこれに含めた。

lは双魚文の青磁鉢、 2は白磁日正げ皿である。

3は瀬戸の鉢と思われる灰軸のかげられた陶器で、内底面に松葉あるいは員をあしらった押印が

あり、外底面高台内に却し目がある。高台内のみが露胎、胎土は灰色で岩石質である。

4・5は漆椀で、 5には菊花の押印文がある。

6は扇骨と思われる。 7は板草履である。8は査の蓋ら しい木製品である。

9は刀子と思われ、さやの木質が付着している。

l 表土ー近・現代客土

.灰褐色砂質土l
3 灰色砂層 l 

4 茶褐色弱粘質主1
5 茶褐色粘質土 トi茸I推積土
6 灰褐色粘質土 j 

灰褐色砂質土 l 

。
15. i昔灰褐色弱粘質土1 29. I明貨褐色砂質土

}講2!1Wt土16 灰褐色砂質土 J "'" 30 灰褐色砂質土

17 灰褐色砂質土一山砂客土 31 灰黒色炭化層

18 暗褐色粘質土ー溝 4堆積土 32 凝灰岩・泥岩版築府

19 暗褐色粘土 33 凝灰岩石組

20 灰褐色砂質土 :34.灰褐色強粘質土

21 暗灰補色砂質土 柱穴覆土 35. 

2m 

ト灘2第3期i虫採後堆柵土
8 暗褐色弱粘質土l 22 凝灰岩・泥岩版築層(22'はややしまりが惑い) 36.凝灰岩・i尼岩版築府 (36'はややしまりが悪い)

9 茶褐色弱粘質喜一溝2第2却li費i墨後地積土
10.茶褐色粘質土1
11.時褐色粘質土 l
12.灰褐色砂質土}溝2第 l期1堂I町長堆積土
13.時褐色粘質土1
14.灰掲色砂Ii'l J 

23 時褐色砂質土 37 灰褐色粘質土

24.暗褐色粘質土 。38.m色粘質土
25 灰禍色粘質土 品 39. j珪灰岩・?尼岩版築府

26.灰褐色弱粘質土

27 茶褐色粘質土ー柱穴渡土

28 奈褐色弱枯質土柱穴覆土

図42 西壁土層図
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第四章 まとめ 

遺構の軸線について 

調査区東端で検出した、今小路側溝と覚しい溝の主軸方位は約N-20。一Eで、現在の今小路と

ほぼ同じである。若宮大路主軸方位はN -27.5。 -E（磁北ではMN-34.5。ーE）なので、7.5。程

度ずれていることがわかる。つまり第三章第 3節の1側溝 3 の項ですでに書いたように、中世期か

ら今小路（「武蔵大路」・「今大路」）は、若宮大路とは平行していなかった可能性が強い。 

また、本調査で検出したその他の溝や通路、柱穴列などの軸線も、大体今小路側溝に平行、ある

いは直交している。つまり、この付近の街割にあっては、若宮大路を基軸としているのではなく、 

最も近接した主要道である今小路の軸線に規制されていることがわかる。その軸線の変更がどこで

なされているかは大きな問題であるが、今のところは不明である。あるいは今小路そのものが境界

かも知れない。 

ただし、本調査で検出した側溝の年代は、後に述べるように鎌倉時代後期と思われるので、それ

以前に関してはもう少し慎重でありたい。 

遺構の性格と年代について 

上層の遺構群では何条かの溝がある。このうち溝1は乱雑に石を積んで護岸としたに過ぎないも

のであり、鎌倉時代頃にみられる、切石や木組みによるしっかりした護岸施設にほど遠い。当初の

強力な街づくりも、権力者が去るとともに次第にタガが緩んでいることをうかがわせる。これらの

遺構群の出土遺物は、第三章で述べたように、相当年代に混乱がみられるが、主体そのものはおお

むね14世紀代中～後半にあると思われる。 

中層の遺構では大量の鉄津や吹子の羽口が出土した石畳が注目されよう。鉄津は大半がいわゆる

椀型で、石畳上の大量の鉄分や炭化層の存在とともに、すぐ近くに製鉄遺構が存在することを示唆

している。あるいは『新編鎌倉志』にある。刀工正宗の工房祉と関わりがある可能性も考えられよ

う。この面の年代は大体14世紀前半から中葉、つまり鎌倉時代後期から南北朝にかかる頃であろう。 

下層の遺構では何といっても方形竪穴の列が注目される。ここで検出したのは 4 つの部屋である

が、検出された囲炉裏がーつであったこと、方形竪穴1の作業台のような大きいかまくら石（凝灰

角傑岩）の存在、等、部屋ごとに機能分化していた可能性がある。また通路のような版築された細

長い空閑地をはさんで、南側には柱穴列がいくつか存在している。これは近くの、若宮大路周辺遺

跡群雪ノ下一丁目210番地点註1 などでもみられた例で、街並のあり様の一端がよく示されていると

思われる。この面の年代は遺物からみて大体13世紀後半から14世紀前半、つまり鎌倉時代後期に比

定されよう。 

註 1 1988年に馬淵が担当して調査 
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図版4

『

1.側溝3(南から) 2.同前(北から)

3.同前(西から)

‘. 

252 

" 



r-

こー雌 員亀島

253 



• 

254 



図版7
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図版9
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図版10
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図版11
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図版12
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図版14

1.瓦

4

木
製
品

a 

2

吹
子
羽
口

3

石
製
品
と
磨
研
常
滑
(
中
段
)

pi

漆
椀

262 

7 自在鈎

" 

3

木
椀

喧



鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書5

昭和63年度発煩調査報告書

日

集

行

-
可
j発

編

発

平成元年 3月

鎌倉市教育委員会

印 刷鮒稲元 印刷


	鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 5 表紙

	鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 5 目次

	1 . 米町遺
跡 
	第一章 調査地点の位置と歴史的環境

	第二章 調査の経過

	第三章 検出した遺構

	第四章 出土した遺物

	第五章 まとめ


	2 . 北条泰時・時頼邸跡

	第一章 位置と歴史的環境

	第二章 調査の概要

	第三章 検出遺構と遺物

	第四章 調査のまとめ


	3 . 北条泰時・時頼邸跡 

	第一章 調査地点の位置
	第二章 調査の概要

	第三章 検出遺構と出土遺物

	第四章 まとめ


	4 . 長谷小路周辺遺跡 
	第一章 遺跡の位置及び歴史的環境

	第二章 調査の経過及び堆積土層

	第三章 検出された遺構と遺物

	第四章 まとめと考察


	5 . 若宮大路周辺遺跡群

	第一章 検出遺構

	第二章 出土遺物

	第三章 調査のまとめ


	6 . 明月院旧境内遺跡

	第一章 調査地点の位置と歴史的環境
	第二章 遺構と遺物
	第三章 まとめ

	7 . 若宮大路周辺遺跡群

	第一章 調査地点の位置と環境

	第二章 調査の概要と経過

	第三章 遺構と遺物
	第四章 まとめ

	8 . 今小路西遺跡

	第一章 調査地点の位置と環境

	第二章 調査の概要と経過
	第三章 遺構と遺物


	奥付




